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一一第9版発行に当たって

高温・多湿な我が国は，農作物を害する病害虫，雑草の種類や発生量が多く，農業生産の安定，

農作業の軽減などのために，病害虫・雑草の防除は必要不可欠な基本技術となっております。農薬

は，これら病害虫・雑草の防除に大きな役割を担っておりますが，その使用に当たってはラベルに

記載された事項を守り，事故の発生を未然に防止することが重要であります。

農薬による事故は，以前に比べ重篤なものは少なくなっておりますが，軽・中等症程度のものは

依然として発生している状況にあります。事故の主な原因としては，防護装備不十分など散布者自

身の不注意，保管管理の不徹底など安易な取扱いによるものが多くなっております。

このような農薬による事故を防止するため，農林水産省は，毎年，厚生労働省及び都道府県との

共催により，関係機関の協力を得て農薬危害防止運動を実施し，農薬の安全使用についての啓発に

努めるとともに各種施策により，農薬の安全使用のための技術の普及・定着を図っているところで

す。また，低毒性農薬の開発の促進も進められています。

さらに，万が一中毒事故が発生した場合の対策として，農薬による中毒の症状と治療法の代表例

を取りまとめ，治療に当たられる医療機関の方々の参考とすべきとの考えから，昭和56年4月に本

小冊子を編纂し初版を刊行いたしました。幸いにも関係方面から御好評をいただき，その後改訂を

重ね，平成12年に第8版を発行いたしました。今回は，救急治療の最新の知見と新しい剤の情報を

盛り込むことを主眼に改訂して第9版を発行することにいたしました。

本小冊子は，第 1版発行当初より多くの先生方に監修をいただいてきたところでありますが，第

9版発行に当たりましては，特に吉岡敏治(財団法人日本中毒情報センター)及び山下衛(前筑波

大学附属病院)の先生方には御多忙の中監修の労をとっていただき，また，田中茂(十文字学園女

子大学人間生活部)，戸部満寿夫(前国立衛生試験所安全性生物試験研究センター)，赤堀文昭(麻

布大学獣医学部)，降矢強(前国立医薬品食品衛生研究所)をはじめとする多くの先生方には貴重

な御助言をいただきました。諸先生方の御協力に対し，厚く御礼申し上げる次第であります。

また，今回の編集に当たり，資料の収集，整理に御尽力いただきました農薬工業会安全対策委員

会，並びに同事務局の方々に心から感謝申し上げます。

平成14年4月

農林水産省生産局生産資材課長

財団法人日本中毒情報センター

散布作業中や散布後に異常を感じた場合は，直ちに医師の手当てを受けてください。

処置法などで不明なことは，医師から下記に電話してお尋ねください。

中毒110番
ダイヤルQ2 医療機関専用有料電話
(一件につき300円) (→キにつき2，000円)

大 阪 0990-50-2499 
(365日， 24時間対応)

06-6878-1232 

つ ば
(365日， 9 ""17時対応)

0990-52-9899 0298-51-9999 
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ご利用に当たって

1 .農薬中毒の救急療法は「農薬中毒の救急治療の手順とポイント」として一括し，

説明してあります。

2.個々の農薬については，治療法が確立しているものを主に記しました。単に索

引中に急性経口毒性値(LD50)を示したものがありますが，これらには I章4・5

項に示した基本的な処置をして下さい。

3.二つ以上の有効成分を含む混合剤については，製品のラベルなどで有効成分を

調べ，各成分に相当する処置をして下さい。
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1 .農薬中毒の救急治療の手順とポイント

農薬には，殺虫剤，殺菌剤，除草剤，殺そ剤等が

ありますが，一般に調合や散布などの作業中の事故

は，軽度の中毒症状や皮膚かぶれなどが主で，重篤

なものはあまりありません。しかし，意図的服用

では重篤な全身症状を呈することが少なくありま

せん。

農薬の種類や剤型によっては誤飲または服用後重

篤な中毒症状を発現するまでに，数時間から数十時

聞を要することがあり，この間に医療機関を訪れた

患者を安易に軽症とみなすと大変危険です。

1 問診

治療方針を確立するために，次の点を速やかに聞

きとって下さい。

(1) 事故発生の状況

ア.農薬の調製中，散布中(施設内か否か)，ある

いは散布後の発症か保護具の着用は?

イ.誤飲，誤用か(農薬と知らずに飲んだり，皮

膚にかかった等)

ウ.自ら意図的に飲んだか

(2) 農薬の種類，剤型，濃度および摂取量

ア.農薬の種類(使用した農薬の空ビンや袋ある

いはラベルを持ってこさせます)

イ.農薬の剤型(乳剤，水和剤，粉剤，粒剤等)

ウ.濃度，希釈倍数(通常500'"'-'2，000倍に希釈)

エ.摂取量 (経口的に摂取した時)

オ.散布中の中毒の場合，散布の量と時間

(3) 中毒症状発現まで

ア.散布開始後症状が出るまでの時間

イ.経口摂取のときは，その時刻と中毒症状発現

までの経過時間，幅吐したか否か

2.中毒患者の検査材料等の保存

患者の吐物，胃の内容物，胃洗浄液，尿，血液な

どは，一応保存しておいて下さい。特に，尿は必ずとっ

ておきます。これは，原因農薬を明らかにし，さら

に吸収量を推定する場合に有用です。生体試料の分

析がすぐ出来ないときは凍結保存します。血液は血

祭または血清にして，凍結保存して下さい。
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3.中毒症状の観察

農薬中毒では，系統ごとに特徴のある症状が現れ

るので，症状をよく観察することが大切です。多く

の農薬は神経系に対する障害作用が強いので，特に，

神経学的な面からの観察が重要です。

(1) 意識障害;中毒の重症度を判定するために必要

です。

(2) 筋線維性れん縮およびその他のけいれん;筋線

維性れん縮は有機りん剤およびカーバメート剤中

毒に，てんかん様のけいれん発作は有機塩素剤お

よび有機ふっ素剤による中毒によくみられます。

(3) 呼吸抑制;有機りん剤およびカーバメート剤中

毒では，呼吸抑制，突然の呼吸停止が生ずること

があります。

(4) 末梢神経麻樺;重症の有機りん剤中毒で，知覚

や運動の末梢神経麻庫が持続することがまれにあ

ります。

(5) 唾液分泌過多，発汗;副交感神経興奮症状は，

有機りん剤，カーパメート剤および硫酸ニコチン

剤の中毒の場合にみられます。また著しい多汗だ

けが観察されるのは，ニトロフェノール剤やPCP

剤による中毒などの特徴です。

(6) 不整脈;有機ふっ素剤による中毒の場合におこ

ります。

(7) 眼症状;著明な縮瞳があれば，有機りん剤かカ

ーバメート剤による中毒の可能性があります。有

機塩素剤等によるものでは散瞳気味となります。

局所刺激症状では，クロルピクリン剤やプラスト

サイジン剤等が眼に入って眼痛，流涙，眼粘膜の炎

症をおこすことがあります。また，臭化メチル剤で

は，複視，視野狭さくをおこすことがあります。

(8) 咳，曙疾;刺激性物質の吸入によっておこりま

す。有機塩素剤，クロルピクリン剤，臭化メチル

剤などで出現します。

(9) 皮膚症状;癌痔感を伴うかぶれ，発赤，軽度の

腫張等がみられることがあります。クロルピクリ

ン剤，臭化メチル剤等では水癌，びらんをおこす

ことがあります。石油系溶媒を含む乳剤等では一

般的に発赤を示すことがあります。



(10) 幅吐，下痢，腹痛，咽頭痛，頭痛;多くの農薬

中毒にみられます。

4.農薬の排除のための処置

(1) 経口摂取の場合

ア.催吐;指またはスプーンの柄などを口中に入

れ，咽頭後壁を刺激して吐かせます。コップ一

杯の水をのませた後に行うと吐きやすくなりま

す。現在，催吐薬として確実に有効なものは市

販されていません。医療機関では一般に胃洗浄

が行われますが，十分に太い胃管を使えない小

児には胃洗浄よりも催吐の方が有効とされてい

ます。催吐の禁忌、は次のとおりです。

① 意識障害やけいれんのあるとき

② 石油系の溶剤を使ったものを飲んだとき

③ 粘膜腐蝕性のものを飲んだとき

イ.胃洗浄， 1時間以内に実施しなければ効果は

少ないとされていますが，原則として胃洗浄を

行います。 4時間以上経過していても行えば効

果のある場合があります。胃洗浄の禁忌は催吐

の場合と同じです。意識が無い場合には，気管

内挿管をしてカフをふくらませた後に行って下

さい。胃洗浄は左側臥位にして生理食塩水また

は微温湯を， 1回に成人で300mQを限度として注

入し，少なくとも数リットルを使って洗浄液が

すっかりきれいになるまで行います。 5歳以下

の小児では水道水を使うと低ナトリウム血症を

来すので，生理食塩水(1 回10~20mQ/l沼)を用

いるのが望ましいとされています。

粒剤をI照下した場合，ときに胃壁に付着した

粒が通常の洗浄では容易に取れず，中毒症状が

遷延することがあります。この場合，内視鏡的

に観察しながら勢いよく洗うととれることがあ

ります。

胃洗浄が終ったら，活性炭50g (小児は 1g / 

l沼)を500mQの微温湯に混ぜたものを飲ませる

か，胃管から注入して下さい。必要なら硫酸ナ

トリウムまたは硫酸マグネシウム15~30g (小

児では0.25g/kg)をさらに投与し，胃管を抜去

します。下剤はその後4時間おきに飲ませ，活

性炭の黒色下痢便が出るまで続けて下さい。ヒ

マシ油のような油性下剤は禁忌です。

ウ 活性炭の繰り返し投与;活性炭で吸着出来な

いひ素やふっ素化合物等を除き，ほとんど全て
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の中毒で活性炭による治療が推奨されていま

す。活性炭の繰り返し投与で，静脈内投与した

薬毒物でも血中薬物濃度が低下することが知ら

れています。

服用量の10倍量の活性炭投与が推奨されてい

ますが，不明の時は50g(小児では 1g /kg)を

500mQの微温、湯に溶解して，意識が清明な時は座

位で服用させます。その後は20gを2時間毎，

もしくは40gを4時間毎， 60gを6時間毎等の

投与法で， 24~48時間，繰り返し投与します。

幅吐，誤!照，消化管閉塞に注意が必要であるよ

うに，常用している治療薬の血中濃度低下にも

注意が必要です。

エ 腸洗浄;多量の洗浄液を上部消化管から投与

して全腸管を洗い流し，未吸収毒物の排出を早

める方法です。通常，経鼻胃管や十二指腸チュ

ープなどを用いて，体液異常を起こしにくいポ

リエチレングリコール液(ニフレック TM)を

1 ， 500~2 ， 000mQ/時(6歳以下は500mQ/時，学童

1，000mQ/時)で投与し，少なくとも透明な水様

便が排世されるまで続けます。通常は数時間以

上を要します。

適応は重篤な中毒を引き起こす物質，特にひ

素や鉛など吸着剤が無効な金属中毒ですが，わ

が国ではもっぱらパラコート中毒と一部重篤な

有機りん中毒に適応されています。

最も多い合併症は眠吐で，これに伴う自律神

経反射により，一過性の徐脈・頻脈・低血圧を

生じることがあります。粘膜腐蝕性のものを飲

んだあと，水・電解質異常や腎不全があるとき

は慎重に行って下さし 3。

(2) 皮膚，衣服に付着した場合

汚染した衣類をぬがせ，皮膚を石けんでよく洗

い，付着した農薬を除去します。洗浄時間は最低

15分は必要です(有機りん剤はアルカリ性にする

と分解しやすいので，石けんを用います)。

(3) 眼に入った場合

直ちに蛇口の水，やかんの水のような流水で十

分に洗眼して下さい。

(4) 経気道的に中毒を起こした場合

すみやかに新鮮な空気のあるところへつれて行

き，深呼吸をさせて下さい。



5.その他の必要な応急処置

(1) 安静，保温，誤可能予防;衣服をゆるめて寝かせ，

吐いているとき，またその恐れのあるときは体を

横向きにして下さい。

(2) 輸液;必要に応じ輸液を行います。中毒患者は

一般に多めの輸液量で管理しますが，農薬の種類

により肺水腫を起こすことがあるので急速輸液に

は十分な注意が必要です。

(3) 人工呼吸，酸素吸入などの呼吸管理;緊急時に

は人工呼吸や酸素吸入が必要です。ただし，パラ

コート剤，ジクワット剤中毒の場合は止むを得な

いケース以外は活性酸素発生をできるだり少なく

するために，酸素吸入を行わないで下さい。気管

内分泌物の吸引除去，気管支洗浄など必要に応じ

て施行して下さい。

(4) 吸着型血液浄化器による血液濯流;吸着型血液

浄化器による血液濯流は，早期に実施すれば血液

中の農薬を除去するのに多くの場合に有効です。

(5) 血液透析;人工腎臓あるいは腹膜濯流による透

析療法は，腎障害のある場合は必須です。また血液

中の農薬を除去するのに有効な場合もあります。

(6) 強制利尿;乳酸加リ ンゲ、/レ液の輸液と少量のド

ーパミンを使用して，時間尿量を250-----500mQに維

持し，毒物の尿からの排池を促す方法です。水バ

ランスが維持できない時(大量輸液にもかかわら

ず，尿量が得られない時)はマンニトール輸液，

あるいはフロセミド(ラシックス⑮)注を併用しま

すが，肺水腫の発生には十分注意して下さい。腎

障害，心不全のある場合は禁忌です。

(7) 鎮静剤，抗けいれん剤;興奮，けいれんに対し，

鎮静剤，抗けいれん剤，筋弛緩剤等の投与を行い

ます。

(8) 心循環用薬;各種抗不整脈薬，昇圧薬を必要に

応じて使用します。

(9) 乳剤の可能下に対する処置;乳剤には有機溶剤

(キシレンなど石油系溶剤の他に，ケトン類，ア

ルコール類など)が含まれているので，それによ

る中毒も考慮する必要があります。
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11 .農薬名，症状および治療法

o農薬名は一般名を太字，商品名を細字で示し，アイウエオJI国， ABC順に配列しました。

0現在，農薬の登録が失効し，販売されていないものなどには*をつけました。

0農薬の化学構造式，急性毒性値 (LD50) は別表に示しました。なお，化学構造式は制日本植物

防疫協会刊「農薬ハンドブック一一1998年版」より引用しました。

1 .有機りん剤(殺虫剤，殺菌剤，除草剤，別表 l参照)

農薬名

アセフェー卜(オルトラン) アミプ口ホスメチル(トクノールM)

イソキサチオン(カルホス) イソフェンホス(アミドチッド) エチオン(トモチオン)

エチルチオメトン(エカチンTD，ダイシストン) エテホン(エスレル)
エトリムホス*(エカメット) キナルホス(エカラックス) クロルピリホス(ダーズパン)

クロルピリホスメチル(レルダン) サリチオンヘ ジアリホール*(トーラック)

ジメチルビンホス(ランガード) ジメトエー卜， スルフロホス(ボルスタール)

ダイアジノン， チオメトン(エカチン) パミドチオン(キルパール)

パラチオンペホリドール) ピペロホス(アビロサン) ピラク口ホス(ボルテージ)

ピリダフェンチオン(オフナック) ピリミホスメチル(アクテリック)

ブタミホス(タアラー，クレマート) プ口チオホス(トクチオン) プ口パホス(カヤフォス)

プ口フェノホス(エンセダン) ホサロン(ルビトックス)

ホスチアゼー卜(ネマトリン，アオノて) ホルモチオン(アンチオ)

マラソン， メ力ルバム*(ペスタン) メスルフェンホス(ネマノーン)

モノク口卜ホス(アルフェート) BRP(ジプロム，ダイプロン，モンコール)

CVMP(ガードサイド) CVP(ビニフェート) CYAP(サイアノックス)

DDVP(サンスモーク，ジェット VP，デス，ネオカリン，ホスビット，ラピック， VP， VPス

モーク) DEP(ディプテレックス，ネキリトン)

DMTP(スプラサイド) ECP (VC) EDDP (ヒノザン) EPN， ESP* (エストックス)

IBP(キタジンP) MEP (ガットキラー，ガットサイド S，サッチューコート S，スミチオン)

MPP(パイジット， T-7.5バイセフト，ファインケムB) PAP(エルサン，パプチオン)

PMP(アツノマ) SAP(ロンパー)

コリンエステラーゼ活性阻害

o軽症:倦怠感，違和感，頭痛，めまい，胸部圧迫感，不安感および軽度の運動失調などの

非特異的症状， D匝気， D~吐，唾液分泌過多，多量の発汗，下痢，腹痛，軽い縮瞳

症 状 I 0中等症:(軽症の諸症状に加えて)縮瞳，筋線維性れん縮，歩行困難，言語障害，視力減退，徐脈

o重症:縮瞳，意識混濁，対光反射消失，全身けいれん，肺水腫，血圧上昇，失禁

(註)① -.e.臨床症状が軽快に向い，再度悪化することがあります。

② まれに後日，末梢神経障害が出現することがあります。

I章 4・5項 (P3) に記した処置のうえに，

①硫酸ア卜口ピン

治療法 I0中等症 1""'4筒(1筒0.5mg)静注し， 15""'30分ごとに追加，もしくは 5""'10筒の皮下注。

あるいは0.5mg""'5.0mg/時で、微量持続静注。追加あるいは中止の判定は，口腔内の乾燥の程

度，肺野にラ音が聞かれないかどうかや瞳孔の状態による。
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治療法

0重症 5~10筒静注。症状が軽くならず瞳孔が散大する傾向がなければその傾向，対光反

射が出現するまで， 1O~15分ごとに 5 筒ずつ追加静注。その後は30分ごとに 1 ~ 2筒皮下注

し，軽い散瞳状態を維持し，意識回復，流涯の消失，瞳孔の散大傾向がみられれば中止。あ

るいは0.5mg~5.0mg/時で微量持続静注。けいれんにはジアゼパムを投与する。

012才以下の小児の場合:0.05mg (1/10筒)/kg(体重)の割合で15~30分ごとに投与。瞳子L，

頻脈の状態，口腔内乾燥の状態で調節。

0いずれの場合も投与量を漸減して中止。治療中止後最低24時間は患者を観察し，症状が再び

あらわれないことを確認。

② PAM (パム⑧)

パラチオン， EPN，ピリダフェンチオン等に著効があります。その他の有機りん剤につい

ても，早期に使用し，以降適当な血中濃度を持続すれば有効との報告があります。また硫酸

アトロビンでは括抗できない筋線維性れん縮，筋麻癖に効果があり， MEPなどには硫酸アト

ロピンとの併用が推奨できます。

o中等症および重症 1g (2.5~ ， 20rnQアンプル2筒)をゆっくり静注。症状が軽くならな付

れば30分後 1~2 筒追加。以後症状を見ながら反復投与。

012才以下の小児:20~50mg/kg体重( 1 ~ 2 rnQ/kg体重)をゆっくり静注。

(註)① 診断の確認:血液(へノfリンを加えた全血，血球，血祭，血清) 1~2me採取。コリンエステラーゼ活性

度の測定 (DTNB法など)

② アドレナリン作動薬，アミノフィリン，サクシニルコリン，フェノチアジン，レセルピンの使用は十分慎

重にして下さい。

③ 回復後の指導:血液コリンエステラーゼ活性値が正常にもどるまで数週~数ヵ月間は有機りん剤，カー

パメート剤等の農薬の取扱いをさけて下さい。

2.力一バメー卜剤(殺虫剤，別表2参照)

アラニ力ルブ(オリオン，ランプリン) エチオフェンカルブ(アリルメート)

オキサミル(パイデート) 力ルボスルファン(アドバンテージ，ガゼット)

農薬名
ピリミカーブ(ピリマー) ベンダイオカルブ(タト) ベンフラカルブ(オンコル)

メソミル(ランネート) BPMC(バッサ) MIPC(ミプシン) MPMC * (メオノてール)

症

MTMC * (ツマサイド) NAC(セビモール，セピン，デナポン，ナック，ミクロデナポン)

PHC(コガネキラー，サンサイド) XMC(マクパール)

コリンエステラーゼ活性阻害
状|
症状は有機りん剤と同じですが，有機りん剤より速く発症および回復します。

I章4・5項 (P3)に記した処置のうえに，

① 硫酸アトロビンの投与

なお， PAMの有効性は立証されていません。

治療法|② 治療法などは有機りん剤の項を参照

(註) モルヒネ，アミノフィリン，フィゾスティグミン，アミノフェナゾン，フェノチアジン，レセルピン，フェ

ノパルビタール，クロルジアゼポキシド，サクシニルコリンは使用禁思

アドレナリン作動薬は特別な投与理由がある時だけに投与
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3. ピレス口イド剤(殺虫剤，別表3参照)

シハ口トリン(サイハロン) シフル卜リン(パイスロイド) シペルメ卜リン(アグロスリン)

テフルトリン(フォース) トラロメ卜リン(スカウト) ハルフェンフロックス(アニパース)

農薬名|ビフエントリン(テルスター) ピレ卜リン(除虫菊) フエンバレレー卜(スミサイジン)

症 状

フェンプ口パ卜リン(ロディー) フルシトリネー卜(ペイオフ) フルバリネー卜(マブリック)

ペルメ卜リン(アデイオン)

神経系過剰刺激

o軽症:全身倦怠感，筋れん縮，軽度の運動失調

。中等症:興奮，手足の振せん，唾液分泌過多

o重症:間代性けいれん，呼吸困難，失禁

I章4・5項 (P3)に記した処置， とくに

治療法|① けいれんに対してはメトカルパモール，ジアゼパム等の投与

② 唾液分泌過多に対してはアトロビンの投与

4. 力ルタップ剤・チオシクラム剤・ベンスルタップ剤(殺虫剤，別表4参照)

農薬名 力ルタップ(パダン) チオシクラム(エビセクト) ベンスルタップ(ルーパン)

神経伝達阻害

o軽症:幅気，手足の振せん，唾液分泌過多

症 状 o中等症:間代性けいれん，時々強直性けいれん

o重症:呼吸困難，散瞳

o皮膚症状:皮膚の発赤，かぶれ

I章4・5項 (P3)に記した処置のうえに，

治療法 ① SH系解毒剤 (BAL，グルタチオン， L システイン等)の投与

② 皮膚症状にはステロイド剤の投与

5.硫酸ニコチン剤(殺虫剤，別表4参照)

農薬名 硫酸ニコチン(ブラックリーフ)

神経系過剰刺激

o軽症:口腔・咽頭・食道・胃部の灼熱感， 0匝気， n匝吐，めまい，頭痛，頭重，食欲不振，

症 状 動惇，胸部圧迫感，冷汗，唾液分泌過多

o中等症および重症:ほとんど必発で激しいn匿気と幅吐，下痢，脱力感，身体のふらつき，振

せん，睡眠障害，精神錯乱，意識消失，けいれん，呼吸困難，不整脈
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I章4・5項 (P3)に記した処置のうえに，

① 人工呼吸，酸素吸入

治療法|② 抗けいれん剤，鎮静剤(バノレビタール，ジアゼパム，クロルプロマジン等)の投与

③ 硫酸アトロビン注2mgを15，--._，30分ごとにアトロビン作用による症状が現れるまで投与

(註) 中枢性呼吸刺激剤など興奮剤は使用禁思

6.ポリナクチン剤(殺虫剤，別表4参照)

農薬名 ポリナクチン複合体(マイトサイジン)

症 状 o眼症状:眼痛，流涙，角膜上皮剥離，眼験結膜の浮腫(一過性であり， 2，--._， 3日で回復)

治療法
I章4・5項 (P3) に記した処置のうえに，角膜びらん形成にはビタミンB2点眼および抗生

物質眼軟膏など使用。治癒した後，ステロイド眼軟膏使用

」 ー

7.有機塩素剤(殺虫剤，別表5参照)

農薬名
エンドリンヘクロルベンジレート*(アカール)

ケルセン，ベンゾエピン(マリックス，チオダン) BHC * (リンデン)

神経系過剰刺激

o軽症:全身倦怠感，脱力感，頭痛，頭重感，めまい， D匝気， D~吐

症 状 I0中等症:不安，興奮，部分的な筋けいれん，知覚異常(舌，口唇，顔面)

治療法

0重症:意識消失，てんかん様の強直性および間代性のけいれん，肝・腎障害，呼吸抑制，

肺水腫

I章4・5項 (P3)に記した処置，とくに，

① 抗けいれん剤，鎮静剤(パルビタール，ジアゼパム，クロルプロマジン等)の投与

② ACTH，ステロイド剤の投与

③輸液，肝・腎保護療法 ④ 気管分泌物吸引

8 ク口口ニコチニル剤(殺虫剤，別表4参照)

農薬名 イミダク口プリド(アドマイヤー)

症 状
0経口摂取の場合

全身症状:頻賑，血圧上昇， n匝気・ H匝吐，痘肇

治症法
I章4・5項 (P3)に記した処置あるいは胃洗浄，吸着剤(活性炭)および下剤の投与，呼

吸管理，輸液
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9.クロルピクリン剤(殺虫・殺菌剤，別表4参照)

農薬名 ク口jレピクリン(クロピク， ドジョウピクリン， ドロクローノレ)

酵素阻害

0全身症状:頭痛，めまい，悪心， D匿吐，咳， 1客疾，呼吸困難(端息様)，肺水腫

症 状 o神経症状:1者眠状態，振せん，運動失調，複視，筋線維性れん縮，てんかん様けいれん，せ

ん妄，失語症

o皮膚症状:水癌，びらん o眼症状:眼痛，流涙，結膜充血

I章4・5項 (P3)に記した処置， とくに，

治療法
① 酸素吸入，人工呼吸

② 皮膚症状にはステロイド剤の投与

③ 眼に入った場合には多量の水で洗眼

10.臭化メチル剤・ D-D剤・ EDB剤(殺虫剤，殺菌剤，別表4参照)

臭化メチル(アサヒヒューム，カヤヒューム，クノヒューム，サンヒューム，ニチヒューム，

農薬名|ブロヒウム，プロムメチル，メチルブロマイド，メチプロン)

症 状

D-D (テロン， DC， D-D) EDB * 

酵素阻害

吸入から 1""4時間後

o軽症:悪心，幅吐，酪町状態，めまい，頭痛

o重症:上気道の刺激・灼熱感，肺水腫，呼吸困難，曙疾，チアノーゼ，眼球震還，複視，

視野狭さく，四肢のけいれん・麻埠，狂操状態，ショック

o皮膚症状(接触した場合):灼熱感，水癌

吸入から数日後

四肢の知覚および運動障害，振せん，てんかん様発作，肝・腎障害

吸入から数週~数ヵ月

憂うつ症，神経衰弱，精神脱落症状，言語障害，歩行障害，視力障害

I章4・5項 (P3)に記した処置， とくに，

① 酸素吸入，人工呼吸

治療法|② SH系解毒剤 (BAL，グルタチオン等)の投与，人工透析

③ 肺水腫，気管支けいれんにはアミノブイリン製剤の投与

④ 抗けいれん剤(ジアゼパム等)の投与

11.ジチオカーバメート剤(殺虫剤，殺菌剤，別表6参照)

農薬名

アンバム(ダイセンステンレス) 力一/'¥ム(NCS)
ジネブ(オーセン，ダイファー) ジラム，チアジアジン(サニパー)

チウラム(アンレス，チウラミン，グリーンチオノック，ポマゾール「エフJ，TMTD) 

プ口ピネブ(アントラコール) ポリ力一バメー卜(ビスダイセン)

マンゼブ(グリーンダイセンM，ジマンダイセン)
マンネブ(エムダイファー，グリーンエムダイファー，マンネプダイセンM)
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酵素阻害

o腎炎症状:顔面のむくみ，血尿

症 状
o呼吸器症状:咽頭痛，咳，疾

o皮膚症状:発疹，癌痔感

o眼症状:結膜炎

(註) アレルギー性皮膚炎も多く，太陽光線による光増感効果が認められます。

I章4・5項 (P3)に記した処置のうえに，

治療法 ① 皮膚症状にはステロイド剤の投与

② 気管支炎に対しては，テオフィリン，抗生物質製剤の投与

12.有機塩素剤(殺菌剤，別表5参照)

農薬名

症 状

治療法|

キャブタン(オーソサイド) ダイホルタンヘフサライド(ラブサイド)

PCNB * (コブトール，ぺンタゲン) TPN(ダコグレン，ダコスモーク，ダコニール)

酵素阻害

o呼吸器症状:気管支ぜんそく様発作

o皮膚症状:露出部(顔，眼，耳等)のかぶれ(撞痔感，紅斑，発疹)

o眼症状:結膜炎

I章4・5項 (P3)に記した処置のうえに，

① 呼吸器症状:ぜんそく対症療法

② 皮膚症状:ステロイド剤の投与

③ 眼症状:対症療法

13.無機銅塩剤(殺菌剤，別表7参照)

塩基性塩化銅(クプラビットホルテ，サンボルドー， ドイツボルドーA，ドウジェット，

ハイカッパー，ハイボルドウ， KBW) 

農薬名|塩基性硫酸銅(撒粉ボルドー， ICボルドウ， zボルドー)

症

黄色亜酸化銅ぺ水酸化第二銅(コサイド，コサイドボルドー)

銅アンモニウム錯塩*(コボックス) 硫酸銅(丹馨)

酵素阻害
状|
幅吐，上腹部灼熱感，下痢，黄痘，ヘモグロビン尿症，血尿，無・乏尿，血圧低下，昏睡，黒色便

I章4・5項 (P3)に記した処置のうえに，

治療法|① 1%フエロシアン化カリウム溶液， 1 %炭酸ソーダ溶液，牛乳あるいは卵白を与え胃洗浄

② BAL，ぺニシラミ ンあるいはエデト酸塩 (EDTACa等)の投与
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14.ブラストサイジン剤(殺菌剤，別表7参照)

農薬名 |ブラストサイジンs(ブラエス)

o経口摂取の場合

1 ----2日後:下痢， nlAli吐，消化管粘膜のびらん，チアノーゼ

症 状| 数日後 :水分・ 栄養摂取の不能に伴う全身衰弱

治療法

0眼症状:眼痛，流涙，眼験炎，結膜炎，角膜炎および角膜びらん，角膜混濁

(註) 吸入した場合は，肺臓炎を起こすこともあります。

o経口摂取の場合

I章4・5項 (P3 )に記した処理

o眼症状

① 角膜症状にはステロイド剤の点眼・軟膏の使用

② 角膜びらんの治療には抗生物質眼軟膏などを使用(ステロイド剤の併用は不可，ただし急

性炎症治癒後は可)

15.有機ひ素剤(殺菌剤，別表7参照)

農薬名
有機ひ素(粉)* (アルゼン，ネオアソジン，モンガレ，モンキル，モンメート)
有機ひ素(液)* (ネオアソジン，モンガレ，モンキット)

酵素阻害

o全身症状:口腔・食道の灼熱感， r照下困難， n匿吐，腹痛，呼気・便のにんに く臭，水様ある

症 状| いは血便，四肢痛，頭痛，めまい，筋肉のれん縮，けいれん，せん妄，ショック，肝・腎障害

o皮膚症状:全身性剥脱性皮膚炎様発疹，色素沈着，角化症

(註) 慢性中毒では，多発神経炎，脱毛，めまい，鼻中隔穿孔， 貧血，ヘモグロビン尿をみることもあります。

I章4・5項 (P3)に記した処置のうえに，

① BAL (1回注射量3mg/kg， 1日3----4回)の投与

治療法|②肝・腎保護療法

③ 皮膚症状にはステロイド剤の投与

④ 重症例で腎障害がある場合には BALと結合したひ素を血液透析によって除去

16.ぺンタクロルフェノール剤(殺菌 ・除草剤，別表7参照)

農薬名 PCP * 

酸化的りん酸化の共役阻害

o軽症:食欲異常充進，脱力・倦怠感，頭痛， 頭重，意欲減退，記憶力減退，感情不安定，

息切れ，四肢のしびれ感

症 状 o重症:悪心， n匝吐， 発汗，発熱，苦悶，血圧低下， 頻脈，胸痛，肝機能障害， 肺水腫

o呼吸器症状:咳， くしゃみ，肺臓炎

o皮膚症状:痩癌様発疹 (クロールアクネ)，黒皮症，接触性皮膚炎

o眼症状:結膜炎
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I章4・5項 (P3)に記した処置のうえに，

① 体温放熱，水分，塩分の補給，酸素吸入
治療法|

② 肝・腎保護療法

③ 皮膚症状にはステロイド剤の投与

17.イミノクタジン剤(殺菌剤，別表7参照)

農薬名 イミノクタジン酢酸塩(ベフラン)

0重症:幅吐，チアノーゼ，眼除下垂，全身の脱力，晴鳴，強い血圧低下，腎・肝障害

症 状 o皮膚症状:軽度の炎症

o眼症状:眼粘膜障害

I章4・5項 (P3) に記した処置のうえに，

治療法 ① 血圧上昇剤(ドーパミン，エビネプリン，ノルエビネプリン)の投与。輸液

② ケイキサレート，活性炭などによる胃・腸洗浄，強制利尿，肝・腎の保護

18.ニ卜口フェノール剤(殺虫剤，殺菌剤，別表8参照)

農薬名 IBINAPACRYL * (アクリシッド) DNBPA*(アレチット) DPC(カラセン)

症 状

酸化的りん酸化の共役阻害

o軽症:皮膚・毛髪・眼球結膜・尿の黄変，多量の発汗，頭痛，倦怠感

o重症:皮膚の紅潮，頻脈，発熱，不穏，意識障害，発熱，メトヘモグロビン形成によるチ

アノーゼ

I章4・5項 (P3 )に記した処置のうえに，

①体温を低下させて下さい。ただし，体温低下には，一般に鎮痛解熱剤は無効です。

② 不穏状態に対し，鎮静剤(ジアゼパム，パルビタール等)の投与

治療法|③ メトヘモグロビンの形成の防止にはアスコルビン酸の投与，または 1%メチレンブルー溶

液の静注

(註) 回復後少なくとも 4週間はニトロフェノール剤の取扱いを避けて下さい。

19.フエノキシ剤(除草剤，植調剤，別表9参照)

ジク口ルプロップ(ストッポール) 4 -CPA(トマトトーン) MCPA(MCP) 
農薬名|

MCPB(マデック) MCPP，2，4-PA(2，4-D) 
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0軽症:咽頭痛，胸骨後部痛，胃痛，頭痛，めまい l 

症 状
o重症:意識混濁，筋線維性れん縮，失禁，項部強直，ケルニツヒ症候，けいれん，体温上

昇，脈拍増加，血圧低下，肝・腎機能障害

o皮膚粘膜症状-皮膚障害，眼・ 鼻 ・咽頭・気管の灼熱感

I章4・5項 (P3)に記した処置， とくに，

① 酸素吸入，輸液

治療法 ② 肝・腎保護療法，ビタミン類，強心剤の投与

③ 鎮静剤，抗けいれん剤の投与

④ 皮膚症状にはステロイド剤の投与

20.ジクワット剤・パラコー卜剤(除草剤，別表9参照)

農薬名

症 状|

ジクワッ卜(レグロックス) パラコート(グラモキソン，パラゼット)

ジクワット・パラコート(プリグロックス L，マイゼット)

(SOO活性阻害)→soo酵素阻害
経口摂取直後"'1日目:幅吐，不快感，下痢，局所刺激からくる粘膜の炎症，びらんによる口

腔・咽頭・食道・胃などの痛み，ショック，意識障害

経口摂取直後から 2"'3日目:肝・腎機能障害，乏尿，黄痘

経口摂取直後から 3"'10日目:咳i欺，暗疾，呼吸困難，肺浮腫，間質性肺炎，肺線維症(ジク

ワットでは肺線維症の報告はありません)

経口摂取の場合発症の有無に拘わらず、次の処置を行って下さい

① 胃洗浄

②腸洗浄

(a) 天然ケイ酸アルミニウム(局方，アドソルビン⑧)(5 ---...，10%) またはケイキサレート⑧

(10---...， 15%)懸濁液 (200---...，500mQ) をカテーテル等を用いて直接小腸内に投与

(b) 20%マンニトール液200mQと下剤(硫酸マグネシウム等)を投与して必ず下痢を起こさせ

て下さい。

治療法|③吸着型血液浄化器による血液濯流

④ メチルプレドニゾロン等のパルス療法

⑤ 人工透析

上記の治療(②~⑤)を尿中ノTラコート(又はジクワット)の定性反応が(一)となった後，更

に24時間以上くり返して下さい。

⑥ 強制利尿(ただし排尿がない時は中止)マンニトール，フロセミド(ラシックス⑧)の投与

⑦酸素吸入は症状を悪化させますがやむを得ず行う場合は， Pa0250---...，60mm/Hgを上限とし

て吸入酸素濃度を決めて下さい。
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21 塩素酸塩剤・次E塩素酸塩剤(除草剤，殺菌斉IJ，別表10参照)

農薬名
塩素酸塩(デゾレート，クサトール，クロレート)

次E塩素酸カルシウム*(キャッチャー)

症 状
顔面蒼白，全身的な不快感，日直気， n匝吐，激しい腹痛または泊痛，全身的なチアノーゼ，昏睡，

数日にわたる曝露では溶血，メトヘモグロビン血症

I章 4・5項 (P3) に記した処置のうえに，

治療法
① 解毒剤としてチオ硫酸ナトリウム 2"'-'5 gを5%重炭酸ソーダ水溶液200mQに溶かしたも

のを経口または静注で投与

② 重症の場合， 12時間の透析の後，交換輸血を行うのが効果的

22 アニリン系除草剤(別表11参照)

農薬名

症 状

アラクロール(ラッソー) フェンメディファム(ベタナール) ブタクロール(マーシエツト)

プレチラクロール(エリジャン，ソルネット) メトラクロール(デュアール)

メフェナセット(ヒノクロア) リニュロン(ロロックス) DCMU (カーメックスD，クサウロ

ン，ジウロン，ダイロン) DCPA(スタム) IPC(クロロ IPC) MCC * (スエツプ)

o経口摂取の場合:眠気， n~吐，腹痛，下痢，メトヘモグロビン血症

o接触:皮膚粘膜刺激

I章4・5項 (P3)に記した処置のうえに，

o経口摂取の場合

① 胃洗浄(重炭酸ナトリウム溶液)
治療法|

② メトヘモグロビン形成の防止にはアスコルビン酸の投与，または 1%メチレンブルー溶液

の静注

o皮膚粘膜症状:抗炎症剤の投与

23.アミノ酸系除草剤(別表12参照)

グリホサートイソプ口ピルアミン塩(ラウンドアップ，三共の草枯らし，カルナクス，ポラリス)

農薬名 グリホサー卜卜リメシウム塩(タッチダウン) グルホシネー卜(パスタ，ハヤブサ)

ビアラホス(ハービエース，ハーピー)

グリホサート剤の大量鴨下例では， n匝気， n匝吐，咽頭痛，腹痛があり，激しい下痢と幅吐によ

症 状
る脱水性ショック，代謝性アシドーシス，血圧低下，乏尿などが見られます。

グルホシネート，ビアラホスではけいれん，意識障害，軒声，また， r礁下後5"'-'24時間で呼吸

麻癖を起こすことがあります。
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治療法

I章4・5項 (P3)に記した処置のうえに，

特に大量膜下例では循環動態に留意し，電解質のバランスの補正を行いながら補液。対症療法。

グルホシネートでは，早期の強制利尿・ HD・DHP・HD+DHP・人工呼吸管理が効果的。呼吸

を注意深く観察し，呼吸麻癖が起きた場合は，自発呼吸が回復するまで人工呼吸をして下さい。

24.硫酸タリウム剤(殺そ剤，別表13参照)

農薬名|硫酸タリウム(タリウム，タリウムS，メリーネコタリウム)

症 状|

酵素阻害

経口摂取直後から 1'"'J2日目

00匝気， 0匝吐，食欲不振，口内乾燥感，口内びらん，口内炎，歯ぎん(肉)炎，鼻漏，結膜炎，

顔面腫脹，下痢，腹痛，不眠症，聴覚障害，視野暗点，手足の刺痛および疹痛

経口摂取から数日後

0重い口内炎， 1 '"'-'数カ所の筋肉麻庫

経口摂取から 3週間以内

0脱毛(前額生えぎわ，眉毛の中央3分の 1，恥毛は残ります)

経口摂取から約8週間

0爪の萎縮，神経および精神障害，せん妄，けいれん，昏睡，窒息死

治療法|

I章4・5項 (P3) に記した処置のうえに，

① カルシウム塩，システインの投与

② 振せんに対しては抗けいれん剤の投与

(註) 救急措置の胃洗浄には，水，牛乳のほか， 1%ヨウ化ナトリウムまたはヨウ化カリウム溶液を用いて下さい。

25.モノフルオル酢酸ナトリウム剤(殺そ剤，別表13参照)

農薬名|モノフルオル酢酸ナトリウム(テンエイテイ)

症

酵素阻害

過興奮，情動不安，不安， 0匝気， n匝吐，筋けいれん，てんかん様りいれん，交互脈，期外収縮，
状|
心不全，心室細動，呼吸抑制

(註) 糖代謝に関係する酵素系阻害剤であり，数時間後低血糖が起こります

I章4・5項 (P3)に記した処置のうえに，

① 高張ブドウ糖 (20------50%)の点滴静注

治療法|②抗けいれん剤(ジアゼパム等)投与

③ 心室細動に対しては，抗不整脈剤(リドカイン等)の静注

(註) K+， Ca++静注は禁思
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26. りん化E鉛剤(殺そ剤，別表13参照)

農薬名
りん化E鉛(メリーネコ 1号，メリーネコりん化亜鉛，ラッタス，強力ラテミン，ラテミンブロ

ック，ラテミンりん化亜鉛， リンカ， りん化亜鉛， リンカ S，Z・P)

症 状|

酵素阻害

経口摂取直後"'1日目

医気， n匿吐(黒色のH匿吐物)，腹痛，胸部圧迫感，寒気，昏睡，ショック

経口摂取2"'3日目およびそれ以後

0肝・腎・心臓障害，低カルシウム性テタニー，代謝性アシドーシス

(註) 胃内で PH3が生成します。

I章4・5項 (P3)に記した処置のうえに，

治療法|①抗けいれん・鎮静剤の投与

② 肝・腎保護療法

27.クマリン剤(殺そ剤，別表13参照)

クマテ卜ラリル(エンドックス，ダイナリン)

農薬名|ワルファリン(クマリン，チユーモア，メリーネコ 3号，メリーネコクマリン，ヤソーノレ，ヤソ

ミン，ラテミン，ラテミンコンク，ローダン)

症

ビタミンK措抗

慢性症状:出血傾向(プロトロ ンビン欠乏症状)，点状出血，結膜下出血，鼻出血，歯肉出血，特に
状|
肘・膝・管部などの斑状出血や血腫，血尿，消化管出血，脳出血のための麻庫，出血性ショック死

(註) 本剤は血液凝固阻止剤(ビタミンK桔抗剤)で，なめた程度では急性中毒症状は現れません。

I章4・5項 (P3) に記した処置のうえに，

① ビタミンK1 :通常5~ 15mg (25~50mg) を 10mg/分を超えぬ速さで静注あるいは50mgを 1

治療法| 日3回経口投与。ともにプロトロンビンレベルが回復するまで与えて下さい。ただし過剰投

与は絶対にさけて下さい。

② 全血または血柴交換
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111 .農薬の化学構造と急性毒性値一覧

(別表 1) 
有機りん剤

一 般 名 商 口口口 名 用途別 急LD性50経(m口g毒/性kg値) 構 1、丘旦2 式
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一 般 名 商 口口口 名 用途別 急LD性50経(m口g毒/性kg値) 構 1、丘旦二 式
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ラッ ト♂198
♀188 

劇(1.5%以下除)

C品。一。s十-0〈"〉マウス♂104
ホ ス チ アゼー ト ネマ トリ ン，アオパ 11 ♀ 91 

ラット♂ 73 -C  CHー C2Hs
♀ 57 E王3

s P || o 
ホルモ チオン アンチオ 11 ラッ ト♀424 11 /CH3 

(CHaO )2P-SCH2-C-N 
"-CHO 

マウス♂1，590 (CH30)2Ps l|-S-CH-o C 11 ーOC2Hs♀1，500 
マ フ ソ ン 11 

ラット♂1，390
CH2C』-OGEls ♀1，450 

康リ
S CHs 

メ カ jレ ノてム * ペスタン 11 
マウス♂92 (C2HsO) 2P-SCH2CONCOC2H5 

11 。
庫。

(C比OhhqC比メス jレフェ ンホス ネマノーン 11 ラッ ト♂390
♀500 。

康リ

(CH30)2Pll -0¥ ¥C=CH マウス♂53.8
モ ノク ロトホ ス アルフェート 11 ♀59.2 

ラッ ト♂62.6 C比/¥Y。NHCH3 
♀66.1 

康リ O P || B r Br 
B R P 

ジフ.ロム， ダイプロン，
11 1 

モンコール マウス121 (CH30)2P-O-CH一CCIz

マウス♂ 4，200 J obcl  C V M P ガードサイド 11 
♀17，000 

ラッ ト♂ 4，000
♀ 9，100 

康リ

(叫OJoybcl  
マウス♂140

C V P ビニフェート 11 ♀135 
ラッ ト♂ 45
♀ 46 CI-CH 

マウス♂830

(叫oJ-oζ)-CN
C Y A P サイ アノッ クス 11 

♀720 
ラッ ト♂580
♀610 

サンスモーク，ジェッ ト

(C比O)z0P|| -OCH=CCI2 
D D V p I，:"P_;デス，ネオカリ ン， 11 

康リ
ホスピット，ラピック， マウス124
VP， VPスモーク

劇(10%以下除)

(CHaO)」。 cH一CCI3D E 
p デイプテレックス， ネキ

11 
マウス 610 

リト ン ラッ ト♂630
♀540 OH 

- 19-



商 口
口口 名 構

、正主
1旦 式般名 用途別|急性経口毒性値

LD50 ( mg / kg ) 

劇
マウス♂68

殺虫| ♀58 
ラット♂48
♀40 

D M T P Iスプラサイド

E 
劇(3%以下除)

刀 |マウス♂272
♀259 

C P I VC 

E D D PIヒノザン

E P N 

劇 (2%以下除)
マウス 170~210殺菌， </ 
ーット♂260
♀150 

毒(l.5%以下劇)
マウス♂95

殺虫| ♀59 
ラット♂36
♀24 

E S P * 1エストックス 劇
マウス♂58.7

11 

B PIキタジンP マウス♂1，830
殺菌|

♀1，633 

?i/s-Q 
C2弘代s-O
G比O、T 〔

¥や-()ーイトNO
cy~ 'J¥d 

(C凡O)2P-s-?H-CH2-S-C2比

C比

((C比)ZC削 J-SCH20

M 

n
H
v
n
H
U
A
H
V
A
H
v
 

q
d
S
4
司
u
n
u

n
u
n
u
q
u
口
δ

可

1
ム

司

1
ム

♂
o
T
♂
o
T
 

ス

ト

ウ

ツ
マ
-
フ虫殺

サ
一
ト
コ
ツ

一

ガ
ユ
ン

-
'
チ
オ

』
ツ
千

ラ
サ

L

J

d

'

ス

ト
I

Q

U

ツ
ド
ら

ガ
イ
ト

P
A
 

E 

凡

m
cvトo

 

s
l
p
 
0
 

日
H
「
U

P 11 M 
てイジット， T-7.5パ、イ

PI 
セフト，ファインケムB

劇(2%以下除)
マウス♂ 150~227

♀ 190~225 
ラット♂320
♀509 

劇(3%以下除)
マウス♂350
ラット♂270
♀255 

P PIエルサン，パプチオン 11 A 

S ，CH3 

(CH刈』-oJ1sC比

(叫O)J-s-fH-O
C-OC2H5 

S 0 

(CH30)2P-SCH2-N 了日

o-
S 0 

((CH3 )2CHO) 2P-SCH2C削 H-10。

M 11 P 
劇
マウス♂45PIアッパ

S 除草
マウス♂1，540
♀1，800 

A PIロンノ'¥-

(別表 2) 

力一パメー卜剤

一 般 名 商 口ロ口 名 用途別
急
LD
性
50
経(
m
口
g
毒/性
kg
値
) 構

下
I
丑
o
三 式
OCzHs 

マウス♂473 =0 

アラニカルプ オリオン，ランプリン 殺虫
♀412 

-O 
N=?CC-HC3 
H， 

ラット♂440
♀397 

- 20 
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一 般 名 商 口口口 名 用途別 急LD性50経(m口g毒/性l沼値) 構 1、a旦2 式。
劇(2%以下除) 1予〉エチオフェンカlレブ アリルメート 殺虫 ラット♂250 CH3NH-C O LL 
♀210 

。 。
毒

cmH  C ON=f SCHc a N(CH3)2 オキサミル ノTイデー ト JJ ラット♂3l.7 
♀37.8 

康リ

叫 NSN-1。込アドバンテージ，
マウス♂180

カJレボスルファン
ガゼット

JJ ♀182 
ラット♂101
♀103 

劇
間 z俳

o C，H3 c比
ピリミカープ ピリマー JJ ラット♂148

♀127 
比)2

毒(5%以下劇)
ベンダイオカルプ タト JJ マウス♂34.1

♀33.0 CH3 
H， 

康リ
マウス♂106

ベンフラカルプ オンコlレ JJ ♀102 
ラット♂110
♀105 

メ ソ 、、、
、 ノレ ランネート JJ 

康リ
0 

1u/¥  
CH3 

ラット♂50 CH3NH一一ON=C
SCH3 

劇(2%以下除) 。
マウス♂505

3NHLゆB P M C パッサ JJ ♀333 
ラット♂524
♀425 CH3-CH-C2Hs 

劇(l.5%以下除) 。
マウス♂193

やM I P C ミプシン JJ ♀128 CH3NH-C-O 
ラット♂188
♀179 H3)2 

康。

CHdo6:;H3 
M P M C * 

マウス♂ 45
メオパール JJ ♀ 46 

ラット♂375
♀325 

劇(2%以下除)

CMH106  
M T M C 牢

マウス♂115
ツマサイド JJ ♀109 

ラット♂580
♀498 

セビモール，セビン，
劇(5%以下除) H叫 -0N A C デナポン，ナック， JJ 

ミクロデナポン
マウス438

劇(1%以下除)

時 L-oφP H C コガネキラー，サンサイド JJ 
マウス44.5
ラット♂80
♀70 C比)2

X M C マクノてール JJ 
劇(3%以下除)

CHNA4比マウス245

つ白



(別表 3) 
ピレス口イド剤

一般名|商 用途別
、正t
ユ旦

口
口口 名

シハ ロトリ ン |サイハロン 殺虫

シブノレトリン|ノてイスロイド

シペルメト リ ン |アグロス リン

テアルト リ ン |フォース

トラロメトリン|スカウト

ハルフェンプロックス |アニノTース

ビブエントリン|テルスター

II 

急性経口毒性値
LD50 ( mg / kg ) 

劇
マウス♂40.6
♀40.1 

ラッ ト♂51.3
♀64.6 

劇
マウス♂113
♀146 

ラット♂500
♀840 

劇
マウス♂143
♀135 

ラット♂221
♀195 

毒(0.5%以下劇)
マウス♂49
♀57 

ラット♂25.1
♀22.4 

劇
マウス♂54.4
♀56.1 

ラット♂70.0
♀88.1 

劇(5%以下マイク 1
lロカプセル剤除 j
マウス♂146
♀121 

ラッ ト♂132
♀159 

劇
マウス♂54.0
♀59.0 

ラッ ト♂51.0
♀47.0 

構 式

II 

II 

II 

II 

II 

C I~C玄ごCE1000

CI， ? 9N 
Cl/C

玄fb:。
CI;C

玄:::γi;〉ごγ;?アγO
イJパノメCαvI更ミ

t予わ〉メc=ザ焚¥wvJJOVJf/y戸
CαH妥叫

C加B缶いrト一-c
忌X:?Oσ/ベσ0'0

防町町叩九叩C∞O叶1L同日…心一一4引Hd
〈勺コ

l
ぺ〆ぷてC:;宗X詑;:¥γ0/事。

ピレトリン|除虫菊

フェンプロパ トリ ン |ロディ ー

II 
ラッ ト♂764
♀519 h!¥々九=CH

o CN 

Zデ。メW00
一五HLCH.主一一一_ 

0 CN 
CIくコ¥ょん n ::。て)v'O

Lーo~ ??N VA¥::λo〆CHUηo

md:ivC¥O/tHて)0。
。

13c=CHLCH A C(ふ:0/¥σu'O

フェンパレレート |スミサイジン

II 

劇(1%以下除)
ラッ ト♂60
♀70 

フルシトリネート|ペイオフ

II 

劇
マウス♂270
♀230 

ラッ ト♂363
♀374 

フノレノTリネー ト|マプリック

II 

劇
マウス♂61.5
♀66.0 

ペルメ トリ ン|アデイオン

II 

劇
マウス♂156
♀222 

ラッ ト♂282
♀261 

II 

マウス♂574
♀625 

ラット♂539
♀464 

つ
山
つ，“



(別表 4)
各種殺虫剤， くん蒸剤

般 名 商 口
口口 名 |用途別|針。開予閉

劇(2%以下除)
マウス♂150
♀154 

ラット♂345
♀325 

劇(4%以下除)
マウス♂540
♀578 

ラッ ト♂399
♀370 

構
、a二
1巴 式

ペンスルタップ |ルーパン /1 

マウス♂ 516 
♀ 484 

ラット♂1，105
♀1，120 

0 
11 

CH，、_CH2SーC-NH2
.N-CH' ・HCI

C~ '-CH2 S-c-NH2 
11 

0-0 
11 

JS一、 + /CH， 与一0-
S'， )-NHふ口 とーOH
S_j  v口， >> 

一一一00 

CH， /C Il.S-~丈J
¥/A)  
ノN-CH 0 
ClL '-_ I r、
一ー ・CH，S-s-( 可

[ c;f !?so CH，-N 

N 

CH， r一-， ~I Q r一1
0=1. '0' .....， U 工 U i-c，比
P CH， '-'n， V，-" 

c，H.べ o、人 o、 _.....__ß， J~

〕 bh，〕叫
札J 、，

カルタップ|パダン 殺虫

チオシクラム|エビセクト /1 

硫酸ニコチ ン|プラックリーフ /1 
毒
マウス24

ポリナクチン複合体|マイトサイジン /1 

n
H
V
A
H
v
n
H
v
 

n
H
V
A
H
V
旬

E
A

n

u

n

U

Q

d

 

F
3
1
i
 

守
B
ム>
 

O
T
♂
o
T
 

♂
 
ス
ト

内
ノ
ツ
マ-フ

dinactin 
trinactin 
tetranactm 

R，=CH， R，=CH3 
R，=CH3 R，=C，H5 
R，=C，H5 R，=C，H5 

イミダクロプリド|アドマイヤー

劇(2%以下除)
マウス♂100
万|♀ 98
ラット♂440
♀410 f
 殺虫

ロノレピ クリン |クロピク，ドジョウピク 劇(急性吸入80毒0昭性/値II)13 
リン，ドロクロ一ル 殺菌 犬 LC5回o

アサヒヒューム，カヤヒ 劇ラット214
ューム，クノヒューム， (急性吸入毒性値)

臭化メチル|サンヒューム，ニチヒユ /1 
マウスLC50♂1，620mg!m'

ーム，プロヒウム プロ 平1，400mg!m'
ムメチル，チメチノレプロマ ラットLC50♂3，120mg!m'
イド，メ フ・ロン 平2，400時!m'

マウス♂403

D DIテロン， DC， D-D |♀423 |殺虫 ーツト♂389

♀393 

CC13-N02 

CH3-Br 

CHCl二 CH-CH2Cl

E D * B /1 
劇(50%以下除)
マウス420 CH2BrCH2Br 

- 23-



(別表 5) 

有機塩素剤

一 般 名 商 口口口 名 用途別 急LD性50経(m口g/毒性kg値) 構 ユ、基旦ニ 式
CI 

三世主3主k CI 

エンドリン* 殺虫 ラット♂17 。
♀29 CI 

クロルベンジレート* アカール II マウス729 CI-o-~-o-Cl 
COOC2Hs 

ケ Jレ セ ン II 
ラット♂595
♀578 

毒
ベンゾエピン マリックス，チオダン II ラット♂70~110

♀89 

C 本
劇(1.5%以下除)

B H リンデン II マウス 300~400

ラット250

キャプタン
オーソサイド，

殺菌 ラット9，000
キャプタン

タ9 イホ Jレタン本 II ラット2， 500~6 ， 200 C50 N…12 
フサライ ド ラプサイド II 

マウス♂♀♀ 10，000 
ラット♂ 10，000 :点。

P C N B * コプトーjレ，ペンタゲン JJ 
ラット♂1，710

Cl長N02
♀1，650 

T P N 
ダコグレン，ダコスモー

II ラット♂>10，000 CClIACI CN ( i ，CCl N ク，ダコニール

(別表 6) 

ジチオ力一バメー卜剤

般 名 商 口口口 名 用途別 急LD性50経(m口g毒/性kg値) 構
、圭ヒ

式1旦

ア ン ノt ム ダイセンステンレス 殺菌
マウス♂540 CH2NH--CS lI --SNH4 

♀600 CH2NH-CS -SNH4 

カ 一 ノ官 ム NCS 
殺菌

ラット♂412
S 
11 

殺虫
♀402 CH3NH-C-SNH4 

- 24-



一 般 名 商 口口口 名 用途別
急性経口毒性値

構
、正と

式LD50 ( mg / kg ) ユ旦

ジ ネ ブオーセン，ダイファー 殺菌
ラット♂>10，000 CH2NEt-CS -S  

♀>10，000 )Zn 
CHzNH CS -S  

ジ フ ム /1 ラット >500
[(CH川 Ls-lz

チアジアジン サニパー /1 
マウス♂14，200

α叫f吋ベ♀12，300 

アンレス，グリーンチオ S S 

チ ウ フ ム ノゾック，チウラミン， ポ /1 ラッ ト780 11 11 

マ -Jレ「エフJ，TMTD (CH3) 2N-C-SS-C-N (CH3) 2 

プ ロピ ネプ
S CH3 S 

アン トラコール JJ ラット♂8，500 || 2ー〈|||  
[-S -C-NHCHc-CH-NH-C-S-Zn-J n 

ポリカーパメート ビスタゃイセン JJ 
ラット♂1，150

伊zNH C s ||SZ凶 Cs || N(CHJ 
♀1，020 CH2NH C s ||SZnS C s || N(CH3)2 

グリ ーンダイセンM，
マ ン ゼ フ JI 

ラッ ト♂14，000 tHNH-c:j 
ジマンダイセン ♀12，800 

Mn.rZI1I1 
HzNH-C5 11一 ゐ司

エムダイファー，
S || 

マ ン ネ フ グリーンエムダイファー， /1 
ラット♂7，950 CH，NH-C-S 

マンネプダイセンM ♀8，780 
)Mn 

CH，NHー C-s
S || 

(別表 7) 

各種殺菌剤，除草剤

一 般 名 商 口口口 名 用途別 急LD性50経(m口g毒/性kg値) 構 1、正旦と 式

農』

H?N止vi(fCdHa2NH0 41 C 2 (O C グ~/NH? マウス♂377 ;C-NHー (CH')8-~-(CH')8-NH-C::::'_

イミノクタジン酢酸塩 ベフラン 殺菌 ♀427 
H，N/ H? "NH， 

ラット♂326
♀300 

クプラビットホノレテ，ボサ マウス♂435
ンボルドー，ドイ ツ ル

♀500 
塩基性塩化銅 ド-A，ドウジェット， /1 

ラット♂974 CuC12・nCu(OH)2
ハイカ ッパー， ハイボル
ドウ， KBW ♀833 

撒IC粉ボボルドー，
マウス♂>1，000 

ノレドウ
/1 ♀>  1， 000 CuS04・nCu(OH)2
ラッ ト♂>1，000 

塩基性硫酸銅

マウス♂5，200

Zボノレドー /1 
♀6，300 

CuS04・3Cu(OH)2ラット♂3，900
♀4，100 

円
ノ
臼



一 般 名 商 ロロ口 名 用途別 急LD性50経(m口g毒/性同値) 構 1、ag2 式

黄色亜酸化銅牢 殺菌 Cu20 

水酸化第二銅
コサイド，コサイドボル

J/ 
マウス1，500

CU(OH)2 
ドー ラット1，400

硫 酸 銅 丹馨 J/ 
慶t

CuS04・5H20ラット300

銅アンモニウム錯塩*
ラット♂2，810

コボックス 11 液♀剤2.300 (Cu(NH3)4) S04 
(10%~~U) 

プラストサイ ジンS プラエス 11 
露リ

人c人Ndo'W¥OH71?" ラット♂56.8

有機ひ素*
アlレゼン，ネオアソジン， 康リ [寸。トモンガレ，モンキル，モ 11 マウス♂2，900

(粉) ンメート ♀2，515 

有機ひ素* ネオアソジン，モンガレ，
毒 トト-J~e，. nNH 11 マウス♂555

(液) モンキット
♀580 

P * 
除草
劇(1%以下除)

Cl詰:叩 Clιι!ベ' ラc;h:il ONa-H20 P C 
殺菌

ラット100

(別表 8) 

ニトロフェノール剤

一 般 名 商 口口口 名 用途別 急LD性50経(m口g毒/性kg値) 構 1、丘旦2 式

BINAPACRYL * 
殺虫
康リ

α叫Lc叫アクリ シッド
殺菌

ラット 150~225

DNBPA*  
康リ

NodLcHZ  アレチット 除草 マウス♂77
♀72 

C)iRiJ::  

康リ
D P C カラセン 殺菌 マウ ス86~95

ラット980
HCH， 

。

n
h
u
 



(別表 9) 

各種除草剤，植調剤

一 般 名 商 口口口 名 用途別 L急D性50経(m口g毒/性kg値) 構 1、丘旦二 式

M C P A MCP 除草
マウス728~1 ， 290 Cl合 OCL-l-oH
ラット 415~1 ， 200

除草
マウス♂1，160

CI-Q-O 叫』 OHM C P B マデック ♀1，550 

植調
ラット♂1，780
♀1，420 

円
M C P P 除草

ラット♂1，360

C刊;寸OH♀1，450 

2， 4 - P A 2，4 -D IJ 
マウス 310~520

ClQfOCHi-oH ラット 360~790

パラコート
グラモキソン，

IJ 
三官幸ヨ三ド

[C比-N:)-O+-CH3J. 2Cl一ノマラゼット ラット♀155

ジクワッ ト レク。ロックス 11 
康リ 開コ ]'28rラット♂♀400~440

毒

ジクワット・ プリグロックス L
マウス♂2，719

[ct向 2Br-+[CH3-N~+-吋 2Cl-パラコート マイゼット
IJ ♀2，629 
ラット♂2，083
♀2，191 

マウス♂ 560 
O ll 

4 - C P A トマトトーン 植調
♀ 580 

ラット♂2，200 C1--O-OCH2一C-OH
♀2，200 

マウス♂1，800 0 || 

ジクロルプロップ ストッポール 11 
♀1，100 
qo::C  OHN(GHOH) ラット♂ 863 

♀ 870 

(別表 10)

塩素酸塩剤，次E塩素酸塩剤

一 般 名 商 口口口 名 用途別 急LD性50経(m口g毒/性kg値) 構 造 式

塩 素 酸 塩
デゾレート，クサトール，

除草
康4

NaCI03 クロレート マウス♂5，050

次亜塩素酸本 キャッチャー 殺菌 ラット♂1，260 Ca(CIO)2 
カノレシウム

可

tつム



(別表 11)

アニリン系除草剤

一 般 名 商 口口口 名 用途別 急LD性50経(m口g毒/性kg値) 構 工、昌旦三 式

アラクロール ラッソー 除草 ラッ ト1，350 q?，GC-2比民Nく? Hl 

フェンメテーィファム ベタナール JJ マウス>12，800 叩by
NH-

一x''y一Gじ-Hk肱5Y- l 
ブタクロ ー ノレ マーシェット JJ ラット2，620

CH20C.H9 

プレチラクロ ール ソJレネット，エリ ジャン JJ 
ラッ ト♂3，600

dE4CM  ♀2，200 
CH2CH20C3H7 

メトラクローノレ デュアール JJ 
ラット♂3，100 4CHCl  
♀2，200 HCH20C比

H3 0 || 

メフェナセット ヒノクロア JJ 
マウス>5，000 〈X:いCHz-c-iPラット >5，000

マウス♂2，873
。

比O
cQc  リニュロン ロロックス JJ 

♀1，906 '>N一一NH-4' ~CI 
ラッ ト♂1，254 CH: 
♀1，196 

マウス♂1，725
。

カーメックスD，

(CMLNqICl  D C M U クサウロン，ジウロン， JJ 
♀1，502 

ダイロン
ラッ ト♂4，990
♀5，060 

マウス♂2，480 0 
11 

D C P A スタム JJ 
♀2，300 5--QCl  ラッ ト♂ 840 
♀ 930 

マウス♂3，580 Cl 

ひNH』o-hP C クロロIPC JJ 
♀4，200 

ラット♂5，800
♀6，000 

マウス♂4，370

C!?NHLH3 M C C 本 スエップ JJ 
♀4，200 

ラット♂4，197
♀4，865 
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(別表 12)

アミノ酸系除草剤

一 般 名 商 口口口 名 用途別 急LD性50経(m口g毒/性kg値) 構 1、止旦と 式

ラウン ドアップ，
HO¥¥O P | |O  C || グ リ ホ サ ー 卜 ポラ リス

除草
ラッ ト♂11，343 

イソプロピルアミン塩 三共の草枯らし ♀10，537 ;P-CH2NHCH2一 一 OH
カlレナクス 0/ • +NH

3一 CH(CH3)2

グ リホサー ト タッチタゃウン l/ 
ラッ ト♂1，455 HO¥JO F 1 CH2NHCH2 O C 1 OH 

トリ メシウム塩 ♀1，421 
0/ • +S(CH

3
)3 

。11 。
グルホ シネ ー卜 パスタ，ハヤブサ 11 

ラット♂1，660
出 i叫 H2-CH-C-OH

♀1，510 

• +NH
4 
NH2 

劇(20%以下除)

叫 0O Pl印2印zTNHU0 C iNH CClH H20 C tNH C印lHzNOC l aφ O 
マウス♂376

ビ アラホス ハービエース，ハービー l/ ♀372 
ラッ ト♂268
♀404 

(別表 13)
>!on. 
不又 そ 剤

一 般 名 商 口口口 名 用途別 急LD性50経(m口g毒/性見値) 構 ユ、昼旦三 式

硫 酸 タリ ウム
タリ ウム，メリーネコタ

殺 そ
劇(0.3%以下除)

T12S04 リウム ラッ ト 15~25

モノフ ルオ/レ酢酸
テンエイ ティ l/ 

特毒
CHJ-0 C1| -ONa ナ トリ ウム マウス12.7

メリーネコ1号，強力ラ
テミン，メリーネコり ん

り ん 化亜 鉛 化亜ブ鉛，ラッタス，ラテ l/ 
劇(1%以下除)

Zn3P2 ミン ロック，ラテミン ラッ ト 40~75

りん化鉛亜鉛，リ ンカ，りん
化亜 ，リ ンカS，z.p

クマテ トラ リノレ
エン ドックス，

l/ ラッ ト♂27 O&B ダイナリ ン

クマ リン，チユーモア， 劇(2%以下除)

dbHO  

メリーネコ 3号，メリー マウス♂6.114
ワ ノレ ファ リ ン ネコクマ リン，ヤソール， l/ ♀3，412 

ヤソミン，ラテミン，ダラ ラッ ト♂ 13 
テミンコンク，ロー ン ♀ 6 

11 。
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IV.索 ヲl
0農薬の一般名は太字，商品名は細字で示しました。

0*印のついた農薬は登録が失効し，販売されていないものなどを示しました。
O農薬名の右の数値は原体の急性経口毒性LD

薬については本文中に特に「症状や治療法」の説明がないので， 1章4・5項 (P3 )に

示した基本的処置をして下さし」

0 ・印のついた農薬は第9版に新たに掲載されたものを示しました。

7 

アーセナル(イマザピル): 

アーデント(アタリナ卜リン): 

アイオキシニル:マウス ♂ 481.9 ♀ 509.0 

ラット ♂ 430.1 ♀ 384.9 
・アオパ(ホスチアゼート)一-一一....................5，19 

アカーJレ(クロルベンジレート *) .• ••.•..• ••.• . . 8，24 

・ァクタラ(チアメトキサム): 

アクチノーノレ(アイオキシニル): 

アクテリック(ピリミホスメチル) ・・…・・・・・・・・・・ 5，18

アク リシッド (BINAPACRYL*) ・・・・・・・・・・・・・・・ 12，26 

アグリーン(ピラゾスルフ口ンエチル): 

アクリナトリン:マウス ♂♀ >5，000 

ラット ♂♀ >5，000 

アグリマイシン(ストレプ卜マイシン): 

アグレプト(ストレプトマイシン): 

アグロスリン(シペルメトリン) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 
アサヒヒューム (臭化メチル) .........一一........9，23 

アシンベゾラルSメチル:

マウス ♂>5，000 ♀ 5，148 

ラット ♂♀ >5，000 

アジムスルフロン:マウス ♂ 7，161 ♀ 7，943 

ラット ♂♀ >5，000 

アセタミプリド:マウス ♂ 198 ♀ 184 

ラット ♂ 217 ♀ 146 
アセフェー卜..........................................5，17 

アゾキシストロビン:

マウス，ラット ♂♀ >5，000 

アタプロン(クロルフルアズ口ン): 

・アチープ(フエノキサニル): 
アッノマ(PMP)・・……一........一..........一一.........5，20 

アデイオン(.... くjレメ卜リン)一一....................7，22 

アドバンテージ(力ルボスルファン) •.•.••.•.•.. 6，21 
アドマイヤー(イミダク口プリド) ••••.• . •.••••.. 8，23 

アトラジン:マウス ♂ 2，200 ♀ 1，700 

ラッ ト ♂ 1，820 ♀ 2，140 

アニパース(ノリレフェンプロックス) 一一......一 7，22

アビロサン(ピペロホス) ー・…ー・・・・・・…・・・・・・・・ー 5，18 

アファーム(エマメクチン安息香酸塩): 

アプロード(ブプロフェジン): 

アミスター(アゾキシス卜ロビン): 
アミ ドチッド(イソフェンホス) .•....•• ••. •.•. •.• 5，17 

アミ卜ラス、:マウス ♂ 1，460 ♀ 1，420 

ラット ♂ 450 ♀ 370 
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アミプロホスメチル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，17 

アメトリン:マウス ♂ 1，940 ♀ 1，330 

ラット ♂ 1，810 ♀ 1，420 
アラクロール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14，28 

アラニ力ルブ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6，20 

アリルメート(エチオフェンカルブ) . .•• .. ..•... 6，21 
アルゼン(有機ひ素*)・・・・・・….................….11，26 

アルト(シプロコナゾーjレ): 
アルフェート(モノク口卜ホス) •...••....•. .•...• 5，19 

アレスリン:ラット ♂ 1，100 ♀ 585 

アレチッ ト(DNBPA*) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12，26 
アロキシジム* ラッ ト ♂ 3，200 ♀ 3，430 

アンシミドール*マウス，ラット >5，000

アンチオ(ホルモチオン) 一..........…・・….......5，19 

アントラコール(プ口ピネブ) ・・・・・・・・・・・….......9，25 

アンバム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9，24 

アンビル(ヘキサコナゾール): 

アンレス(チウラム) ー・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・…...9，25 

イ

-イソウ口ン:マウス ♂ 520 ♀ 530 

ラッ ト ♂ 630 ♀ 760 

イソキサチオン ー・・・…・…・・・・・・・・・・・・…............5，17 

イソキサベン:マウス，ラット>5，000 

・イソキシール(イソウロン): 

イソフェンホス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，17 

イソプロチオラン:マウス ♂ 1，350 ♀ 1，520 

ラット ♂ 1，190 ♀ 1，340 

イナベンフィド:マウス，ラット>15，000 

イプコナゾール :マウス ♂ 1，338 ♀ 888 

ラット ♂ 537 ♀ 468 

イプロジオン :ラット ♂ 2，060 ♀ 1，530 

イマザキンアンモニウム塩:

マウス ♂ 1，752 ♀ 1，790 

ラット ♂ 4，457 ♀ 4，073 

イマザピル:マウス ♂♀ >10，000 

ラッ ト ♂♀ >10，000 

・イマザモックスアンモニウム塩:

マウス，ラッ ト ♂♀ >5，000 

イマゾスjレフロン:マウス ♂♀ >5，000 

ラット ♂♀ >5，000 
イミダクロプリド・...................................8，23 

イミノクタジン酢酸塩・・・・・・........................12，25 

・イミベンコナゾール:マウス ♂♀ >2，000 

ラット ♂ 2，800 ♀ 3，000 



インセガー(フエノキシカルブ*)

・インダノファン:マウス ♂ 509 ♀ 508 

ラット ♂ 631 ♀ 460 

・インドキサカjレブMP:ラット ♂♀>  5， 000 
インプール(ノ、口スルフロンメチル): 

・インドール酢酸:マウス ♂ 942 ♀ 1，325 

ラット ♂ 4，336 ♀ 3，704 

ウ

-ウイスペクト(フルジオキシニル): 

ウイン(力ルプロパミド): 

ウスチラン(エチジムロン): 

ウニコナゾールP マウス ♂ 3，600 ♀ 4，320 

ラット ♂ 460 ♀ 430 

ウリベスト(ナプロアニリド): 

コニ

エイカロール(フェニソブロモレート): 
エカチン(チオメ卜ン) . •• •..••...• . •• •••.• •..• •.•••• 5，18 

エカチンTD(エチルチオメトン) ••• •.• ••.• •.•.. 5，17 
エカメット(エトリムホス*) .•••..••••..•••••••.. 5，17 
エカラックス(キナルホス) •••••••..•••••.•••.•••.. 5，17 

エコパート(ピラフルフェンエチル): 
エストックス (ESP*) ..... .... ...一................5，20 

エスプロカルブ:マウス ♂ 8，000 ♀ 9，100 

ラット ♂ 4，600 ♀ 3，700 
エスレル(エテホン) ••• •..•..•. .. ••...•••....• •.•.• .. 5，17 

エチオフェンカルブ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6，21 
エチオン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，17 

エチク口ゼー卜:マウス ♂ 1，850 ♀ 2，000 

ラット ♂ 6，800 ♀ 7，400 

エチジム口ン:マウス ♂ 3，800 ♀ 3，700 

ラット >5，000

エチルチオメ 卜ン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，17 

エックスゴーニ(クロメトキシニル*)

エテホン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，17 

エ卜キサゾール:マウス，ラ ット ♂♀>  5， 000 

エ卜キシスルフロン:

ラット ♂ 3，420 ♀ 2，910 

エ卜フェンプロックス:マウス ♂♀ >5，000 

ラット ♂♀ >5，000 

エ卜ベンザニド:マウス ♂♀>  5，000 

ラット ♂♀>  5，000 
エトリムホス* ......................................・ 5，17

エナイド(ジフェナミド*)

エピセク ト(チオシクラム) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，23 

エマメクチン安息香酸塩:劇(2%以下除)

マウス ♂ 134 ♀ 156 

ラット ♂ 63 ♀ 76 

エムオン(CNP*): 

エリジャン(プレチラクロール)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，28 
エムダイファー(マンネブ) ••• ••.•. •.. •.• •••• •.•••• 9，25 

エルサン(PAP)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，20 
エルノー(マレイン酸ヒドラジドコリン): 
塩基性塩化銅..........................................10，25 

塩基性硫酸銅..........................................10，25 

エンセダン(プ口フェノホス) ••• •..•••• •. •• •.• ••.. 5，19 
塩素酸塩................................................14，27 

エンドックス(クマテ卜ラリ jレ)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16，29 

エンドリン* ............・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8，24 

オ

オーセン(ジネブ) ・・・・・・・・・・・・一......................9，25 

オーソサイド(キャブタン)••••.••.....•.•••••••••• 10，24 

オードラム(モリネ一卜): 
黄色E酸化銅*• •.• • •.• .•.••• •.••.• ••.• ••.•. ••• ..••••• 10，26 

オキサジアゾン*マウス >7，600

ラット >10，000

オキサジキシル:マウス ♂ 1，860 ♀ 2，150 

ラット ♂ 3，480 ♀ 1，860 
オキサミル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6，21 

・ォキシベロン(インドール酢酸): 

オキシンドー(有機銅): 

オキソリニック酸:マウス ♂ 2，200 ♀ 4，320 

ラット ♂ 630 ♀ 430 

オサダン(酸化フェンブタスズ): 

オフナック(ピリダフェンチオン) .•• ••...•• •..•• 5，18 

オマイト (BPPS)
オリオン(アラニカルブ) •.••.••.••••••..••.••.•••.• 6，20 

オリザリン:マウス，ラット ♂♀ >5，000 

オリゼメート(プ口ベナゾール): 

・オ リプライト(メトミノス卜ロビン): 

オルソベンカーブ:マウス ♂ 1，000 
オルトラン(アセフェ一卜) •.•• . ••• •••..• •.•• . •••.• 5，17 

オレイン酸ナ卜ウリム:

マウス ♂♀>5，000(20%液剤)

ラット ♂♀>5，000 (20%液剤)

オレート(オレイン酸ナトリウム): 
オンコル(ベンフラカルブ) •.••••• ••.•••••.• •.• •.•• 6，21 

カ

カーゼート(シモキサニル): 

ガードサイ ド(CVMP) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，19 

力一バム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9，24 
カーメックスD(DCMU) ........ ...... .... ... ... 14，28 

カーラ(ク口フェンテジン): 

力スガマイシン:マウス 20，500

カスケード(フノレフェノクス口ン): 

・力ズサホス:マウス ♂ 68 ♀ 67 

ラット ♂ 48 ♀ 30 

カスミン(力スガマイシン): 
ガゼット(力ルボスルファン) ••.•••.•.. . •.••.•••.• 6，21 

カソロン(DBN): 

カタナ(フラザスルフ口ン): 

ガッ トキラー(MEP)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，20 
ガットサイドS(MEP) ..............................5，20 

カフェンストロール:

マウス，ラット ♂♀ >5，000 
カヤヒューム(臭化メチル) •.•••• •.••••••••• •.• •... 9，23 

カヤフォス(プ口パホス) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，18 

カヤベスト(メタスルホ力ルブ): 
カラセン(DPC) ............ .... .... ... ...... ... .... 12，26 

カリプスター(スピノザド): 

カルタップ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，23 
・カルナクス

(グリホサー卜イソプ口ピルアミン塩)・・・・・・・・・ 14，29

カルブチレー卜:マウス，ラット ♂♀>  5， 000 

ラット ♂♀ >5，000 
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カルプ口J¥ミド:マウス，ラッ ト ♂♀>5，000 

カルホス(イソキサチオン) ・・…・・・・・・・・・・・・・一....5，17 

力ルボスルファン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6，21 
ガンデー(無水硫酸銅): 

-ガンバ(ジアフェンチウ口ン): 

マウス ♂ 261 ♀ 238 

ラッ ト ♂ 399 ♀ 366 

キ

ギーボン(シメ卜リン): 

キザロホップエチル :マウス ♂ 2，360 ♀ 2，350 

ラッ ト ♂ 1，670 ♀ 1，480 

キタジンP(IBP) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，20 

キナルホス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5，17 

キノキサリン系:ラッ ト ♂ 1，800 ♀ 3，000 

キノンドー(有機銅): 

キャッチャー(次亜塩素酸カルシウム*)・・・・・・14，27

キャブタン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10，24 
キャプタン(キャブタン).• ..•.•• . ..•...•....•...•. . 10，24 

強力ラ テミン(りん化亜鉛)・・・・・・・…..............16，29 

キルバール(J"¥ミドチオン) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5，18 

キンク口ラック牢:マウス ♂♀> 5，000 

ラッ ト ♂ 3，060 ♀ 2，190 

ク

クサウロ ン(DCMU) ・・・・・・・・......................14，28 

クサガード(アロキシジム*)

クサトール(塩素酸塩)……………ー…・……・・・ 14，27

クサトルマン(力ルブチレート): 

クサブロック (プ口ジアミン): 

クサレス(ナプロパミド): 

・クズ、コロ ン(MDBA): 

クノ ヒューム(臭化メチル) ・・・・・…・ー…..........9，23 

クプラビットホルテ(塩基性塩化銅)・・・・・・・・・・・・ 10，25

クマテ 卜ラリル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16，29 

クマ リン(ワルファリン)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16，29 

クミ jレロン:マウス ♂♀ >5，000 

ラッ ト ♂ 2，074 ♀ 961 

グラスショ ート(ビスピリバックナトリウム塩): 

グラメックス (シアナジン): 

グラモキ ソン(ノ〈ラコー ト)・・・・・・・….......一一...13，27 

グランサー(トルク口ホスメチル): 

グリーンエムダイファー(マンネブ) •. . .• . •. .•.. 9，25 
グリーンダイセ ンM(マンゼブ) •••• . •• . •••••..•.• 9，25 
グリーンチオノック (チウラム) ......一..........9，25 

グリーンフ ィールド(フルルプリミドール): 

クリスロン(レスメ卜リン): 

グリホサー卜イソプ口ピルアミン塩・・・・・・・・・・・・ 14，29

グリホサートトリメシウム塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14，29 

クリンチャー(シハロホップブチル): 

グルホシネート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，29 

クレソキシムメチル:

マウス，ラッ ト ♂早 >5，000

クレトジム:マウス ♂ 2，573 ♀ 2，473 

ラッ ト ♂ 1，630 ♀ 1，360 
クレマート(ブタミホス) ••• •.•.• .•...• . •• ....••• •.. 5，18 

・ク ロキ シホナ ック :マウス ♂ 6，000 ♀ 5，500 

ラッ ト ♂ 7，800 ♀ 8，200 

ク口フェンテジン:ラッ ト>5，000

クロピク (クロjレピクリン) ..• . .. •.. •.. •••• •.. . .•.. 9，23 

・クロマフェノジド:マウス，ラッ ト ♂♀ >5，000 

クロメトキシニル* マウス>33，000

クロメプロップ:マウス ♂♀>  5，000 

ラッ ト ♂>  5， 000 ♀ 3，520 

ク口jレピクリン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9，23 

クロルピリホス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，17 

クロルピリホスメチル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，17 

クロルフェナピル:マウス ♂ 45 ♀ 78 

ラット ♂ 461 ♀ 304 

ク口jレフタリム:ラッ ト ♂♀ >5，000 

クロルフルアズロン:マウス，ラッ ト>8，500
クロルベンジレート* .............................・ 8，24

クロルメコート:マウス ♂ 523.9 ♀ 563.7 

ラッ ト ♂ 589.7 ♀ 450.0 
クロレート(塩素酸塩)•.•.....••........ . •.• .. ••..•. 14，27 
クロロIPC(IPC) .................................... 14，28 

・ク口口ファシノン:マウス ♂ 250 

ラット ♂ 27-60 

ク口口ネブ:マウス，ラッ ト ♂♀>8，000 

ケ

ケイ ピン(ピクロラム*)

ゲザガード(プロメトリン): 

ゲ、ザパックス (アメトリン): 

ゲザプリム(アトラジン): 

ケルセン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8，24 

コ
ゴーゴーサン(ペンディメタリン): 

コガネキラー(PHC)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6，21 

コサイ ド(水酸化第二銅)…・…・……・…・…・… 10，26

コサイドボルドー(水酸化第二銅)・・…………・ 10，26

・コテツ (クロルフェナビル): 

コブ トール(PCNB*) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10，24 

コボックス (銅アンモニウム錯塩*)・・・・・・ー・・・・ 10，26

コラ トップ(ピロキ口ン): 

コロマイト(ミルベメクチン): 

コンセルト(ヘキサフルムロン): 

コンタク ト(デシルアルコール): 

サ

ザーベックス (ベンフレセー卜): 

サ一フラン(オリザリン): 

サーベル(メトスルフ口ンメチル): 

サイアノックス (CYAP) ・・・・・・・・・・・・・・・一..........5，19 

サイ コセル(ク口ルメコート): 

ザイトロ ン(卜リクロピル): 
サイ ハロン(シハロトリン)一......................7，22 

サターン(ベンチオカーブ): 

サッチユーコート S(MEP)…・一..................5，20 

サニパー(チアジアジン)………………………弘25

サプロール(トリホリン): 
サリチオン* ......一…・・・・・・….......一.............5，17 

酸化フェンブタスズ:マウス，ラッ ト>5，000

三共の草枯 らし

(グリホサー卜イソプ口ピルアミン塩)・・・・・・・・・ 14，29

サングロール(ピリフェノックス): 

サンケル(有機ニッケル): 
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サンサイ ド(PHC)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6，21 
サンスモーク (DDVP) ..... ... .......... ........ .... 5，19 

サンドファ ン(オキサジキシル): 

サンバード(ピラゾレート): 
サンヒューム(臭化メチル) •. •.• ••.• . •.•..•.•.• ••.• 9，23 

撒粉ボルドー(塩基性硫酸銅)………………… 10，25

サンボルドー(塩基性塩化銅)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10，25 

サンマイト(ピリダベン): 

〉ノ

次E塩素酸カルシウム*ー………………・…… 14，27
・シア、/フアミド:マウス，ラット ♂♀ >5，000 

シアナジン:マウス ♂ 1，096 ♀ 1，028 

ラット ♂ 367 ♀ 306 

ジアフェンチウロン:マウス ♂ 261 ♀ 238 

ラット ♂ 399 ♀ 366 
ジアリホール* ..•..•. •• . •••..•. •. ••• . •.• . •....•. •••.. 5，17 
ジウロン(DCMU) ........ .................. ....... 14，28 

ジェッ トVP(DDVP)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5， 19 

ジエ卜フェン力Jレブ‘:マウス，ラット ♂♀ >5，000 

ジエノク口jレ:マウス ♂ 16，900 ♀ 18，500 

ラット ♂>  20，000 ♀>  30，000 

シクロサール(シク口プ口卜リン): 

・ジクロシメッ卜:マウス，ラット ♂♀ >5，000 

シクロスルファム口ン:

マウス，ラット ♂♀ >5，000 

シク口プ口卜リン:マウス，ラット >5， 000 

ジク口メジン:ラット >12，000 

ジク口ルプロップ・・・・・・・・・ー・・一.....................12，27 

ジクワット・・・…......................一...............13，27 

ジクワット ・パラコート・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・ 13，27 

シデ、ユ口ン:マウス ♂♀>  10，000 

ラット ♂♀ >5，000 

ジチアノン:マウス ♂ 492 ♀ 528 

ラット ♂ 541 ♀ 472 

ジネブ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9，25 

シノスルフロン:マウス，ラット ♂♀ >10，368 

シパゲン(フラザスルフ口ン): 

・シパコップ(シノスルフロン): 

シハ口 トリン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー…・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 

シハロホップブチル:マウス，ラット >5， 000 

ジフェナミド*マウス ♂♀ 540 

ジフェノコナゾール:マウス ♂ 1，409 ♀ 1，044 

ラット ♂♀ 1，453 

シフル卜 リン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 

ジフルフェニカン:マウス，ラット ♂♀ >5，000 

ジフルベンズ‘口ン:マウス，ラット >8，100 

ジフルメトリム:マウス ♂ 468 ♀ 387 

ラット ♂ 448 ♀ 534 

シプロジニル:マウス ♂♀ >5，000 

ラッ ト ♂>2，973 ♀>2，500 

シプ口コナゾール:マウス ♂ 352 ♀ 355 

ラット ♂ 1，115 ♀ 1，342 

ジプロム (BRP)・・・・・・・・・・・・・・・・・・一........•..•.•..••• 5，19 

シペルメ トリン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 
シマジン (CAT): 

ジマンダイセン(マンゼブ) .•.•..•.• •.••••• •.•..••• 9，25 

ジメチリモール:マウス ♂ 1，040 ♀ 1，260 
ジメチルビンホス......•. •.• •... •. ••.•. . ••.•• •.•..••• 5，18 
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ジメテナミド:マウス ♂ 3，170 平 2，360

ラット ♂ 2，360 ♀ 2，100 
ジメトエー卜 ・・・ー・・・・・・・・・・・・・….....................5，18 

ジメ卜モルフ:マウス ♂>5，000 ♀ 3，699 

ラット ♂ 4，300 ♀ 3，500 

シメトリン:ラット ♂ 860 ♀ 780 

ジメピベレー卜:マウス ♂ 4，677 ♀ 4，519 

ラット ♂ 946 ♀ 959 

シモキサニル:マウス ♂ 1，100 ♀ 660 

ラット ♂ 760 ♀ 1，200 

臭化メチル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9，23 

・ショウエース(ハ之ンゾビシクロン): 

ショウロン(ダイム口ン): 
除虫菊(ピレトリン): . . • •. • •••.• •.• ••.• •. •.• •.• •.•. 7，22 

シラトップ(シラフルオフェン): 

シラハゲンs(テクロフタラム): 
シラフルオフェン:マウス ♂♀>  5， 000 

ラット ♂♀>  5， 000 

ジラム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9，25 
シリウス(ピラゾスルフ口ンエチル): 

シルパキュア(テプコナゾール): 

シロマジン:マウス ♂ 1，726 ♀ 1，572 

ラット ♂ 1，750 ♀ 1，825 

シンパー(ターノてシjレ): 

シンメチリン:マウス ♂♀>  5， 000 

ラット ♂ 4，800 ♀>5，000 

ス

水酸化第二銅・…………・……………………… 10，26

スエツプ(MCC*)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14，28 

スカウト(卜ラ ロメトリン) 一......一一......一・・・・ 7，22

スコア(ジフェノコナゾーjレ): 

スターナ(オキソリニック酸): 

スタッカー(メチルダイムロン): 

スタム (DCPA)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，28 

ストッポール(ジクロルプロップ).•.. .. •. •...• .. 12，27 

ストマイ(ス トレプトマイシン): 

ストレプ卜マイシン:マウス 500

ストロビー(クレソキシムメチル): 

スパットサイド(フルオルイ ミド): 

スピノエース(スピノサ ド): 

スピノサド:マウス，ラット ♂♀ >5，000 
スプラサイド (DMTP) ...... ... ..................... 5，20 

スマレクト(/"¥ク口ブ 卜ラゾーjレ): 

スミサイジン(フェン/¥レレー 卜) ・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 

スミセブンP(ウニコナゾールP): 
・スミソーヤ(フルミオキサジン): 

スミチオン(MEP)ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，20 

スミハープ(ブロモブチド): 

スミレックス(プ口シミドン): 

スリ ートーン(アンシミドール*)

スルフェン酸系:ラ ット>2 ，500 

スルプロホス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5，18 

スポルタック(プロクロラズ): 

セ

-セイビアー(フルジオキシニル): 

セイラント(シノスルフ口ン): 

石灰窒素:ラット 700



セ卜キシジム:マウス ♂ 5，600 平 6，300

ラット ♂ 3，500 平 3，200
セピモール(NAC)........................一一..一一..6，21 

セピン(NAC).......................................... 6，21 

セリタード(イナベンフィド): 

セレクト(クレトジム): 

・ゼロワン(MCPAチオエチル): 

センコル(メトリブジン): 

・センチネル(シブロコナゾール): 

ソ

ゾリアル(ノルフルラゾン*)

ソルネット(プレチラクロール)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，28 

タ

ターザイン(イソキサベン): 

ターサンSP(ク口口ネブ): 
ダーズパン(ク口ルピリホス) ・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・5，17 

タ-/¥シjレ:マウス ♂ 2，070 ♀ 2，060 

ラット ♂ 2，390 ♀ 2，470 

ダイアジノン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，18 
ダイシストン(エチルチオメトン) •.... ..•.•...•• 5，17 

ダイセ ンステンレス (アン/¥ム) .一...一一..一一..9，24 

ダイナリン(クマテトラリル)・・-一..........一一..16，29 
ダイファー(ジネブ) •••. ...•..••....• ••.•.•..••.•.•.. 9，25 

グPイフゃロン (BRP)一-一…・・・・・…・一一一.............5，19 
ダイホルタン*…..............................一一..10，24 

ダイム口ン:マウス，ラ ット>5，000

・ダイヤメート(ク口フタリム): 

グ会イロン(DCMU) ・・…・・・・・・・…..................14，28 

ダクタール(TCTP): 
グPコグFレン(TPN) ・・・・・・…・・・・・・・・….............10，24 

ダコスモーク (TPN) ・・・・….......................10，24 

ダコニール(TPN) ........ ..................... .... 10，24 

ダソ。メット:マウス ♂ 455 ♀ 430 

ラット ♂ 550 ♀ 710 

タチガレン(ヒドロキシイソキサゾール): 

タッチダウン(グリホサー卜卜リメシウム塩)14，29 
タ ト(ベンダイオカルブ) ・・・・・・・・一一...............6，21 

ダニカット(アミトラズ): 

ダニトロ ン(フェンピ口キシメー卜): 
タフラー(ブタミホス)一............................5，18 

ダラポン(DPA): 

タリウム(硫酸タリウム)一一・・・・・・…...........一.15，29 

タリウムs(硫酸タリウム)........…・・・・・・・・・・・・・ 15，29 
タルガ(キザロホップエチル): 
丹馨(硫酸銅)...........…・・・・・・…...................10，26 

チ

-チアク口プリド:マウス ♂ 127 ♀ 147 

ラット ♂ 836 平 444

チアジアジン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9，25 

・チアメトキサム:マウス ♂ 783 ♀ 964 

ラット ♂♀ 1，563 
チウラミン(チウラム) ......一一-一一・・…・一一.....9，25 

チウラム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9，25 

チェス(ピメトロジン): 

チオシクラム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7，23 
チオダン(ベンゾエピン) 一.......一一..............8，24 
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チオファネー卜 *マウス>15 ，000 

チオファネ一卜メチル:

マウス ♂ 3，514 ♀ 3，400 

ラット ♂ 7，500 ♀ 6，640 

チオメ トン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，18 

チフェンスルフ口ンメチル:

マウス，ラット ♂♀ >5，000 
チユーモア(ワルファリン)..••.•....•.•...•.•..•.. 16，29 

チルト(プ口ピコナゾール): 

、y

ツマサイド (MTMC*) .............................. 6，21 

フー

テイクオフ(イマゾスjレフ口ン): 

ディプテレックス (DEP)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5，19 

・テクリード(イプコナゾール): 

テク口フタラム:ラット ♂ 2，340 ♂ 2，400 

・デジタルコラトップ(ピ口キ口ン): 

デシルアルコール:マウス ♂ 19，580 ♀ 18，245 

ラット ♂ 28，035 ♀ 24，297 
デス (DDVP) .. ... ...... ............ .... ........ ... .... 5，19 

デスメデ‘ィファム:マウス ♂♀>3，500 

ラット ♂♀ >5，000 

デゾレート(塩素酸塩)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，27 

テソロ(卜リネサパックエチル): 

テデオン(テトラジホン): 

テトラジホン:マウス，ラット >5，000

テトラピオン:マウス ♂ 9，236 ♀ 9，816 

ラッ ト ♂ 12，000 ♀ 10，600 
デナポン(NAC)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6，21 

テブコナゾール:マウス ♂ 2，800 ♀>5，000 

ラット ♂ 4，000 ♀ 1，700 

テブチウ口ン:ラット 644

・テブフンピラド:マウス ♂ 224 ♀ 210 

ラット ♂ 595 ♀ 997 

テフル卜 リン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 

・テフルrくンズ口ン:マウス，ラット ♂♀ >5，000 

デミリン(ジフルベンズ口ン): 

・テマナックス(ブロジアミン): 

デュアール(メ卜ラクロール)・…・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，28 

テュパサン(シジュ口ン): 

・デラウス(ジクロシメッ卜): 

デラン(ジチアノン): 

テルスター(ビフエントリン) ・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 
デルタネッ ト(フラチオ力ルブ): 
テロン(DーD) ・一一・・・…............................9，23 

テンエイテイ(モノフルオル酢酸ナトリウム) 15，29 

・デンプン:マウス，ラット ♂♀ >5，000 

(5 %液剤， 80%液剤)

卜

トーラック(ジアリホール*) ・・一.................5，17 

トーンナップ(イマザキンアンモニウム塩): 

ドイツボルドーA(塩基性塩化銅). •. ....•. ... ... 10，25 
銅アンモニウム錯塩*・・ー・……..................10，26 

ドウジェッ ト(塩基性塩化銅)ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10，25 

ドキリ ン(有機銅): 

トクチオ ン(プロチオホス)・・一....................5，18 



トクノーノレM(アミプ口ホスメチル) ・・・一.......5，17 

ドジョウピクリン(ク口jレピクリン) ・・・・・・・・・・・・ 9，23
トップジン(チオファネート牢): 

トップジンM(チオファネー卜メチル): 
トップラン(エトキシスルフ口ン): 

トマトトーン(4ーCPA) ........................ 12，27 

・トマトラン(クロキシホナック): 

トモチオン(エチオン) ・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・.......5，17 

トラペックサイド(メチルイソチオシアネー卜): 

トラ口メ 卜リン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 
トランスプラントン(1ーナフチルアセ卜アミド): 

卜リアジメホン:マウス ♂ 966 ♀ 1，272 

ラット ♂ 630 ♀ 521 

トリアジフラム:マウス，ラット ♂♀>  5， 000 

トリガード(シ口マジン): 

トリク口ピjレ:マウス ♀ 700 

トリクラミド*マウス >5，000，ラット>7，000 

トリシクラゾーjレ:マウス ♂ 545 ♀ 500 

ラット ♂ 358 ♀ 223 

トリネキサパックエチル:

マウス ♂ 5，409 ♀ 7，411 

トリフミン(トリフjレミゾール): 

トリフルミゾーjレ:マウス ♂ 560 ♀ 510 

ラット ♂ 715 ♀ 695 

トリフルラリン:マウス ♂ 3，598 ♀ 3，197 

ラット ♂ 2，517 ♀ 2，552 

・トリフロキシストロビン:

マウス，ラット ♂平>5，000

卜リネキサパックエチル:

マウス ♂ 5，409 ♀ 7，411 

ラット ♂♀>  5，000 

トリホリン:マウス，ラット>6， 000 

トルクロホスメチル:マウス ♂ 3，500 ♀ 3，600 

ラット ♂♀約5，000

・トルネード(インドキサカルブMP): 
トレファノサイド(トリフルラリン): 

・トレピエース(インダノファン): 

トレボン(エトフェンプロックス): 

ドロクロール(クロルピクリン)・・一..............9，23 

ナ

ナック (NAC) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6，21 

ナプ(セトキシジム): 

lーナフチルアセトアミド:

マウス ♂ 4，000 ♀ 3，700 

ラット ♂ 3，800 ♀ 3，950 

ナプ口アニリド:マウス ♂♀>  20 ，000 

ラット ♂♀ >15，000 

ナプ口パミド:マウス ♂♀ 5，199 

ラット ♂♀>  7 ，000 

ニコスルフ口ン:マウス，ラット ♂♀>  5，000 
ニチヒューム(臭化メチjレ)一.........…..........9，23 

ニッソラン(へキシチアゾクス): 

ニテンピラム:マウス ♂ 867 ♀ 1，284 

ラット ♂ 1，680 ♀ 1，575 
ニトラリン*マウス >10，000

ラット>15，000 

ネ

-粘着くん(デンプン): 
ネオアソジン(有機ひ素牢)・・…...................11，26 

ネオカ リン(DDVP) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，19 

ネキリ トン(DEP)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，19 

・ネズコ(ク口口ファシノン): 

ネビジン(フルスjレフアミド): 

・ネマデクチン :マウス ♂ 439.8 ♀ 408.6 

ラット ♂ 707 ♀ 406 
・ネマトリン(ホスチアゼー ト): .•..•.•• •.....•... 5，19 
ネマノーン(メスルフェンホス) .•..•..•......•••. 5，19 

ネマモール(DCIP): 

ノ

-ノーモルト(テフルベンズ口ン): 

ノミニー(ビスピリバックナトリウム塩): 

ノjレフjレラソゃンヰ:マウス ♂ 3，800 ♀ 3，350 

ラット ♂ 9，400 ♀ 8，400 

/¥ 

ノてーナム(/¥ーナレート*)

/'¥ーナレー卜牢:ラット 1，780
ハーピー(ビアラホスト.............................14，29 

ハーピエース(ビアラホスト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，29 
ハーピック(テブチウロン): 

ハープカット (NIP*): 

ハーモニー(チフェンスルフロンメチル): 

ハーレイ(リムスルフロン): 

バイオン(アシベンゾラルSメチル): 
ハイカッパー(塩基性塩化銅)••..•.•... . •.•.•..•.. 10，25 

ノてイコラール(ビテルタノール): 

パイサー(ピラゾキシフェン): 

ノてイ ジッ ト(MPP) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，20 
パイスロイ ド(シフル卜リン) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 
パイデート(オキサミ jレ)一.........................6，21 

ノ¥イパーX(ブロマシル): 
ハイボルドー(塩基性塩化銅)一...................10，25 

パイレトン(卜リアジメホン): 

パウミル(ジエトフェンカルブ): 

パウンティ (1¥クロブトラゾール): 

/¥ク口ブトラゾール:マウス ♂♀>5，000 

ラット ♂ 3，631 ♀ 2，884 
パサグランLベ.ン夕、fン.): 
パシタック(メプロニル): 

ノてスアミド(夕、ゾメット): 

パスタ(グルホシネー卜)..............一・ー・・・・・一.14，29 

・パスワード(フェンへキシミド): 

ノ¥タクリン(トリクラミド*)

パダン〔力ルタップ〕…………………………・ーし 23

パックアップ(力ルブチレート): 
パッサ(BPMC) .............. ...... ................... 6，21 

パナフィン(ベスロジン): 

・パナーマックス(プロピコナゾール): 

パノコン(フェノチオ力ルブ): 
パプチオン(PAP) .. ... ...... ..... .... ............ .... 5，20 

バミ ドチオン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，18 
ハヤブサ(グルホシネート)...••..•..••.••......•.. 14，29 

/¥ラコー ト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13，27 
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パラゼット(/'¥ラコート)•.•. .• •..•.. •••• .• •• . •..•.• 13，27 

パラチオン* ..............・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，18 

・バリアード(チアク口プリド): 

パ リダシン(/'¥リダマイシン): 

/¥リダマイシン:マウス ♂♀ >20，000 

ラット ♂♀>  20，000 

ハルフェンプロックス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 
ハロスルフロンメチル:マウス ♂♀>  5，000 

ラット ♂♀ >5，000 

バロック (エトキサゾール): 

・パワーガイザー(イマザモックスアンモニウム塩): 

パンベルーD(MDBA) : 

ヒ

-ビートルコ ップ(チアメ卜キサム): 

ビーム(ト リシクラゾール): 

ビアラホス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，29 

ピク口ラム本:マウス 2，000

ラット >5，000
ビスダイセン(ポリ力一バメー卜) ........ ....... 9，25 

ビスピリパックナトリウム塩:

マウス ♂ 3，524 ♀ 3，524 

ラッ ト ♂ 4，111 ♀ 2，635 

ビテルタノール:マウス ♂ 3，500 ♀ 3，200 

ラッ ト ♂ 3，700 ♀ 3，900 

ヒトマイ シン(ストレプトマイシン): 

ヒドロキシイソキサゾール:

マウス ♂ 2，148 ♀ 1，968 

ラッ ト ♂ 4，678 ♀ 3，909 

ビニフェー ト(CVP) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5，19 

ピナミン(アレスリン): 

ヒノクロア (メフェナセット)・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・ 14，28 
ヒノザン(EDDP) .................................... 5，20 

ビピアノレ(プ口ヘキサジオンカルシウム塩): 

・ビフェナセ。ー卜:マウス ♂♀ >4，946 

ラッ ト ♂♀>  4，946 

ビフェノックス:ラッ ト ♂♀ >5，000 

ビフエン トリン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 
ピペロホス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，18 

・ピメトロジン:マウス ♂ 1，732 ♀ 3，043 

ラット ♂ 5，693 ♀ 5，955 

ピラクロホス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，18 

ピラゾキシフェン:マウス ♂♀ >8，450 

ラッ ト ♂ 1，690 ♀ 1，644 

ピラゾスルフロンエチル:

マウス，ラッ ト ♂♀ >5，000 

ピラゾレート:ラ ット ♂ 9，550 ♀ 10，233 

・ピラニカ (テブフェンビラド): 

ピラフルフェンエチル:

マウス ラット ♂♀ >5，000 
ピリダフェンチオン.................................5，18 

ピリダfくン:マウス ♂ 253 平 205

ラット ♂ 1，100 ♀ 570 

ピリデート:マウス ♂♀>  10，000 

ラッ ト ♂ 2，550 ♀ 1，850 

ピリフェノックス:マウス ♂ 2，828 ♀ 2，705 

ラッ ト ♂ 1，803 ♀ 1，705 

ピリブチカルブ:マウス，ラッ ト>5，000 

ピリプロキシフェン:マウス ♂♀ >5，000 

ラッ ト ♂♀>  5，000 
ピリマー(ピリミカーブ)・・…・一一.................6，21 
ピリミカーブ..........................................6，21 

ピリミジフェン:マウス ♂ 245 ♀ 229 

ラット ♂ 148 ♀ 115 

ピリミノバックメチル:マウス >5，000

ラッ ト>5，000 

ピリ ミホスメチル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，18 

ピレ トリン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 

ピ口キ口ン:マウス ♂ 780 ♀ 740 

ラッ ト ♂ 1，090 ♀ 850 

ピンク口ゾリン*マウス，ラッ ト>15， 000 

フ

ファイ ンケムB(MPP) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5，20 

フィールドスター(ジメテナミド): 

フィガロン(エチクロゼー卜): 

フィプ口ニル:マウス ♂ 49 ♀ 57 

ラッ ト ♂ 92 ♀ 103 

フェナリモル:マウス ♂ 4，508 ♀ 4，000 

ラッ ト ♂ 2，576 ♀ 2，515 

フェニソブ口モレート:マウス ♂♀ 8，000 

ラッ ト ♂♀ >5，000 

フエノキサプロップエチル:

ラット ♂ 5，500 ♀ 7，000 

・フエノキサニル:マウス ♂♀ >5，000 

ラット ♂>  5，000 平 4，211
フエノキシカjレブ、*マウス，ラット ♂♀ >5，000 

フェノチオカルブ:ラッ ト ♂ 1，150 ♀ 1，200 

フェリムゾン:マウス ♂ 590 平 542

ラッ ト ♂ 725 ♀ 642 

・フェントラザ‘ミド:マウス，ラッ ト ♂♀ >5，000 

フェン/¥レレー卜 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 

フェンピロキシメート:マウス ♂ 520 ♀ 440 

ラット ♂ 480 ♀ 245 

フェンメディファム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，28 

フェンプ口パ卜リン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 

・フェンヘキサミド:マウス，ラッ ト ♂♀>  5，000 

フォース (テフルトリン) ・…・・ー・・・・・・・・・…・・・・・・・7，22 
フサライ ド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10，24 

フジワン(イソプロチオラン): 

ブタクロール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，28 

・ブタフェナシル:マウス，ラッ ト ♂♀ >5，000 

ブタミホス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，18 

ブプロフェジン:マウス ♂♀>  10， 000 

ラット ♂ 2，198 ♀ 2，355 

プラウ (メパニピリム): 

プラエス (プラス卜サイジンS)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11，26 
フラザスルフロン:

マウス，ラッ ト ♂♀ >5，000 
プラストサイジンS................................. 11，26 

フラチオカルブ:マウス ♂ 101 ♀ 87 

ラット ♂ 82 ♀ 78 

プラック リーフ(硫酸ニコチン) ・・・・・・・…・・・・・・・・ 7，23

プラナ ビアン(ニ トラリン*)

フラメトピjレ:マウス ♂ 660 ♀ 730 

ラッ ト ♂ 640 ♀ 590 

・プランダム (ジフェノコナゾール): 

プリモ (卜リネサパックエチル): 
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プリモマックス(卜リネサパックエチル): 

・フ リント(トリフロキシス卜ロビン): 

プリグロックスL(ジクワット・/¥ラコート)・・・ 13，27

・フルアジナム :マウス，ラット ♂♀ >5，000 

フルアジホップ:マウス ♂ 1，600 ♀ 1，900 

ラット ♂ 3，030 ♀ 2，910 

・フルアジホップP ラット ♂ 3，680 ♀ 2，451 
ブルースカイ(イミダク口プリド): 

フルオjレイミド:マウス，ラット ♂平 >15，000

フルジオキソニjレ:マウス，ラット ♂♀>  5， 000 
フルシトリネート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・..................7，22 

フルスjレフアミド:マウス ♂ 245 ♀ 254 

ラット ♂ 180 ♀ 132 

フル卜ラニル:マウス，ラット ♂♀ >10，000 

フルバリネー 卜 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7，22 
フルピカ(メ/¥ニピリム): 

フjレフェノクス口ン:マウス ♂♀>  5，000 

ラット ♂♀>  5，000 

・フルミオキサジン:マウス，ラット ♂♀>  5， 000 

フルメット(ホルク口フェニュ口ン): 

フルルプリミドール:マウス>5，000

ラット>5，000 

プレチラクロール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，28 

プレピクールN(プ口パモカルブ): 

プレフィックス (DCBN): 

・ブロードスマッシュSC(フ口ラスラム): 
フローレ(フエノキサプロップエチル): 

プロク口ラズ:ラット ♂ 3，236 ♀ 2，655 

プ口ジアミン:マウス，ラット >5， 000 

プロシミドン:マウス，ラット>5，000 

プロチオホス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，18 

プロパホス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，18 

プロパモカルブ:ラット ♂ 2，900 平 2，000
ブロヒウム(臭化メチル) •..• . • •. .•• . . . ••.....•.•.•• 9，23 

プ口ピコナゾール:マウス ♂ 548 ♀ 576 

ラット ♂ 783 ♀ 509 

プ口ピネブ ・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一一..9，25 

プロフェノホス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5，19 

プロヘキサジオンカルシウム塩:

マウス ♂♀>  5 ，000 

ラット ♂♀>  5 ，000 

プロベナゾール:マウス ♂ 2，750 ♀ 3，000 

ラット 2，030

ブロマシル:マウス ♂ 931 ♀ 860 

ラット ♂ 701 ♀ 691 
プロムメチル(臭化メチル) •.•• . .•• .. .• ••....... •. • 9，23 

プロメトリン:マウス ♂ 2，204 ♀ 2，694 

ラット ♂ 1，454 ♀ 1，443 

ブロモブチド:マウス，ラット ♂♀ >5，000 

・フ口ラスラム:マウス，ラット ♂♀>  5，000 

・フロンサイド(フルアジナム): 

.......... 

ペーストマイシン(ストレプトマイシン): 
ペイオフ(フルシ卜 リネー ト)・・…................7，22 

ヘキサコナゾール:マウス ♂ 612 平 918 

ラット ♂ 2，189 平 6，071

ヘキサジノン*マウス ♂ 820 ♀ 780 

ラット ♂ 1，750 ♀ 1，600 

ヘキサフルム口ン:マウス >5， 000 

ラット>5， 000 

へキシチアソクス:マウス，ラット >5，000

ベクサー(ペントキサゾン): 

ペスタン(メ力jレノ〈ム*) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5， 19 

ベストガー ド(ニテンピラム): 

fくスロジン:マウス，ラット >5， 000 

ベタダイヤA(デスメディファム): 
ベタナール(フェンメディファム)... •.•..•. . ..•. 14，28 

ベノミル:マウス ♂>  5，000 

・ペフラゾェード:マウス ♂ 1，299 ♀ 946 

ラット ♂ 981 平 1，051
ベフラン(イミ ノクタジン)........................12，25 

へリテージ(アゾキシストロビン): 

・へルシード(ペフラゾェート): 

ベルパー(ヘキサジノン*)

ペルメ トリン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 

ペンシク口ン:マウス，ラット >5， 000 

ベンスルタップ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，23 

ペンスルフロンメチル:マウス ♂♀ >10，985 

ラット ♂♀>  5，000 

ベンゾエピン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8，24 

ベンゾフェナップ:マウス，ラット ♂♀>  15，000 
ベンダイオカルブ....................................6，21 

ペンタゲン(PCNB*)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10，24 

ベンタゾン:マウス ♂ 1，320 平 1，130

ラット ♂ 2，340 ♀ 2，470 

ペンタック(ジエノク口ル): 

ベンチオカーブ:マウス ♂ 1，102 ♀ 1，402 

・ベンゾビシクロン:マウス，ラット ♂♀>  5， 000 

ペンディメタリン:マウス ♂♀>  12 ，000 

fくントキサゾン:マウス，ラット ♂♀>  5， 000 
ベンフラ力ルブ.......................................6，21 

ベンフレセート:マウス ♂♀>  5，000 

ラット ♂♀>  4，000 

ベンレー ト(ベノミル): 

オミ

ホサロン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，19 

ポジグロール(ピ リフェノックス): 
ホスチアゼー卜.......................................5，19 

ホスピット (DDVP) ............. .......... .... ...... 5，19 

ポマゾール 「エブ J (チウラム) ・・・・・・・・・・・・......9，25 

ポラリス

(グリホサー卜イ、ノプロピルアミン塩)・・・一一.....14，29 

ポリオキシン:マウス，ラット ♂♀ >15，000 
ポリ力一バメー 卜 ・・・・・・・・・・・・一......................9，25 
ホリドール(/¥ラチオン*) ..•...•...•.•..•.•..•..• 5，18 
ポリナクチン複合体...................一一..........8，23 

ホルクロルフェニュロン:

マウス ♂ 2，218 ♀ 2，783 

ラット ♂ 2，787 ♀ 1，568 

ボルスタール(スルプロホス) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，18 
ボルテージ(ピラクロホス) •....•..• •.•..•.•.... •.. 5，18 

ホルモチオン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，19 

ボンザイ(1¥ク口ブ卜ラゾール)

マ

マーシェット(ブタクロール)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，28 
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-マイコート(ビフェナゼー卜): 

マウス ♂♀ >4，946 ラット ♂♀ >4，946 

マイシン(ストレプ卜マイシン): 

マイゼット(ジクワット・/¥ラコート)・・・ー・・・・ 13，27

マイトクリーン(ピリミジフェン): 

マイトサイジン(ポリナクチン複合体) . •... . ••• 8，23 
マクノてーノレ(XMC)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6，21 

マッチ(ルフェヌ口ン): 

マデック (MCPB)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12，27 

・マ トリッ ク(ク口マフェノジド): 

・マネージ(イミベンコナゾール): 

マプリック(フルバリネー卜) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 
マラソン ・・・・・・・・・.......................................5，19 

マリックス(ベンゾエピン) .........一一...........8，24 

マレイン酸ヒドラジドカリウム:

マウス ♂ 6，700 ♀ 5，800 

ラット ♂ 8，200 平 8，000

マレイン酸ヒドラジドコリン:

マウス ♂♀>  5 ，000 

ラット ♂ 6，026 ♀ 4，601 

マンゼブ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......9，25 
マンネブ................................................9，25 

マンネブダイセンM(マンネブ) ....•..•. ..•.. . •• . 9，25 

ミクロデナポン (NAC).............................. 6，21 

ミプシン(MIPC) 一..................................6，21 

ミラネシン(ミ ルディオマイシン): 

ミルカーブ(ジメチリモール): 

ミルディオマイシン:マウス ♂ 5，060 ♀ 5，150 

ラット ♂ 4，300 ♀ 4，120 

ミルベノック(ミルベメクチン): 

ミルベメクチン:マウス ♂ 324 ♀ 313 

ラット ♂ 762 ♀ 456 

ム

無水硫酸銅:ラット ♂ 416 ♀ 371 

メ

メオノてーノレ(MPMC*) ..............................6，21 

・メガトップ(ネマデクチン): 
メ力jレ/¥ム* .........................................・ 5，19

メスルフェンホス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，19 

メソ ミjレ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6，21 
メタスルホカルブ:マウス ♂ 342 ♀ 262 

ラット ♂ 119 ♀ 112 

メタラキシル:マウス ♂ 818 ♀ 835 

ラット ♂ 1，880 ♀ 1，080 
メチプロン(臭化メチル) •..••••.• .••.. •. . •.•..•• .• • 9，23 

メチルイソチオシアネート:

マウス ♂ 90 ♀ 104 

ラッ ト ♂ 175 ♀ 72 

メチルダイム口ン:マウス ♂ 5，000 ♀ 5，269 

ラット ♂ 5，852 ♀ 3，948 
メチルブロマイド(臭化メチル) .••..•....•..••..• 9，23 

メトスルフロンメチル:マウス ♂♀>  5， 000 

ラット ♂平>5， 000 

・メトミノス卜ロビン:マウス ♂ 1，778 ♀ 1，413 

ラット ♂ 776 ♀ 708 

38 

メ トラクロール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，28 

メトリブジン:ラット ♂ 2，020 ♀ 2，220 

メ/¥ニピリム:マウス，ラット>5，000 

メピコートク口リド:マウス ♂♀ 780 

ラット ♂平車守464

メフェナセッ ト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14，28 

メプ口ニル:ラット >10，000

メリ ーネコ 1号(りん化E鉛)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16，29 
メリ ーネコ 3号(ワルファリン)ー・・・・・・・・・・・・・・・・ 16，29 

メリ ーネコクマリン(ワルファリン)・・・・・・・・・・・・ 16，29

メリ ーネコタリウム(硫酸タリウム)ー…・…… 15，29

モ

モーダウン(ビフェノックス): 

モゲトン (ACN): 

モスピラン(アセタミプリド): 

モノクロ 卜ホス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5，19 

モノフルオル酢酸ナトリウム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15，29 

モリネー卜: マウス 795~1 ， 260

ラット ♂ 584 ♀ 660 

モレスタン(キノキサリン系): 

モンカット(フル卜ラニル): 

モンガード(ジクロメジン): 

モンガレ(有機ひ素*)………………・・・……… 11，26

モンキット(有機ひ素本)……ー…・…・・…・・・・… 11，26

モンキル(有機ひ素*)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11，26 
モンコール(BRP) .................................... 5，19 

モンセレン(ペンシクロン): 

モンメート(有機ひ素*)……………ー………・ 11，26

ヤ

ヤソール(ワルファリン)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16，29 

ヤソミン(ワjレファリン)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16，29 

二L

ユーパレン(スルフェン酸系): 

有機銅:マウス ♂♀ >6，000 

ラット ♂ 4，700 ♀ 3，900 

有機ニッケル:マウス ♂♀>  30 ，000 

ラット ♂♀>  36，000 

有機ひ素*…・・…・………………一………・…… 11，26

ユカワイド(ベンゾフェナップ): 

ユニックス(シプ口ジニル): 

フ

ラウンドアップ

(グリホサー卜イソプ口ピルアミン塩) •.. 14，29 

・ラグビー(力ズサホス): 

ラッソー(アラクロール)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，28 

ラッタス(りん化E鉛)・・・・・・・・・・・・一................16，29 

ラテミン(ワjレファリン)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16，29 

ラテミンコンク(ワルファリン).............・・・・・ 16，29

ラテミンブロック(りん化亜鉛) ..................16，29 

ラテミンりん化亜鉛(りん化E鉛)・・・・・・・・・・・・・・・16，29 
ラノー(ピリプ口キシフェン): 
ラピック (DDVP) .... .......... .... ........... ....... 5，19 

ラプサイド(フサライド)一.........................10，24 

ランガード(ジメチルビンホス) •..•...••.••.••.•• 5，18 
ランネー ト(メ ソミ jレ) ••. •••• . •. • •. • ••. •.••. .•.• •..• 6，21 



ランプリン(アラニカルブ) ........................ 6，20 

・ランマン(シアゾフアミド): 

ランレイ(オルソベンカーブ): 

リ

・リゲノン(フラチオカルブ): 

リゾレックス(トルクロホスメチル): 

リドミル(メタラキシル): 

リニュ口ン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，28 

リムスルフ口ン:マウス ♂♀ >5，000 

ラット ♂♀ >5，000 
硫酸ニコチン・・・一.....................................7，23 

硫酸タリウム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15，29 

硫酸銅・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10，26 

りん化E鉛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16，29 
りん化亜鉛(りん化E鉛)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16，29 
リンカ(りん化亜鉛)・・ー・............................16，29 

リンカs(りん化亜鉛)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16，29 
リンデン (BHC*) .................................... 8，24 

リンノてー(フラメトピjレ): 

jレ

ノレートン(1ーナフチルアセドアミド): 

ノレーパン(ベンスルタップ) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7，23 
ルビゲン(フェナリモル): 

ルビトックス(ホサロン) .................. ......... 5，19 

jレフェヌ口ン:マウス，ラット ♂♀>  5，000 

レ

レグロックス(ジクワッ ト)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13，27 

レスメトリン:ラ ッ ト ♂♀ >2，500 

レジサン(CNA*) 

レナシル:マウス ♂♀>  11，988 

ラット ♂♀ >12，631 

レルダン(ク口ルピリホスメチル) ........ ....... 5，17 

レンザー(レナシル): 

レンタグラン(ピリデー卜): 

口

ローダン(ワルファリン)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16，29 

ロディー(フェンプロパ卜リン) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7，22 

ロニラン(ピンク口ゾリン*)

ロプラール(イプ口ジオン): 

ロミカ(ウニコナゾールP)
ロロ ックス(リニュロン)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14，28 
ロンパー (SAP) ....................................... 5，20 

ロンスター(オキサジアゾン*)

ワ

ワルファ リン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16，29 

ワンサイド(フルアジホップ): 

・ワンサイド P(フルアジホップP): 

ワンホープ(ニコスルフ口ン): 

A 

ACN: マウス ♂ 1，350 ♀ 1，260 

ラッ ト ♂ 1，360 ♀ 1，600 

B 

BHC* ..................................................・8，24

BINAPACRYL * .. ................ .................・ 12，26
BPMC ................................................... 6，21 

BPPS マウス ♂ 1，000 ♀ 820 

ラッ ト ♂ 1，860 ♀ 1，750 
BRP ........ ...... .......... .............. ................ 5，19 

C 

CAT:マウス ♂♀ >5，000 ラット ♂♀ >7，000 

CNA* マウス 1，500------2，500

ラット 4，040

CNP* :マウス >10，000
4 -CPA ............................................. 12，27 
CVMP ................................................... 5，19 

CVP ........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5，19 
CYAP ................................................... 5，19 

D 

2 ， 4 -D ( 2， 4 -PA) ........ ................... 12， 27 

DBN: マウス ♂ 2，058 ♀ 1，920 

ラット >3，160 

DC(D -0) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9，23 

DCBN:マウス ♂ 990 

ラット ♂ 1，550 ♀ 1，200 

DCI P :マ ウス ♂ 599 ♀ 536 

ラッ ト ♂ 503 ♀ 698 
DCMU ................................................ 14，28 
DC P A ................................................ 14，28 

0-0 ................................................... 9，23 

D-D(D-D) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9，23 
DDVP ................................................ 5，19 
DEP ...................................................... 5，19 
DMTP ................................................ 5，20 
DNBPA * .................................・・・・・・・・・・・・ 12，26 

DPA:マウス ♂>4，600 

ラット ♂ 9，330 ♀ 7，570 

DPC ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12，26 

E 

ECP ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，20 

EDB* ........................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9，23 

EDDP ................................................... 5，20 
EPN ................................................... 5，20 
ESp*..................................................・5，20

IBP ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，20 

ICボルドー(塩基性硫酸銅) ........ ............. 10，25 

IPC ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14，28 

K 

KBW(塩基性塩化銅)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10，25 

M 

MBPMC:マウス， ラット ♂♀>  10 ，000 
MCC* ................................................... 14，28 

MCP(MCPA) ....................................... 12，27 
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MCPA................................................... 12，27 

MCPAチオエチル:マウス ♂ 811 ♀ 749 
MCPB................................................... 12，27 
MCPP................................................... 12，27 

MDBA:マウス ♂ 2，900 ♀ 2，774 

ラッ ト ♂ 5，276 ♀ 4，567 
MEP ...................................................... 5，20 

MIPC ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6，21 
MO(CNP*) : 
MPMC牢 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6，21 
MPP ...................................................... 5，20 

MR.ジョーカー(シラフルオフェン): 
MTMC牢 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6，21 

N 

NAC ...................................................... 6，21 
NCS(力一ノ臼心一.....................................9，24 

NIP* :ラット 2，630

O 

OMH-K(マレイン酸ヒドラジドカリウム): 

P 

2， 4 -PA ............................................. 12， 27 

PAC:マウス ♂ 650 ♀ 598 

ラッ ト ♂ 2，000 ♀ 1，730 

PAP ...................................................... 5，20 
PCNB * ............................ .................... 10，24 
PCP*................................................... 11，26 
PHC ...................................................... 6，21 
PMP ...................................................... 5，20 

S 

SAP ................................................... 5，20 

T 

T-7.5ノてイセフト (MPP) ........................ 5，20 

TCTP:マウス，ラット >20，000
TMTD(チウラム)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー 9，25 
TPN ................................................... 10，24 

V 

VC(ECP)・・・・・・・・・一一.........................…....... 5，20 
VP(DDVP) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，19 
VPスモーク (DDVP)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5，19 

X 

XMC ......................................................6，21 

z 
z.P(りん化E鉛)ー・…一一一…..…・…・・・…......16，29 
Zボルドウ(塩基性硫酸銅)一...一...一一..........10，25 
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つi導者の皆様へお願い
農薬を正しく安全に使用していただく

安全使用のポイント

1 .農薬はラベルや説明書をよく読み，正しく使いましょう。

(記載以外には使用しない)

2.体調がすぐれないときや，妊娠中の人は散布作業を避けましょう。

3 .防除機具は故障や不備のないよう事前に点検・整備しましょう。

4 .農薬を使うときは，マスク・手袋など防護具を着用しましょう 。

5 .散布は風の少ない，朝夕の涼しいときに行ないましょう 。

6 .風向きや作物の高さなどを考えて， 農薬が体にかからないよう散

布しましょう。

7 .環境保全のため， 農薬が圃場の外に飛散・流出しないよう注意を

払いましょう。

8.農薬の空容器は圃場などに放置せず， 正しく処分しましょう。

9 .農薬は食品と区別し，カギをかけて保管しましょう。

(小児の手の届く所には置かない)

10.作業後は，うがい・入浴をして，衣服を着替えましょう 。

一一農薬工業会:農薬適正使用キャンペーン

パラコート安全対策協議会
ランネ一卜安全使用対策委員会

農薬適正使用運動

1.使用前にラベルや説明書をよく 読んでください。

2.マスク・手袋など防護具を着用してください。

3.圃場の外に飛散・流出しないよう使用してください。

4.空容器は正しく処分してください。

5.食品と区別し，カギをかけて保管してください。

- 農薬工業会 ー
い…ノ 干103-0022 東京都中央区日本橋室町1-5 -8 (日本橋倶楽部会館) ~…

TEL 03(3241)0215 



〔医家用資料〕

パラコート含有除草剤

一一中毒症状と処置法一一

2003年8月

(緊急の際は先ず水色の頁を御覧下さい)

1986年から除草剤「プリグロックス@LJ，[""マイゼット⑧」を発売しまし

た。本除草剤はジクワットジブロミド 7% (、Yw)とパラコートジクロリド 5

%の仏)を含有する製剤です。ジクワットの化学構造はパラコートと類似し

ていますが，毒性は低く，肺への不可逆性の障害(線維化)は見られません。

嚇下した患者が来院の節は，本冊子をご参考に処置をよろしくお願い申

し上げます。

なお「プリグロックス@Lj，[""マイゼット⑧」は従来の 「グラモキソン⑧j，

「ノマラゼツト @j と同様に暗青緑色で，催吐性物質，独特な警戒臭を添

加し，さ らに強い苦味をつけてあります。これらの添加物は，尿中ジクワ

ット，パラコ ート の呈色反応などに影響を及ぼすことはありません。

シンジエンタ ジャパン株式会社

大塚化学株式会社





パラコート含有除草剤※を鴨下した場合の処置法(要旨)

(詳細については 6頁をご参照下さい)

※パラコート含有除草剤にはプリグロックスL，マイゼットがあります(一部には旧製品グラモキ
ソン，パラゼットもあります)。

この処置は中毒症状の有無にかかわりなく直ちに下記の順序で行って下さい。

初期には症状がなくても時間の経過とともに中毒症状が出現することがあります。

パラコート含有除草剤を鴨下したことが明らかな場合は，中毒症状の有無にかかわりなく，以

下の処置を行って下さい。

1 .ただちに唱吐させ，胃洗浄を十分に行って下さい。

出来るだけ早く，多量の水で胃洗浄を十分に行って下さい。

2.吸着剤および下剤を投与し，腸洗浄をして下さい。

ジクワット，パラコートの吸着剤としては，アドソルビン@，べントナイトあるいは薬用炭が有

効です。20%マンニトール液に 5'"'-'10%の吸着剤を添加した懸濁液を 1'"'-'2 .e飲ませて下さい。
または，吸着剤の水懸濁液に下剤(硫酸マグネシウム等)を添加したものでも代用できます。

吸着剤の大量投与が困難な時は，分割し，胃チューブを用いるなどして，吸着剤が排池される

まで投与を繰り返して下さい。排世が起こらない時は，高圧濯腸などを併用して下さい。

吸着剤としては，ケイキサレート@がさらに有効との報告があります。ケイキサレートを使用

する場合は特に体液の電解質バランスに注意して下さい。

パラコート含有除草剤師熊下後，直ちに胃および腸を徹底的に洗浄して，ジクワット，パラコ

ートを吸着除去し，体内に吸収されるのを防止することが最も重要な初期治療です。

尿の定性反応が陰性になってからも，さらに24時間腸洗浄を行うことが有効との報告があり

ます。

3.血液濯流 (DH P) を行って下さい。

尿の定性反応が陰性になるまで，血液濯流を繰り返し行って下さい。腎不全のおそれがある時

は，血液透析 (HD) を併用して下さい。

4.腎機能が正常な場合には強制利尿を行って下さい。

血液中に入ったジクワット，ノマラコートは容易に尿中に排世されます。

5.抗炎症剤，抗生物質製剤を投与して下さい。

消化管の炎症，康'腐などには粘膜保護剤あるいは抗生物質製剤による対症療法を行って下さい。

また，メチルプレドニゾロンのパルス療法が肺障害の予防に有効との報告があります。

注意

1 .酸素吸入は中毒の初期症状を悪化させますので出来るだけ使用しないで下さい。

2.消化管粘膜の康澗，潰虜が起こることがありますので慎重に処置して下さい。

3.幅吐が激しい時には，吐物を吸入しないよう注意して下さい。また日匝吐が上記の処置に支

障のある場合には，鎮静剤(パーブェナジンなど)を投与して下さい。

4.処置に際しては体液の電解質のバランスに注意して下さい。
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はじめに

パラコートを含有する除草剤には，ジクワットブロミド 7%(うくん)とパラコートジクロリド 5%

のくん)との混合製剤(プリグロックス L，マイゼット)があります(一部には旧製品グラモキソン剤，

パラゼット剤もあります)。ジクワットジブロミドとパラコートジクロリドはいずれもスイス国シン

ジエンタ社(旧ゼネカ社)が，作物乾燥剤あるいは除草剤として開発したもので，雑草の茎葉に散布

することにより，ほとんどの雑草を速やかに枯らします。また，土壌と接触すると強く吸着され不活

性化される性質を持っており，土壌を介して植物の根に障害を及ぼすことはありませんOこのような

特異な性質を持っているため，現在では各種の果樹園，桑園，野菜畑，水田耕起前など種々の分野で

使用されており，農家にとって不可欠の除草剤となっています。永年にわたって多くの農家に広く利

用されておりますが，散布中の中毒はほとんどなく，使用者の不注意による事故や，自殺などによる

他は死亡例はありません。

しかしながら，パラコートを含有する除草剤は毒物及び劇物取締法によって「医薬用外毒物」に

指定されており，腕下すれば死亡することがあります。飲料等と明確に識別出来るように，また，

万一礁下しても直ちに気付き，あるいは発見が早まるように，催吐性物質，青色色素，臭気性物質を

添加しております。また，「プリグロックス LJと「マイゼット」には，さらに前記の物質に加えて，

強い苦味を感じるようにし，誤飲等を防止する措置を一層強化致しました。

この対策に加えて，流通販売関係者には，利用者である農家に対しては，適正な取扱いと使用，厳

重な保管管理を実行するよう，幅広く注意を喚起しております。パラコートを含有する除草剤が，農

業上極めて有効であり，広く利用されている現在，誤飲等による不幸な事例を減少させるべく努力し

ておりますが，万一， I燕下等による中毒患者が発生した場合でも救命出来ることを願って，この冊子

を作成致しました。中毒処置の参考にしていただき，救命の一助になれば幸いと存じます。

なお，本冊子作成に当り，種々ご指導賜りました諸先生方に厚くお礼申し上げます。
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パラコート含有

除草剤とは
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1 .パラコート を含有する除草剤には大別すると二種類あります。

(1) ジク ワット ジブロミドとパラ コート ジク ロリドとを主成分とするもの

「プリグロックス Lj

「マイゼット」

(2) パラ コート ジク ロリドを主成分とするもの

「グラモキソ ン」

「ノfラゼット」

2.各々の除草剤の成分性状等は，次の通りです。

(1) rプリ グロックス Lj，rマイゼット」

成分・含量:ジクワットジブロミド…… 7%の仏)

パラコートジクロリド…… 5% (号令)

界面活性剤，催吐性物質，色素，臭気性物質，苦味物質，水など…"'88%(%)

外観・性状:暗青緑色水溶性液体，ピリジン様の臭気あり。

pH : 4.0 (200C) 

急性経口毒性 (LD 50) :マウス ♂ 2，719mg/kg，♀ 2，629mg/kg 

ラット ♂ 2，083mg/kg，♀ 2，191mg/kg 

急性経皮毒性 (LD 50) :ラット ♂>  2， OOOmg/kg，♀ > 2 ， OOOmg/kg 

その他の毒性:変異原性，発癌性，催奇形性，次世代への影響はいずれも実験動物で認められ

ない。

(2) rグラモキソンj，rノfラゼッ ト」

成分・含量:パラコートジクロリド・・・…24%の令)

界面活性剤，催吐性物質，色素，臭気性物質，水など……76%のも)

外観・性状:暗青緑色水溶性液体，ピリジン様の臭気あり。

pH : 7.0士0.5(200C) 

急性経口毒性 (LD 50) :ラ ット ♂ 585mg/kg，♀ 495mg/kg 

急性経皮毒性 (LD 50) ラット ♂ 2，750mg/kg，♀ 3，520mg/kg 
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その他の毒性:変異原性，発癌性，催奇形性，次世代への影響はいずれも実験動物で認められ

ない。

3.使用方法

パラコート含有除草剤 (1プリグロックス LJ，1マイゼットJ)の使用方法は概略次の通りです。

10アール当り，製斉U600'"" 1， OOOmlを100'""150 Pの水に希釈し，雑草にむらなく散布する。

散布液が舞い上って，作物や有用植物に付着することがないよ うに低圧にするなど注意して散

布する。

4.主成分の物理化学的性質など

(1) ジクワッ トジブロミド

化学名 1， l'ーエチレン-2，2'-ビピリ ジリウムジブロミド

構造式:

[C(やJ.2B一
分子式:C12H12N2Br2 

分子量:344 (ジク ワットイオンとしては184)

安定性:酸性，中性水溶液中で安定，アルカリ性水溶液中で徐々に加水分解。

蒸気圧:測定限界以下。

(2) パラコート ジク ロリド

化学名 1， 1'-ジメチル-4，4'ービピリ ジリウムジク ロリド

髄式:[cド 0-0七CHJ.2Cl-
分子式:C12H14N2C12 

分子量:257 (パラ コートイオンとしては186)

安定性:酸性，中性水溶液中で安定，アルカリ性水溶液中で徐々に加水分解。

蒸気圧:測定限界以下。
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パラコート の生理活性は次の化学反応にもとずいて発生するものと考えられており，ジクワット

もパラコートと同様の生理活性機構を持つものと考えられております。

(1) 

0/ー) 、〆パ ラコートイオン 、 / NADPH 
(ォキ訂わオン) ジクワットイオン ¥1 

I -+-i酵素

02 /"パラコートラジカル〆 '" NADP十
(酸素) ジクワットラジカノレ

炭酸ガ

(2) 
02(ー) + 

( スーパー ) 
オキサイドイオン j

(ー) 2H+ 
H202 + 02 

酵素
(過酸化水素)

(3) H202 

(過酸化水素)

+ 02(-) Fe3+‘ OH 
(水酸ラジカル)

+ OH-
、
|
|
|
/

の
40
 
+
 

〆
1
1
1
1
1
1
、

(一重項酸素)

式(1)の右辺は一般に生体内で行われているエネルギ一発生機構の一部です。パラコートイオンは

この系に入ると還元されてパラコートラジカルになります。生成したラジカルは還元力が強く，酸

素に出合うとそれを還元してスーパーオキサイドイオンを生成し，自身は酸化されてパラコートイ

オンにもどります。 (2)式に示すようにスーパーオキサイドイオンは水素イオンと反応して過酸化水

素を生成し，さらに(3)式に示すようにスーパーオキサイドイオンは過酸化水素と反応して水酸ラジ

カルを生成します。従って，結果的にはパラコートラジカルが生体内で、酸素にふれると，これらの反応

が促進されて多量の過酸化水素や水酸ラジカルなどを発生させ，それらが生体に障害を与えること

になります。

* 松中昭一他:グラモキソン， P 35 (1973) [グラモキソン協議会発行〕
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植物体では:ジクワット，パラコートが植物体に入ると，葉緑素，酸素と共に光合成過程で前

記の反応を引き起こし，急激にかつ高濃度の過酸化水素を発生集積させ，植物体

を急速に脱水枯死させます。

土壌中では:ジクワッ ト，パラコートは土壌に強く吸着され，完全に固定されてしまいます。

また吸着されたジクワット，パラコートはそのまま不活性化されます。

動物体では:ジクワット， パラコートが動物体内にとり込まれると，酸素と反応し，過酸化水

素や水酸ラジカルを生成し，細胞膜の脂質を酸化し変質させてしまうことが考え

られます。

従って，ジクワット，パラコートが眼や皮膚に付着したり，鴨下したりした場合の処置としては，

まず付着または駅下したジクワット，パラコートを迅速に取り除くことが大切です。付着した場合

は直ちに十分に水洗して下さい。聴下した場合には吐気，幅吐が起こりますが，さらに大量の水を

飲ませて幅吐物の着色がなくなるまで繰り返し吐かせ，胃洗浄し，さらに吸着剤(天然ケイ

酸アルミニウム，べントナイト，薬用炭，イオン交換樹脂など)の経口投与と下剤の投与を繰り返

して，ジクワット，パラコートを早急に体外に排世して下さい。

ジクワット，パラコートは，胃では吸収されず，腸で吸収されるものと考えられています。腸で

吸収されなかった大部分はそのまま糞便中に排世されますが，一部は腸壁に留まり，徐々に吸収され

ます。吸収されたジクワット，パラコートの90%以上は48時間以内に尿中に排世されますが，腎臓

障害を起こした場合などには排世が遅れ，血液中の濃度が上昇します。

ジクワッ ト， パラコートの血中濃度と，症状との聞にはかなりの相関があり，血中濃度が低い場

合は適当な処置で治癒しますが，高い場合にはパラコートにより肺に不可逆性の障害を引き起こす

ことがあります。鴨下後体内に吸収される前に，出来るだけすみやかに除去することが最も重要と

なります。なお，ジクワットはパラコートと異なり，肺に積極的に蓄積されることはなく，不可逆

性の肺障害を起すことはありません。さらに血中の濃度を低下させるためには，活性炭を用いた吸

着型血液浄化器による血液濯流や，腎に障害がある場合には血液透析を繰り返し行うことが重要で

す。

これらの処置の効果を確認する場合，尿中の定性分析は簡単な方法で，約 1ppmまでのパラコートが

検出できます(13頁参照〕。この場合，着色用に添加されている色素は血中に吸収されませんので、

尿の定性反応に影響を及ぼすことはありません。血中のジクワット，パラコート濃度は，中毒の程

度の指標となりますが，迅速な測定が一般には困難ですので，臨床症状と尿の定性反応を治療の

指標として下さい。
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日燕下した場合の

症状と処置法*
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パラコート含有除草剤を礁下したとき，少量でしかも稀釈してあった場合にはほとんど症状が現

われないことがありますが，一般に，原液を聴下すると激しい幅吐，腹部不快感，下痢などがあり，

口腔，咽頭，食道，消化管にわたり粘膜の炎症，康澗が見られます。多量 (200ml以上)に鴨下した

場合は，ショック，震え，けいれんが起こり，意識不明になることもあります(第 1段階)。

暗黒下後，胃洗浄，腸洗浄， DHPなどの処置をせずに放置すると，おそくとも 2'"'-'3日目に，

腎，肝に機能障害が現われ，乏尿，無尿となり，黄痘，肺水腫などが出現することもあります。

これらの機能障害の程度は吸収された量により差があります(第2段階)。

早い場合には 2'"'-'3日目から，咳験，暗疾，呼吸困難などの肺障害症状と，捻髪音が聴診され，

10日目頃になるとX線写真では肺門部の斑状の陰影が線維症の陰影へと変って行くことがありま

す(第3段階)。

このようにパラコート含有除草剤礁下による症状は，次の 3段階に分けられます。

第1段階:ショック(大量腕下時)，粘膜の炎症，康澗による消化管障害

第2段階:肺水腫，肺出血および腎，肝などの内臓機能障害

第3段階:間質性肺炎，肺線維症に至る肺機能障害

第1段階の消化管障害に対しては，粘膜保護剤，あるいは二次感染防止のための抗生物質製剤投

与が，第2段階の内臓機能障害に対しては鴨下後早期の血液濯流，血液透析などによる障害増悪の

軽減，抗炎症剤の投与が，また肺水腫，肺出血に対しては呼吸管理が必要です。第3段階の肺機能

障害では不可逆性の細胞変化が起こります。

* L. L. Smith 

名取 博

名取 博

名取 博

山下 偉I
荒井達夫

小坂二度見

鵜飼 卓

S Okonek 

S Hoffman 

名取 博

他:Effective treatment for paraquat poisoning in rats and it's relevance to 

treatment of paraquat poisoning in man， Brit. Med. ].， 4， 569 (1974) 
他:パラコート肺，呼吸と循環， 25(5)， 409 (1977) 

他:胸部X線像の読み方-paraquat肺，内科， 41， 827 (1978) 

他:除草剤ノfラコートによる呼吸不全，現代医療， 11: 1175 (1979) 

他:急性ノマラコート中毒の病態と治療，救急医学， 4 (4)， 399 (1980) 

他:パラコー卜肺，内科， 47(2)， 234 (1981) 

他:グラモキソン中毒， ICUとCCU，6， 637 (1982) 

他:中毒に対する吸着型血液浄化法， ICUとCCU，6 (12)， 1015 (1982) 

f也:Successful Treatment of Paraquat Poisoning : Activated Charcoal Perfusion 
and Continuous Hemoperfusion，J.Toxicol : Clin. Toxicol.，19(8)，807 (1982'"'-'83) 

他 SuccessfulManagement of Severe Paraquant Poisoning: Chest. 84. J uly (1983) 
P.107. 

他:パラコート中毒症の肺病変，呼吸， 5 (4)， 389 (1986) 
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このため，鴨下後の処置の成否は畷下されたジクワット，パラコー卜が吸収される前にいかにし

て早く消化管内から取り除き腸からの吸収をおさえ，血液中から除去するかということにかかっ

ています。従って，日匝吐，胃洗浄などの処置後，出来るだけ早く吸着剤の投与を繰り返して，腸管内

のジクワット，パラコートを完全に除去することが重要です。この後，活性炭を用いた吸着型血液浄

化器による血液濯流，血液透析などで強力に治療することが必要です。

ジクワット，パラコートは，現在市販されている他の農薬とは全く違った作用機構をもっていま

すので，有機リン剤やカバーメート剤等による中毒に対して用いられるパム，硫酸アトロビンは全

く効果がありません。鴨下量の多少，中毒症状の発現の有無にかかわらず，直ちに下記の一連の処

置を行って下さい。

1 .ただちに幅吐させ，胃洗浄を行って下さい。

ただちに幅吐させ，ひきつづき多量の水で胃洗浄を行って下さい。ジクワット，ノfラコートは

いずれも極めて水に溶けやすい化合物です。多量に腕下した後，時聞が経過していると，咽頭，食道

などが康潤していることもありますので，これらの粘膜を損傷しないように充分注意して下さい。

また消化管全体の粘膜が康澗し，食道穿孔による縦隔炎を併発していることがありますので，そ

の対症療法も必要です。激しい幅吐が続く場合には，鎮静剤(パーフェナジンなど)を投与して

鎮静して下さい。パラコート含有製剤に添加されている催吐性物質のヒトの体内における半減期

は約2時間です。

2.吸着剤*(天然ケイ酸アルミニウム，ポリスチレンスルホン酸樹脂など)を経口投与

して下さい。

ジクワットやパラコートが土壌に完全に吸着され不活性化される性質を利用して，粘土鉱物を

経口投与し，胃腸内のジクワット，パラコートを吸着させて体内への吸収を防止することが出来

ます。天然ケイ酸アルミニウム〔局方:アドソルビン(三共)，スプランチンワイス(鐘紡薬品)Jの

微粉末を 5-----10%添加した20%マンニトール液を，出来るだけ多く (1-----2f)飲ませて下さい(天

然ケイ酸アルミニウム微粉末50-----100gを20%マンニトール液 1fに加えてよくかきまぜて懸濁

液を作って下さい)。マンニトール液のかわりに，吸着剤の水懸濁液に下剤(硫酸マグネシウム，

クエン酸マグネシウム等)を添加したものでも代用できます。懸濁液の大量投与が困難な時は，分

割して繰り返し飲ませて下さい。マンニトールや下剤を懸濁液に添加するのは，吸着剤が胃腸内

で固化する前に排世させるためです。排世が起こらない時は，高圧濯腸などを併用して下さしユ。

* D. C. Staiff 他:Screening of various adsorbents for protection against paraquat poisoning，Bull. 
Environ. Contami. Toxicol.， 10(4)" 193 (1973) 

須賀 肇 他:ケイキサレート，カリ メート，活性炭のパラコート吸着量について，第10回救急医学会

総会講演要旨 (1982.9 .札幌)

- 7 



この処置は排j世物が吸着剤だけになるまで繰り返し行って下さい。天然ケイ酸アルミニウムがな

い場合には，効果は多少劣りますが，べントナイト(局法)または薬用炭(局法:活性炭)を吸着剤

として用いて下さい口

腸洗浄は，胃チュープあるいは十二指腸造影用カテーテノレを幽門下部まで挿入して吸着剤懸濁

液の投与を行い，排j世物が吸着剤だけになるまで繰り返して下さい。また，体液の電解質バラン

スに十分注意しながらこの処置を行って下さい。

吸着剤としては，天然ケイ酸アルミニウムなどの他にケイキサレート@，カリメート@などのイ

オン交換樹脂も利用出来ますが，これらを使用する場合は，体液の電解質バランスには十分注意

して下さい。

3.活性炭を用いた吸着型血液浄化器により血液濯流*を行って下さい。

この方法は，急性薬物中毒などの場合，血液を特殊な活性炭カラムに濯流し，血液中より薬物

を直接に吸着して除去する方法です。この方法は，薬物中毒の際の血中薬物を除去する方法とし

て非常に有効です。ジクワットやパラコートの除去は，尿中の定性反応が陰性になるまで続けて

下さしユ。吸着型血液浄化器がすぐに使えない時は応急的に通常の血液透析や腹膜濯流を行って下

さし〉。

また，最近ではへモフィルトレイ ションによる血祭交換法も有効との報告もあります。

4.血液透析を行って下さい。

腎機能障害が認められる時には，人工腎臓に吸着型血液浄化器を組合せて血液透析を行うか，ま

たは腹膜濯流を行って下さい。血液透析を数日間くり返すことにより，腎機能障害による症状を

軽減し，ジクワット，パラコートの血中濃度も低下させます。

5 腎機能が正常な場合には強制利尿を行って下さい。

腎機能が正常な場合には強制利尿を行って下さい。この場合には利尿剤を用い，輸液も行って

下さい。ジクワット，ノfラコートは水に対する溶解性が大きしこれにより血液中の濃度を低

下させることができます。しかしながら電解質のバランス保持には十分注意して下さい。また，

すでに腎機能障害が認められ乏尿，無尿の場合には，肺水腫などがおこる可能性がありますので

ご注意下さい。

*吉田

稲垣

薫 他:パラコート中毒10症例に対するDirectHaemoperfusionの効果検討，日本腎臓医学

会誌， 22(8)， 1001 (1980) 

豊他 :急性薬物中毒における plasmapheresis，charcoal hemoperfusionおよび

hemofiltrationの治療経験，腎と透析， 10(3)， 434 (1981) 
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以上の処置の聞に，尿の定性分析を行って下さい (13頁参照〕。この方法では，尿中にパラコー

トが約 1ppm以上あると検出されます。暁下後48時間以内に行った定性分析でパラコートが検出さ

れなかった場合は，鴨下量が少なく，処置も効果的であり，血液中のパラコート量は腎，肝，肺

などの組織への影響が少ない量であろうと推定されます。また，動物実験の結果から，酸素吸入は

パラコートの肺障害を助長すると考えられますので，その使用はできるだけ遅らせ，必要最小限の

濃度または流量として下さい(Pa0250'""'-'60mmHgを上限とする)。

6 粘膜保護剤，抗生物質製剤を投与して下さしく

消化管の炎症，康澗などには粘膜保護剤あるいは抗生物質製剤などによる対症療法を行って下

さい。また，呼吸器症状などに対してプレドニソ、ロンなどのステロイド剤のパルス療法や，アザ

チオプリン，ビタミンEが有効であるとの報告もあります。

尿の定性反応が陰性になり，腎，肝の障害もとれ，肺の異常が認められない場合には，処置は

成功したものと考えられますが，しばらくの聞は症状にご注意下さい。

中毒から回復した後は，後遺症は残りません。

* 甲 田 豊他:パラコート中毒に対する治療一一メチルプレドニソ、、ロンパルス療法と血液浄化法

の併用，日本医事新報No.3101，43 (1983) 

秋田宏弥他:パラコート中毒治療法の検討，救急医学 8(7)， 865~868 

J.A.Lathwaipe : Paraquat poisoning，Brit.J.of Clinical Practice，30(3)， 71 (1978) 

渡謹直子他:パラコート中毒の病態と治療一一パラコート中毒に Direct Hemoperfusionを行

いVitamineEを大量投与し救命し得た一例一一，基礎と臨床， 17(4)， 37 (1983) 
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.......，tlll........'IIII.........IIII.........tllI........炉 0111・...........，LIII...........'IIII........併 'IJII'

吸入した場合の

症状と処置法

ジクワット，パラコートは蒸気として揮発することはなく，しかも殺虫剤や殺菌剤と異なり地上

の雑草にのみ低圧で散布する除草剤であり，通常の噴霧粒子*は，吸入される程には小さくありませ

ん。散布作業中に噴霧を吸い込んだりすることはなく，突発的な逆風で一時的に噴霧を吸入したと

しても障害はありません。万一，誤って散布液の霧を長時間にわたって大量に吸い込んだりした場

合には，粘膜に炎症を起こし，鼻血が出たり，のどが痛くなったりすることが考えられます。しか

し，散布には100~500倍に稀釈した液を用いますので量的にも少量で全身的な影響はほとんど現わ

れません。万一症状が現われた場合には作業を中断し，露出部を水洗し，うがいなどを十分行って

静養すれば回復します。

* J. c. Gage : Toxicity of paraquat and diquat aerosols generated by a size-selective cyclone: 
Effect of particle size distribution， Brit. ].Industr. Med.，25， 304 (1968) 
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司.ト . 1111・司・... . ， 1 11 1 • 司.ト吋 11 1 ' 司..・， 11・ I 司... .， 111ド 司・・・，111・司・ー ・ 111 1 司.ト 01111

眼に入った場合の

症状と処置法牢

司.‘・1111・司e・"'，1111'司....，1111'司...'IU.'.... ト，1111'''''ト，111"司.ト叶111"司"，，111'

パラコート含有除草剤の原液濃厚液が眼に入ると，かなり激しい炎症がおこります。

症状は比較的ゆるやかに現われ，受傷後早期に験結膜と球結膜充血がみられ，数日にして結膜の

偽膜形成，角膜の浮腫と浸潤を伴うびまん性表層角膜炎，上皮剥離およびデスメ膜敏襲形成が生じ

ることが多い。一見アルカリ外傷に似ていますが，アルカリ外傷程重篤な障害および後遺症は残り

ません。時に軽度な虹彩炎あるいはブドウ膜炎を合併し， 1"-'2週間のうちには次第に軽快し始め

ることが多く，それにも拘らず完全に治癒するまでの期聞が非常に長いのが特徴的です。また，受

傷時に低下した視力も治療約 1ヶ月後には回復します。ほとんどの場合後遺症は残りません。

飛沫が眼に入ったら直ちに清水で10"-'15分間洗眼して下さい。角膜や結膜上皮に剥離が認められ

ているときには，対症的な治療を行って下さい。また病変の癒痕化の予防および炎症を抑えるため

に，感染予防を充分に考慮、した上で，早期よりステロイド内服，ステロイド点眼を行って下さい。

さらに，二次感染を防止するための抗生物質を含んだ点眼薬を併用して下さい。角膜や結膜の上皮

が再生する際に肉芽が生成することがありますので，その際には局部にステロイド剤を塗布するな

どの療法を行って下さい。〔処置例 24頁参照〕。

参考データ:本製剤原液のpH……4.0

本製剤100倍希釈液の浸透圧・.. . . .1 ， 404mOsm/L 

*藤田邦彦 :除草剤グラモキソンによる角膜の chemicalburn，農村医学，22， 194 (1973) 

藤田邦彦 .除草剤グラモキソン (Paraquat)によ る角結膜の chemicalburnのl例，臨床眼科，

2702~ 1399 (1973) 

一国郁夫他:除草剤グラモキソンによる眼部腐蝕の 1例について，眼科臨床医報，20(4)，21(1976) 

杉本達芳 :除草剤パラコート による眼障害の発症とその軽減，第49回日本産業衛生学会講演集，

P 46 (1976) 

大石省三他:グラモキソン (paraquat)除草剤による眼障害，日災医誌， 24(2)， 113 (1976) 
大石省三他.グラモキソン(paraquat)による眼障害，日災医誌， 24(4)， 187 (1976) 

唐井一郎他:除草剤 Paraquatによる涙道閉鎖の一例，産業医学， 23， 552 (1981) 

仁躍美奈子他 :新しいパラコート含有除草剤による角膜腐蝕の 2例，臨眼， 47(3)， 426 (1993) 
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-・1[11'.........11'........，1111..........1111.......酔 .1111........・，"・.-吋1111'..... ・h・1111'

皮膚についた

場合の症状と

処置法*
司.....'11'司....，.111'司.....'111司.....，]11司.....111'司.，1111司.....1111司...・.11'

パラコート含有除草剤の散布液は健康な皮膚からは直接に吸収されることはありませんが，傷口

や粘膜からは吸収されることがあります。

原液が皮膚についた場合，刺激性があり，放置すると炎症をおこしたり水痘が出来ることもあり

ます。原液が爪についたまま放置すると，白斑ができたり，爪割れや剥離をおこすことがあります。

しかし，新たに生えてくる爪は正常で，爪の成長と共に治癒します。

パラコート含有除草剤の原液で衣服が濡れたり，皮膚に付着したりした場合は直ちに皮膚を石け

んと水で十分に洗い，衣服も洗って下さい。散布液が皮膚に付着したり，衣服が濡れたりした場合

はすみやかに洗い落し，洗濯するなどして下さい。

皮膚に障害が現われた場合には，症状に応じて一般的な対症療法を行って下さい。

* P. D. Samman 他:N ail damage associated with handling of paraquat and diquat.Brit.Med.J.， 1969. 
818. 

堀内信之他:農薬による接触皮膚炎，第77回日本皮膚科学会学術大会，講演要旨(1978.5.20仙台)

亀井清光他:皮膚より吸収されたと思われる Paraquat中毒の 1剖検例，内科， 48(1)， 156 (1981) 
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司.ト，1111 '司"' ， 1111・司""1111 '司.俳句111 1 •司..叶11' 司....， 1111. ....ト 'IW'司.ト，111 1 '司.ト，1111' 司.ト・ 1111'司""1111・司.. ・ 111 1 •司...， 111 1 '.... ト吋1111'

ジクワット，パラコートの

分析法*

司..叫11 1 '司"，， 1111 '司"'， 111 1 ，司.ト什111 '司.，.. ，1) 1 1 '司....1111 ，吋.. ・ 1111、.ト ， 1111 ' 司.. ‘ 111 1 ・司.. ・ 111 1 •司..叶1111 司eト・，11ド司"" 111 1・司・þoo. ' ， IIII'

無色のパラコートイオンはアルカリ性水溶液中でハイドロサルファイトナトリウムなどの還元剤

により 1電子還元を受けると，安定なパラコートラジカルに変化して青色に発色します。パラコー

トは古くからメチルビオローゲンという酸化還元指示薬として知られていました。ジクワットも同

様の反応でジクワットラ ジカルとなり黄緑色に発色します。

cvCNtCH:T CH-C+-cH 
パラコートイオン (無色)

ジクワットイオン (無色)

還元

酸化

パラコートラ ジカル(青色)

、_NI ¥N圭d
'¥ / CH2-CH2 

ジクワットラ ジカル(黄緑色)

発色したラジカルは放置すると酸素などで酸化され再び無色のイオンにもどります。

パラコートのラジカルの発色が肉眼で、識別出来るのは約 1ppmまでです。

1 .尿の簡易定性分析法

① 2本の試験管に約 5mlず、つの尿を取り， 1本の試験管を対照とします。他の 1本に水酸化ナト

リウムを少量 (O.lg)加えて，少し溶けるまで、振って下さい(アルカリ性にすると発色したラジ

カルが安定します)。

② さらにハイドロサルファイトナトリウム (NaZSzu4) を少量 (0.1g)加えて振ると，ジクワッ

ト，パラコートが存在すれば直ちに青~黄緑色に発色しますので，対照と比較します。尿の色が

薄いと青色ですが，濃いと緑色(黄+青)に発色します。但し，発色した色は尿中(あるいは空

気中)の酸素などと反応して時間の経過とともに消えてしまいますが，再びハイドロサルファイ

トナトリウムを加えると発色します。識別可能な程度のうすい発色で，パラコート濃度は約 1ppm 

* 田 中 晃他:検査ファイル一一パラコート一一，検査と技術， 16(2)， 172(1988) 

* 分析法については別刷がありますので，ゼネカ側農薬事業部までご請求下さい。
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と推定されます。

ハイドロサルファイ卜ナトリウムは本冊子末尾に添付してあります。

患者の尿が，この定性分析法で発色した場合は前記 (6-9頁)の処置を続けて下さしユ。鴨下後

48時間以内で尿が発色しない場合には，ジクワッ ト， パラコートの吸収量は少なく，臓器への障害

は少ないものと考えられます。

また，尿にアルカリを加えただけで暗青色になる場合がありますが，このような場合は，尿を10

倍~100倍に薄めてか ら上記の方法により呈色反応を見て下さい。なお，パラコ ート含有製剤の着色

に用いられている青色色素は血液中に吸収されませんので，尿の定性反応に影響を及ぼすことはあ

りません。

なお，尿の色が濃い場合および上記のように尿にアルカリを加えただけで暗青色になる場合には，

後述のセップパック C18カートリッジによる精製 (P.15 分析方法)を行ってから，定性分析を行

って下さい。

11 .定量分析法

1 .高速液体ク口マトグラフ分析法* (H P L C法)

尿中あるいはその他の試料中のジク ワットおよび、パラコートは，高速液体クロマトグラフによ

り，同時分析することができます。

ジク ワットおよび、パラコートを含む試料を，セップパック C18カートリ ッジを用いる精製法に

より精製し，高速液体クロマトグラフを用いて分析します。検出にはuv検出器を用いますが，
l波長で同時検出する際は290nmで検出して下さいo 2波長でジクワットおよびパラコートを

各々検出する場合には， 313nm (ジクワット)および、257nm(パラコート)で検出して下さい。

最小検出量はジクワットおよび、パラ コートとも， 1波長の場合は約0.5μg，2波長の場合は約

0.2μgです。

試薬・装置等

1 .供試試料

尿またはその他試料 (1~5ml)

2.試薬・器具等

1N水酸化ナトリウム溶液

* R. Gill， S.c. Qua and A.C. Moffat:High-performance liquid chromatography of paraquat and diquat in 
urine with rapid sample preparation involving ion-pair extraction on disposable cartridges of octadecyl 

silica.]. Chromatography， 255， 483 (1983). 
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メタノール

O.lN塩酸

セップパック C1Bカートリッジ (Waters社)

1-ヘキサンスルホン酸ナトリウム

ジエチルアミン

リン酸

ジクワット標準液:ジクワットジブロミドとして18.7mg/ .eの水溶液

(ジクワットイオンとして10μg/ml)

パラコート標準液:パラコートジクロリドとして13.8mg/ .eの水溶液

(パラコートイオンとして10μg/ml)

(注意:ジクワットおよび、パラコート標準液は直射日光をさけ，冷蔵庫に保管して下さい。)

3.装置

高速液体クロマトグラフ (UV検出器付)

分析方法

1.前処理

① 血液試料を分析する場合には，あらかじめ除タンパクをして下さい。血液 1mlに， 3%過

塩素酸溶液または10%トリクロル酢酸溶液を 4ml加え， 1，200 g (3， OOOrpm)で10分間遠心分

離し，上清液および沈殿物の洗浄液を得ます。

尿試料の場合，除タンパクの操作は必要ありませんが浮遊物のある場合は遠心分離を行い

その上澄液を使用して下さい。

② 試料溶液に 1N水酸化ナトリウムを加え pH10'"'--1lに調整します。

2.セップパック C1Bカートリッジによる精製

(カートリッ ジはWaters社製のものが市販されています口)

① カートリッジの一端に注射筒を接続させ，蒸留水5mlを注入し，プランジャーを押して蒸

留水をカートリッジに流します。同様にして，メタノール 5ml，蒸留水20mlを順次流し充填

剤を活性化させます。

② pHを調整した試料溶液を同様の操作によりカートリッ ジに注入します。

③蒸留水3ml，メタノール3ml，次いで蒸留水5mlで、カートリッジを洗浄します。

④ 次に，0.lN塩酸2mlおよび蒸留水3mlを順次流し，パラコートイオンならびにジクワットイ

オンを溶出します。



⑤ 溶出液を 5ml定容とし(必要に応じて蒸留水を加える)，下記の方法に従って比色定量を行

って下さい。

3.HPLC条件

カラム:Zorbax 0 D S 4.6mm<t X 250mm 

カラム温度:450C 

移動 相:7.5mM 1-ヘキサンスルホン酸ナトリウム， 0.lMジエチルアミン， 0.2Mリン酸

混合溶液

流速:1.Oml/分

測定波長 1波長の場合290nm;2波長の場合313nmおよび、257nm

注入量:25μ2 

上記条件による保持時間は，ジクワットは約5.6分，パラコートは約7.0分です(標準サンプ

ルを用い比較同定して下さい)。

4.検量線の作成

ジクワットおよび、パラコートの標準液 (0.5，-.，._.2 0μg/mlより適当な濃度を 3点以上選ぶ)を用

い，ピーク面積(あるいはピーク高)から検量線を作成します。

円

h
U



2.比色定量分析法*

血中あるいは尿中のジクワットおよび、パラコートは比色法によっても定量分析が可能です。血液

試料あるいは尿試料を精製し，定性分析法と同様に発色させてその吸光度を測定し，ジクワットお

よび、パラコートの検量線から濃度を算出する方法です。検出限界は約0.5ppmです。

試薬・装置等

1 .供試試料

血液 (1------5ml)または尿(5 ml) 

2.試薬

3%過塩素酸溶液または10%トリ クロル酢酸(除タ ンパク剤)

1N水酸化ナトリウム溶液

メタノーノレ

O.lN塩酸

1%のハイドロサルファイトナトリウム(Na2S2U4)を含む 1N水酸化ナトリウム溶液(発色試薬)

(注意:発色試薬は使用時直前に調製し，調製後2時間以上経過したものは使用しないで下

さい。)

セップパック Csカートリッジ (Waters社)

パラコート標準液:パラコートジクロリドとして13.8mg/Pの水溶液

(パラコートイオンとして10μg/ml)

ジクワット標準液:ジクワットジブロミドとして18.7mg/ Pの水溶液

(ジクワットイオンとして10μg/ml)

(注意:ジクワットおよび、パラコート標準液は直射日光をさけ，冷蔵庫に保管して下さい。)

3.装置

比色計または分光光度計

遠心分離器

分析方法

1 .前処理

① 血液試料を分析する場合には前項の高速液体クロマトグラフ分析法による定量分析法の試験

操作に従い3%過塩素酸溶液または10%トリクロル酢酸溶液を用いて除タンパクして下さい。

尿試料の場合，除タンパクの操作は必要ありませんが，浮遊物のある場合は遠心分離を行い，

* 角 田 紀子 : Sep-Pak C18カートリ ッジによるパラコートの選択的抽出，衛生化学，29(4)， 206 
(1983) 

日本薬学会編 :薬毒物化学試験法注解増補版 P.394南山堂 (1985)
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その上澄液を使用して下さしユ。

② 試料溶液に 1N水酸化ナトリウムを加えpH10~1lに調整します。

2.セップパック C18カートリッジによる精製

(カートリッジは Waters社製のものが市販されています。)

① カートリッジの一端に注射筒を接続させ，蒸留水 5mlを注入し，プランジャーを押して蒸

留水をカートリッジに流します。同様にして，メタノール 5ml，蒸留水20mlを順次流し充填

剤を活性化させます。

② 前処理②でpHを調整した試料溶液を同様の操作によりカートリッジに注入します。

③ 蒸留水3ml，メタノール 3ml，次いでト蒸留水 5mlでカートリッジを洗浄します。

④ 次に， 0.1N塩酸2mlおよび蒸留水3mlを順次流し，ジクワットイオン並びにパラコートイ

オンを溶出します。

⑤ 溶出液を 5ml定容とし(必要に応じて蒸留水を加える)，下記の方法に従って比色定量を行

って下さい。

(精製法の変法)

ジクワットイオンおよびパラコートイオンはH+型の陽イオン交換樹脂に吸着されるためイ

オン交換カラムクロマトグラフィーによっても試料の精製が可能です。

〔試薬等〕

2.5%:Yv塩化アンモニウム溶液

飽和塩化アンモニウム溶液 (270g/ f) 

2N塩酸

陽イオン交換樹脂 PermutitZeo-Carb 255 (52~ 100 mesh) 8 % D V Bまたは Dowex

AG50W-X8 

〔操作法〕

① 適当な大きさのカラムに湿らせた Zeo-Carb225樹脂あるいは Dowex樹脂 1~ 2mlを

充填します。

② 蒸留水50mlで流下洗浄します。

③ Zeo・Carb樹脂の場合はさらに 2N塩酸20mlおよび、蒸留水50mlで順次流下させて下さ

い (H+型として使用する)。以上の操作は流速 5ml/分以下で行って下さい。

④ 除タンパクした血液試料あるいは尿試料 (pH調整の必要はありません)を流速 5ml/

分以下で流下させジクワットイオンおよびパラコートイオンを吸着させます。

⑤ 次いで，蒸留水25ml，2 N塩酸50ml，蒸留水25ml，2.5%塩化アンモニウム溶液25mlお

よび、蒸留水25mlを順次流速3凶/分以下で流下させ試料爽雑物を洗浄除去します。

⑥ ひき続き飽和塩化アンモニウム溶液を流速 1ml/分以下で流下させ，ジクワットイオ
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ンおよびパラコートイオンを遊離溶出させます。初めの流分25mlを秤取して下記の方法

に従い比色定量を行って下さい。

3.比色定量

① 上記操作により得られた溶出液5ml に発色試薬0.5mlを加えます。

② 5分以内に波長430，550， 600および、650nmで、吸光度を測定します。

測定の対照液は蒸留水 5mUこ発色試薬0.5mlを加えた液を用いて下さしユ。

③ 得られた吸光度を次式により補正し，検量線よりジクワットおよび、パラコートのイオン

量 (μg) を求めます口

ジクワットの吸光度補正式

E D = E430 -0 . 3 X Ep 

但し， ED ジクワットの吸光度補正値

Eω : 430nmにおける吸光度実測値

パラコートの吸光度補正式

pu
一+一2

E
一pu 

一一P
 
E
 

但し， Ep:パラコートの吸光度補正値

E550， E6仙 E650: 550， 600， 650nmにおける吸光度実測値

4.検量線の作成

一定量のジクワット標準液並びにパラコート標準液を適宜希釈して得た所定濃度液 5mlに発

色試薬を加えて発色させます。

ジクワットの場合は430nmの吸光度を測定し，パラコートの場合は550，600および、650nmでの

吸光度を測定し補正値より検量線を作成します。

5.計算

試料中のジクワットイオンおよびパラコートイオン量は次式により算出されます。

AX 
ジクワットイオンまたはパラコートイオン量 (μg/ml) =1T

但し， X 検量線より求めた溶出液中のジクワットイオンまたはパラコートイオン含量

(μg/ml) 

A:最終液量(溶出液量;ml) 

B:供試した試料液量 (ml)
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(比色定量法の変法)

パラ コートの呈色は比較的安定ですが，ジクワットの呈色はやや不安定でパラコートに比

べ速く退色する傾向があります。そのため，発色後すみやかに吸光度を測定することが肝要

です。

ジクワットは紫外部にパラコートに影響されない吸収帯をもっているため， 400nm以下に

妨害吸収を示さない試料については，発色させず、に紫外部吸収極大波長310nmをもって定量

することも可能です。

nu 
つ臼
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処置例(抄)

司... .. 111 1 ・司...・111 1 •司.ト ' 111 1 ，司.ト哨1 1 . ....ト .1111 .司... .' 111 1 •司...岬1 ..... . .111' .

処置例 1 救命し得たパラコート肺線維症の 2例

要 ヒー
閏

〔日本農村医学会誌40(4)，548-554 (1996) J 

秋田県平賀総合病院大久保俊治，木村啓二，渡辺一，林雅人

三浦修，佐々木司郎

〔救命2症例のうち 1症例を以下に紹介する。〕

会社員:57歳男性，身長152cm，体重50kg

既往歴:高血圧，腰痛にて受療中。

家族歴:特記事項なし。

現病歴:平成2年12月11日，妻が帰宅したところ，玄関でジクワット・パラコート混合液

剤を飲んでいるのを発見し，取り上げた。飲んだ量は不明だが妻は100ml位と話し

ている。近医受診し胃洗浄を受けた後， 2時間後救急車にて本院に移送。

初診時所見:体温36.9
0

C，血圧130/70mmHg，脈拍72/分，呼吸数18/分，顔面紅潮，アルコール

臭あり，頻回の幅吐と飲酒のためと思われる不穏状態を呈していた。その他理学

所見に著明な異常を認めない。

尿中パラコート中等度陽性，血中ノTラコート濃度1.14μg/ml，pH7. 417， PaC0240. 7 

mmHg， Pa0281.3mmHg， HC0221.0mMol/L (大気吸入下)

入院後経過:胃管挿入の上，活性炭，ケイキサレート・マグコロールによる全腸管洗浄，強制

利尿を行い，直接血液ろ過 (DHP)を施行した後CCUにて管理した。

DHPは第1病日から 3日間 1日1回施行，血中ノマラコート濃度は漸減し第3病

日より検出限界以下となり，不穏状態，血圧の不安定は第7病日以降消失した。

第3病日の動脈血液ガス分析でPa0268.5mmHgと減少したためソルメドロール

1，OOOmg/日のステロイドパルス療法を 3日間施行し，引き続きプレドニン40mg経

口投与を開始した。Pa02は正常化していたが，第41病日になり Pa0267.6mmHgと

再び低下し，胸部X線写真でも両側下肺野に間質性異常陰影を認めたためプレド

ニンを60mgに増量しパルス療法を再施行した。 Pa02は次第に改善し第114病日以
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降はほぼ正常となった。肝機能は第10病日の GOT/GPT94/181IU/L，腎機能は第

7病日の BUN/Cr38. 6/1. 9mg/ dlが最高値で、あり，肝腎障害は軽度で、あった。入院

時赤血球388万/mm3，ヘモグロビン13.6g/ dl，ヘマトクリット39.1%であったが，

第 3病日に255万/mm3，8. 7g/ dl， 25.4%と著減したが吐下血はなく，便潜血反応も

陰性で，後に行った上部・下部消化管検査でも異常を認めなかった。第36病日に

は313万/lIIm3，10. 3g/ dl， 30.6%に回復し第100病日には正常値に復した。

処置例2 新しいパラコート製剤による急性中毒4例の検討

〔徳島医学会講演要旨 (1991年2月)J 

徳島大学救急部 矢野聖二，筒井朱美，藤永裕之，大西芳明，荒瀬友子

手術部 松本幸久

麻酔科 斉藤隆雄

我々 は， 1988年7月から1990年 7月までの 3年間に新ノfラコート製剤中毒の 4症例を経験した。

症例は58歳から80歳までの成人で，男女各2名であった。 ICU入室後ほぼ同様の治療を行い， 3 

例は救命しえたが1例は入室28時間後に死亡したD 死亡した症例では服毒後集中治療開始時聞が

7時間と長く，それに伴い入室時血中ノマラコート濃度も9.6μg/mlと著明に上昇していた。従来よ

りパラコート中毒患者の予後判定に Proudfootの生存曲線が用いられているが，山本らは服用後

集中治療開始時間と，来院時血中パラコート濃度の積を重症度指数 (SIPP)と定義し，数量的な

予後および生存期間の予測に有用であるとしている。 SIPPは，救命しえた 3症例で全例生存する

群に，死亡した症例で、はパラコートショックで死亡する群に入っていた。以上より，服毒後早期

より集中治療を開始することが重要で，予後判定には Proudfootの生存曲線の他に SIPPも有用

であると思われた。

その他以下の報告があります。

吉岡 敏治 他:パラコート濃度の希釈とダイコートの混入が救命率に及ぼす影響一一新旧製剤に
(大阪大学医学部)

よる中毒例の比較から，中毒研究， 2， 31 (1989) 

瀬尾喜久雄 他:パラコート系除草剤中毒;最近の動向，第17回救急医学会総合講演要旨(1989.10.
(岩手医科大学)

東京)

佐藤 寿一他:プリグロックス中毒の 8例，第17回救急医学会総合講演要旨 (1989.10.東京)
(筑波大学附属病院他)

表 哲夫他:パラコート中毒8症例の検討，第17回救急医学会総会講演要旨 (1989.10.東京)
(旭川赤十字病院)

大脇 為常 他:急性ノマラコート中毒の一救命例，第18回救急医学会総会講演要旨(1990.11.倉敷)
(健和会大手町病院)
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処置例3 新しいパラコート含有除草剤による角膜腐蝕の 2例

〔臨床眼科， 47(3)， 426 (1993)) 

鳥取大学医学部 眼科仁躍美奈子，永田正夫，玉井嗣彦

島根医科大学眼科早坂征次，俵稔長

要
ヒ己
目

〔症例:報告2症例のうち 1症例を下記に紹介する。〕

患者:男性， 46才

1991年9月5日，プリグロックス Lが右眼に飛入。ただちに患者が水道水で十分洗眼したが，翌

日より右眼異物感，視力低下を自覚し，近医受診。右眼表層点状角膜炎を認め，コンドロイチン

硫酸ナトリウム， 1 %硫酸アトロビン，抗生物質(硫酸ミクロノマイシン)点眼にて通院加療し

たが，症状不変のため 9月18日鳥取大医学部眼科紹介。初診時所見:視力右眼0.2(n. c.)左眼

l.5(n.c.)。眼圧は右12mmHg，左18mmHg。右眼に広範な角膜上皮剥離，デスメ膜敏襲，毛様充血，

前房内細胞を認めたが，中間透光体，眼底には異常所見なし。結膜嚢内涙液pHは7.4。角膜再生上

皮の接着性を高める目的でブイブロネクチン点目艮，消炎目的でプレドニソゃロン内服 (30mg/日よ

り)，抗生物質点眼を行った。

9月26日，角膜上皮剥離は消失し，右眼視力はl.5 (n. c.)に回復した。
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ランネート安全使用対策委員会
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ランネート中毒の症状(5ページ参照)

軽症及び中等症 徴候と症状

徴候及び症状の発現の順序は 口縮瞳(メイオシス)

まちまちです。 口筋肉の脱力

ランネート中毒の場合は数分 口徐脈

ないし、 1時間位で症状が 口頭痛、めまい

はっきり現れます。 口悪心、恒吐

口筋肉のけいれん

口 けいれん状の腹痛、下痢

口胸痛、端鳴

口鼻汁増加

口唾液分泌増加

口流涙

口けいれん

口視界のぼやけ

口せき

重 症

口失禁
重症の場合、数分後急速にこ

口運動失調

ん睡、呼吸困難がおこる場合
口情緒不安定

があります。緊急の治療が必
口錯乱

要です。
口肺水腫

. (数分後)

口こん睡

口呼吸困難
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打J必Z7
L山内山内山内山内山内斗

ランネートは1965年に米国デュポン社が開発したカーパメート系殺虫剤です。本剤はす

ぐれた殺虫力、速効性を持ち、殺虫後の分解消失が早く、環境に対する安全性が高い等の

理由で1970年発売以来急速に普及し、現在では野菜、茶、たばこ等の作物を中心に広く使

用されています。

ただ本剤は経口吸入毒性が比較的強いという欠点があり、過去散布中の中毒例の報告も

若干見られました。しかし、これらの中毒はマスクを着用 していなかったり、身体の具合

の悪い時に散布した等の不注意事故がほとんどです。ランネート普及会は、この散布中の

中毒を防ぐ為、各方面の方々の御協力をいただき「マスクの着用JIハウス内使用禁止JI保

管 ・管理の徹底JI適用外使用禁止」という 4つの柱を掲げて、安全使用キャンペーンを強

力に推進しております。その結果、最近では散布中の中毒事故はほとんどなくなったので

すが、適正使用外中毒、いわゆる誤飲や自殺等の目的でランネートを膜下することによっ

て起こる中毒は依然として発生しております。この適正使用外中毒を防止する為に、 1984

年度より製品に着色を行うことになりました。1996年から、補助成分に更に苦み斉iJ(モノ

ペット SOA)を加えたり、また2002年より、不正使用しにくい製剤の開発、子供さん等が

開けにくいチャイルド・プルーフキャップ容器を市販し、また不正使用しにくい製剤を採

用して、誤飲、誤食、誤用防止活動を強化しています。また安全使用キャンペーンも強力

に推進しております。ただ自殺等の目的でランネートをl無下するということは、 残念なが

ら防ぐことは困難といえます。

ランネートが農薬と して非常に有効かっ必要とされている現在、このような事例が少し

でも減少し、故意に膜下した場合でも救命できることを願ってこの冊子を作成しました。是

非御一読いただいて、万一中毒患者が来院の際は万全の御処置をいただきますよう御願い

申し上げます。

尚、本冊子作成に当たり御協力、御指導いただき ました諸先生方に厚くお礼申し上げます。

平成 15年

ランネート安全使用対策委員会



~~~…一一一一寸
;ランネー卜とは;
L…………………J 
ランネート 45DFはメソミルを有効成分とする園芸用殺虫剤の商品名です。本剤は比較的経口

急性毒性が強いので温室内での使用は禁止され、マス夕、手袋等の着用が義務づけられています。

形 状:青色水和性微粒及び、細粒

成分・含量:メソミル 45.0% 

鉱物質微粉、界面活性剤及び色素、苦み剤(モノペット SOA) 55% 

溶解性:水易溶

安 定 性:酸性、中性水溶液中で、安定、アルカリ性水溶液中で徐々に加水分解

そ の他:爆発性、引火性、揮発性なし

使用 法:10アール当たり、 1，000~ 2，000倍希釈水溶液を 50~ 300 R散布する(作物の種類、

大きさ、害虫の種類、発生状況によりこの範囲内で差があります)。

有効成分:一 般名:メソミル

化学名 :Sーメチル-N-((メチルカルバモイル)オキシ〕チオアセトイミデート

構造式: 0 
11 

CH3-C二 NOC-NHCH3

S-CH3 

分子式:C5HlO02N2S 

分子量:162.2 

性 ;1犬:白色結晶

融点:77
0

C 

比重:l.2946 (25
0 

/ 4
0

) 

臭 気:微硫黄臭

蒸気圧:7.2 x 10 -4 Pa (25
0

C) 

溶解性: (g / R、20
0

C)

オく 水 (pH7.03) 46 

溶媒に対する溶解性 アセトン 340 

0.10 

ジクロロメタン 510 

ヘキサン メタノール 510 

オクタノール/水分配係数 log Pow 0.09 (25
0

C、pH7) 

安定性:通常の温度及び保管条件で安定。

反応性:火災又は高熱により容器が激しく破裂する恐れがある。
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ゃ一一一一一一一寸
;メソミルの毒性;
ん…………………斗
ランネートの有効成分メソミルの動物に対する急性毒性は次のとおりです。

試!挨の種類

急性経口毒性

急性経皮毒性

動物種

ラット

ラット

試験期間

2週間

2週間

半数致死 量 (LD50)

(原体)50 mg /1.沼・体重

(原体)> 3，600 mg / kg・体重

本剤は経気道的または経口的に摂取された場合、中毒を起こすことがあり、散布に際しては中

毒を回避する為、農薬用マスク(粒子捕集効率80%以上)*の着用が義務づけられています。また

本剤のハウス内での使用及び適用外使用は厳しく禁止されています。

*平成12年防じんマスクの分類に関する規格

τ…一一一一ω…向山内一一一一一一寸
;メソミルの生理活性機構と代謝;
~……………………………………斗
ランネート 45DFの有効成分メソミルはカーパメート系化合物です。カーパメート系化合物を

生体に投与した場合は有機リン系化合物と同様に生体内のアセチルコリンエステラーゼ(AchE) 

と結合し、アセチルコリン (Ach)の加水分解を阻害します。この為Achが蓄積し、ムスカリン

中毒で認められる副交感神経末梢の接合部の異常(ムスカリン様作用)や、ニコチン中毒で認め

られる骨格筋神経接合部自律神経節の異常(ニコチン様作用)が現れます。

しかし、 一般にカーパメート系化合物と AchEの結合は、有機リン化合物のそれに比べて非常

に弱く、特にランネート(メソミル)は最も結合の弱い部類に属しています。

またメソミルの代謝は非常に早く、動物実験(ラット)では投与後24時間以内に完全に分解代

謝され、代謝物中には毒性は全く認められませんO

従ってランネート(メソミル)を吸入、眼下した場合の中毒症状は急速に現れ、ほとんどの場

合24時間以内に消失します。診断の確認の為には、血中の AchE活性の測定が有効ですが、こ

の測定には短時間で測定できる方法を用いることが望ましく、また測定値が正常であったからと

いうだけで中毒を否定することはできません。但し、測定の為に治療が遅延することのないよう

留意して下さい。

3 



τ…一一一…一一一一一一一一寸
iZと三二土±空竺空空三ぎ哩j
ランネート中毒がいちばん起こりやすいのは、 薬剤の粉塵や噴霧をあびた場合、 あるいは飲み

込んだ場合です。ランネートは無傷の皮膚からは容易には吸収されません。

ランネートは急性毒性が強いカーバメート系の殺虫剤であり、その中毒作用は血液や組織中の

コリ ンエステラーゼを阻害して過度にアセチルコリンを蓄積させることによります。しかし、ラ

ンネートに長期間さらされることがあっても特定の臓器に対する慢性中毒、例えば中毒性肝炎等

は起こりません。

治療方針を確立する為に、次の点を速やかに聞きとって下さい。

， )事故発生の状況
ア.散布作業中か否か(溶解中も含む)、あるいは散布後の発症か、マスクはしていたか

イ.散布中でなければ、どのような状況であったか(散布したあとの畑に入ったとか、他人の

散布した農薬がふりかかった等)

ウ.誤飲、誤用であったか(農薬と知らずに飲んだり、皮膚にかかった等)

エ.自殺を図ったのか

すなわち農薬が体内へ入った経路について、経口的、経気道的等のうち、どれが主要な経路

であったかについてはっきりさせます。このことは、散布中の防具の状態(マスクの種類や有

無)も大いに関係します。

2 )農薬の種類、剤型、濃度及び摂取量

ア.農薬の種類(ランネートであることを確かめて下さい)

イ.農薬の剤型(ランネートは淡青色の水和性粉剤で、す)

ウ.濃度、希釈倍数(ランネートは通常 1，000~ 2，000倍に水で希釈して使用します)

エ.摂取量 (経口的に摂取した時は、必ず聞いて下さい)

3 )中毒症状発現までの時間(ランネ-卜の場合は非常に短い時間で症状が現れます)

ア.散布の場合は、散布をはじめてから症状が出るまでの時間

イ.経口的に摂取した時は、その時刻と中毒症状発現までに経過した時間

4 )中毒症状の観察

農薬により それぞれ特有な症状があり ますので、症状をよく観察して下さい。
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ランネート(メソミル)中毒の症状

眼症状

瞳 孔:縮瞳(時には左右不均等)。重症ではピンホールになる。

毛様体:物を注視しようとすると眼痛がある。視界がぼやける(目がかすむ)。

涙 腺:流涙

結 膜:充血

呼吸器症状

) 気管支系:軽い胸痛、せき、気道分泌物増加、鵬、呼吸困難、チアノーゼ

鼻粘膜:鼻汁の増加、 鼻の粘膜充血

皮膚症状

汗 腺:多量の発汗

消化管症状

唾液腺:I垂液分泌の増加

消化管:食欲減退、悪心、 H匝吐、けいれん状の腹痛、胸やけと吐気を伴った上腹部及

ぴ胸骨下の圧迫感、下痢、失禁

精神神経症状

めまい、頭痛、緊張、不安感、情緒不安定、幻想、不眠、悪夢、無感情、抑

うつ、思考遅延、錯乱、言語嵯鉄、運動失調、こん|陸、脳波異常、チェーン

ストークス呼吸

その他の症状

循環器系:徐脈、 一時的な血圧の上昇

運動器系:筋肉の脱力、筋線維束の不規則なれん縮、けいれん、

呼吸筋を含む全身的な脱力

泌尿器系:頻尿、尿失禁

5 



了 一一一一一一寸
ランネート中毒処置法;
ん………………ω~町一…斗

( 1 Jランネート(メソミル)を吸入または鴨下した場合の処置法

患者に接する場合、通常メソミルの経皮吸収はありませんが、吐物、胃洗浄液に含まれる農

薬による汚染を避ける為、処置者はゴム手袋をはめるなどして下さい。

1 .まず薬剤との接触を絶つこと

吸入による中毒の場合には、薬剤に汚染されていない空気の清浄な場所に患者を移動させ

ます。接触した場合は、充分な量の水で汚染された皮膚や目を急いで洗います。飲みこんで

しまったような場合には、直ちに吐かせ、胃洗浄を行う必要がありますので急いで近くの病

院に連れて行くよう指導して下さい。

2.畷下している場合は直ちに催吐させ、胃、腸洗浄を行って下さい

ア.催吐:指またはスプーンの柄などを口中に入れ、咽頭後壁を刺激して吐かせます。コッ

フ。一杯の水を飲ませた後に行うと吐きやすくなります。医療機関では一般に胃洗浄が行

われますが、十分に太い胃管を使えない小児には胃洗浄よりも催吐の方が有効とされて

います。現在、催吐薬として確実に有効なものは市販されていません。催吐の禁忌は次

の通りです。

① 意識障害やけいれんのある時

② 石油系の溶剤を使ったものを飲んだ時

③ 粘膜腐蝕性のものを飲んだ時

イ.胃洗浄 1時間以内に実施しなければ効果は少ないとされていますが、原則として胃洗

浄を行います。4時間以上経過していても行えば効果のある場合があります。胃洗浄の

禁忌は催吐の場合と同じです。意識が無い場合には、気管内挿管をしてカフをふくらま

せた後に行って下さい。胃洗浄は左側臥位にして生理食塩水または微温湯を、 1固に成

人で300m.eを限度として注入し、少なくとも数リットルを使って洗j争液がすっかりきれ

いになるまで行います。5才以下の小児で、は水道水を使うと低ナトリウム血症を来すの

で、生理食塩水(1回10~ 20 1Il.e / kg) を用いるのが望ましいとされています。

胃洗浄が終わったら、活性炭50g (小児は 1g / kg)を50011/2，の微温湯に混ぜたもの

を飲ませるか、胃管から注入して下さい。必要なら硫酸ナトリウムまたは硫酸マグネシ

ウム 15~ 30 g (小児では0.25g / kg) をさらに投与し、胃管を抜去します。下剤はそ

の後4時間おきに飲ませ、活性炭の黒色下痢便が出るまで続けて下さい。ヒマシ油のよ

うな油性下剤は禁忌です。
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ウ.活性炭の繰り返し投与:活性炭の繰り返し投与で、静脈内投与した毒劇物でも血中薬物

濃度が低下することが知られています。

服用量の 10倍量の活性炭投与が推奨されていますが、不明の時は 50g (小児では l

g /kg)を500mP'の微温湯に溶解して、意識が明瞭な場合は座位で服用させます。その

後は20gを2時間毎、もしくは40gを4時間毎、 60g を 6 時間毎等の投与法で、 24~

48時間繰り返し投与します。胆吐、誤腕、消化管閉塞に注意が必要であるように、常用

している治療薬の血中濃度低下にも注意が必要です。

3.硫酸アトロビンを投与して下さい

硫酸アトロピンを症状に応じて静注、困難な場合は筋注して下さい。

〈重症の場合)(意識混濁、対-光反射消失、肺水腫)

5 ~ 10筒 (2.5~ 5 mg) を静注して下さい。症状が軽くならなければ瞳孔拡大傾向、対

光反射が出現するまで、1O~ 15分毎に 5筒 (2.5mg)ずつを追加静注して下さい。

散瞳、対光反射の出現、肺水腫症状の軽減が認められたら、軽いアトロビン中毒症状(散

瞳、口腔内乾燥)を保つ程度に 1~2 筒 (0.5~ 1 mg)を30分毎に皮下注射して下さい。意

識回復、流i延の消失、瞳孔の散大傾向がみられれば中止します。

〈中等症の場合) (歩行困難、縮瞳、筋線維性れん縮)

1~4 筒( 1筒0.5mg) 静注し、 15~30分毎に追加、もしくは 5 ~ 10筒の皮下注。ある

いは0.5mg~ 5.0 mg Ihrで微量持続静注を行います。瞳孔の状態、口腔内乾燥の程度、肺野

にラ音が聞かれるかどうかにより追加、あるいは中止の判定をして下さい。

〈軽症の場合)(多汗、悪心、恒吐、流i延)

1~2 筒 (0.5 ~ 1 mg)静注して下さい。

<12才以下の小児の場合〉

0.05 mg (1/10筒)Ikg (体重)の割合で 20~30分毎に投与し、瞳孔、頻脈の状態、口腔

内乾燥の状態で調節して下さい。重症の場合は倍量必要となります。

いずれの場合も投与量を漸減して中止して下さい。投与中止後最低24時間は患者を観察し、症

状が再び現れないことを確認して下さい。

アトロピンを過剰に投与しすぎると、アトロピンによる中毒症状(筋肉痛、頻脈、発熱、 一時

的な精神錯乱等)が現れますのでそれらの症状に注意し、過剰投与は避けて下さい。但し、重症

中毒では10筒以上、時には総量で100筒もの超大量投与がなされます。最初に思い切った処置を

することが予後の成否を左右します。
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匝亘

.ランネート(メソミル)はカーパメート系殺虫剤ですのでパム (PAM)は無効です。

PAMを投与するとかえってアトロピンの治療効果を妨げることがあります。

.モルヒネ、アミノフィリン、フィゾステイグミン、アミノフェナゾン、フェノチアジン、レセ

ルピン、フェノバルピツール、クロルジアゼポキシド、サクシニルコリンはアトロピンイ吏用中

は投与しないで下さい。

アドレナリン作用薬(アドレナリン、ノルアドレナリン、イソプロテレノール等)は特別な投

与理由がある場合にだけ投与して下さい。

・もし激しいけいれんが続く場合は、ランネート中毒以外の頭部外傷、大脳の酸素欠乏症、他剤

との混合中毒が考えられます。

原因がわかるまでは、ジアゼパム剤等を大人5~ 10mg、小児0.1~ 0.2 mg / kg (体重)を 2~4

時間毎に静注(または深く筋注)して下さい。

.縮瞳等の中毒症状が解消しても少なくとも 24時間は十分注意して監視して下さい。

・自殺を目的にランネートを峡下したり、マスクを着けずに温室(ハウス)内などで散布して意

識を失ったような重篤な中毒の場合は、症状が回復しても ChE活性は一週間以上も正常値に

は回復しません。従ってChE活性が回復するまでは農薬に触れるような作業は禁じるよう指

導して下さい。

・自殺を目的としてランネートを腕下した場合は、精神面での治療を充分考慮して下さい。

4. その他必要な処置

〈安静・保温〉

衣服をゆるめて静かに寝かせ、保温に注意して下さい。吐いている時、またその恐れの

ある時は体を横向きにして下さい。

〈輸液〉

必要に応じ輸液を行います。中毒患者は一般に多めの輸液量で管理しますが、 農薬の種

類により肺水腫を起こすことがあるので急速輸液には十分な注意が必要です。

〈人工呼吸、酸素吸入等呼吸管理〉

緊急時には人工蘇生器が必要です。日うつし人工呼吸は危険です。気道分泌物の吸引除

去、人工呼吸など必要に応じて施行して下さい。肺水腫(血性泡沫状気管分泌物の多量排

出)が明らかな時には、呼気終末に陽圧 (PEEP)をかけて治療します。万全の呼吸管理が
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寸

できない施設に重症患者が来院した時には、 一応の処置を行って、最寄の三次救急医療施

設に転送して下さい。

〈吸着型血液浄化器による血液濯流〉

吸着型血液浄化器による血液濯流は、早期に実施すれば血液中の農薬を除去するのに多

くの場合に有効です。

〈血液透析〉

人工腎臓あるいは腹膜潅流による透析療法は、腎障害のある場合は必須です。また血液

中の農薬を除去するのに有効な場合もあります。

〈強制利尿〉

乳酸加リンゲル液の輸液と少量のドーパミンを使用して、時間尿量を 250~ 500m.eに維

持し、毒物の尿からの排世を促す方法です。水バランスが維持できない時(大量輸液にも

かかわらず、尿量が得られない時)はマンニトール輸液、あるいはフロセミド(ラシック

ス@)注を併用しますが、肺水腫の発生には十分注意して下さい。腎障害、心不全のある場

合は禁忌です。

〈鎮静剤、抗けいれん剤〉

興奮、けいれんに対し、鎮静剤、抗けいれん剤、筋弛緩剤等の投与を行います。

〈心循環用薬〉

各種抗不整脈薬、昇圧薬を必要に応じて使用します。

[ 2 )皮膚、衣服に付着した場合

汚染した衣類を脱がせ、皮膚を石けんでよく洗い、付着した農薬を除去して下さい。洗浄時

間は少なくとも 15分位は必要です。

[ 3 )眼に入った場合

直ちに蛇口の水、やかんの水のような流水で、洗眼した後に微温水(約38
0

C)を入れた洗面器

に顔をつけて目を開閉し、水をしばしば取替えて 15分以上洗って下さい。

[ 4 )経気道的に中毒を起こした場合

すみやかに新鮮な空気のあるところへつれて行き、深呼吸をさせて下さい。
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F723EZ日布石両)

ランネート(メソミル)は、カーバメート系殺虫剤ですから、体内に入るとコリンエステラー

ゼ (ChE)と結合し、その活性を阻害することで中毒症状を現します。従ってランネート中毒の

診断の確認として、血液 1~ 2 ccを採取し、 ChE活性値を測定して下さい。

一般にカーノtメート系殺虫剤の ChEとの結合は有機リン系殺虫剤のそれより弱いことが知ら

れており、中でもメソミルと ChEとの結合は非常に弱いので、中毒症状も急激に現れますが、逆

に症状は早急に改善されます。従ってランネート中毒の疑いのある場合の ChE値は、採血から

測定までの時間を短かくし、早急に検査できるようお計らい下さい。分析法は、従来からよく用

いられる pH測定法より、 Ellmanらの開発した DTNB法またはその変法をご指定下さい。

Ch E測定法については、下記等をご参照下さい。

• Ellman， G. L. et al : ' A new and rapid colorimetric determination of acetylcholinesterase 

activity' Bioch. Pharmacol. 7， 88 ~ 95 (1961). 

• Voss， G.， Sachsse， K. : ' Red cell and plasma cholinesterase activity in micro samples of 

human and animal blood determined simultaenously by a modified acetylthiocholine/DTNB 

procedure' Toxicol. Appl. Pharmαcol. 16， 764 ~ 772， (1970) 

• Wilhelm， K. et al : 'Comparison of methods for measuring cholinesterase inhibition by 

carbamates' Bull. Wid. Hlth Org. 48， 41 ~ 44 (1973). 

• Wilhelm， K. : 'Determination of human cholinesterase activity by adapted Ellmans method' 

Arh. Hyg. Rada (Yugoslovia) 19， 199 ~ 207 (1968). 

• Garry， P. ]. ， Routh， ]. 1. : ' A micro method for cholinesterase' Clin. Chem. 11， 91 ~ 96 (1965). 

-上田喜一、平木潔編:農薬中毒-基礎と臨床一、 1976(南江堂)

・白須康彦、松岡理編:新しい毒性試験と安全性の評価(ソフトサイエンス社)

・その他臨床検査法解説など
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寸

日三布石証言説百
〈要旨〉

血液中のメソミル(1)をアルカリ水溶液中で、加熱加水分解し、メソミルのオキシム体(2)を生成

させます。これを酸性にして酢酸エチルで抽出し、フロリジルのカラムクロマトを行って精製

し、ガスクロマトグラフで、*メソミルオキシム標品を対照として定量します。

加水分解反応式 0 
11 0H-

CH3-C二 NOC-NHCH3

S-CH3 

メソミル(1)

CH3-C=NOH 

S-CH3 

メソミルオキシム(2)

*メソミルオキシム標品が必要な場合は、デユポン 株式会社へご連絡下さい。(電話 03-5434 -6119) 

〈分析法〉

血液 1~ 5 1J/~をとり、アセトン 30m~を加え、かくはん吸引ろ過します。 ろ液に水 20m~を加

え次いで2規定苛性ソーダ (NaOH) 5 m~を加え、 90 ~ 95
0

Cで30分間加熱加水分解します。

クロロホルム 30mRを加え、振とう洗浄を 2 回くり返し、さらにヘキサン 30 1ll~で、振とう洗浄し

ます。1規定硫酸10-15mR、NaC110gを加え、酢酸エチル501llRで、振とう抽出を 4回くり返し

ます。酢酸エチル層を脱水し、濃縮した後フロリジル 5gのカラムクロマトを行います。これ

を 10%アセトン含有ヘキサン 100 1ll~で、溶出し、溶出液を濃縮して、 2mRとします。 この 5μt を

FPD(S)-GCで定量します。

ガスクロマトグラフの操作条件

担体 ケイソウ土(標準網フルイ 149~ 177μ)を6N塩酸で2時間還流して洗い、次いで蒸留

水で、洗液が中性になるまで、洗った後乾燥し、メチルシラザン処理をしたものを用います。

充てん剤 担体に対して遊離脂肪酸ポリエステルを 10%含ませたものを用います。

分離管 内径 3~ 4mm、長さ 100cmのガラス管を用います。

炎光光度型検出器のフィルター イオウ用干渉フィルター(波長394nm) を用います。

分離管温度 160 ~ 190
0

C 試料気化室温度 250
0

C 検出器温度 250
0

C 

ガス流量 キャリヤーガスとして高純度窒素ガスを用い、メチル・チオアセトヒドロキシマー

トが 3~4 分で流出するように流速を調整するとともに、水素ガス及び空気の流量を至適条件に

なるように調整します。

記録紙送り速度 10mm/分

感度 メチル・チオアセトヒドロキシマートの 1ngが十分確認で、きるように感度を調整します。
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[証言雨前]

当普及会で集めた救命例の一部をここに抄録しました。

〈処置例 1> 

患 者:男性、 55才

既往歴:昭和24年頃、肺結核

昭和53年、胃癌にて手術

現病 歴:昭和57年O月O日午前中より酒を飲んでいたが、 16: 00頃ランネートを眼下。

16 : 20頃来院。

現 症:救急外来にて、胃洗浄施行、悪臭あり、 意識もうろう状態、全身けいれん(+ )、

尿・便失禁(-)、頻脈(+ )、縮瞳(+ ) 

入院後経過:血管を確保し、点滴

く処置例 2> 

19 : 00硫酸アトロピン 1筒 (0.5mg)静注

20 : 05DHP開始、 2時間後より意識状態は良くなり縮瞳(-)、 全身けいれん(-)

となる。20: 50頃ラシックス 1筒静注。約5.000m.eの尿量あり、 23: 50DHP中止。

翌日、全身状態良好、入院より 3日後退院。

患 者:男性、 49才

既往歴:昭和 36年、左肺切除

現病 歴:昭和56年O月O日21:00頃、酒を飲んだのち、ランネートの水溶液(濃度不詳)

約50m.eを自殺目的で服用。o:00意識消失し、口から泡をふいているところを

発見され、 1時間後救急車で運ばれ入院。

現 症:入院当日、 1: 00意識は昏睡状態、瞳孔著明に縮小、左右差なし、対光反射な

し、呼吸数30回/分、瑞鳴あり、血圧 170/100mm Hg、脈拍110(整、緊張、良)

体温35.2
0

C、四肢冷感、口唇色不良

入院後経過:入院後直ちに胃洗浄を実施すると同時に血管確保、硫酸アトロピン 5筒静注し、

5筒を点滴内に注入。その後も瞳孔拡大徴候が認められるまで、 30分毎に硫酸

アトロビン 4筒づっ静注。鼻腔カニューレより 025 .e /分で流し、 CET1 g静注。

2 : 00意識半昏睡となるが、瞳孔は依然として縮瞳。4: 00瞳孔拡大傾向を認

める。 8: 00覚醒、意識清明となるが、興奮状態が激しい。
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〈処置例 3> 

入院当日夕方には興奮もおさまる。一時37.5
0

Cの発熱を認めたが、入院2日目

昼には解熱し、 一般状態は安定。腹部症状なし。入院当日夕方より少量の水分

摂取を続けていたが、便潜血も(-)の為、入院3日日昼より流動食開始。血清ChE

値の回復も早く、呼吸器・腎障害の兆しなく、 一般状態良好の為第 7病日退院。

患 者:男性、 45才

寸 現病歴:昭和55年O月O日17: 25頃酒一口と一緒にランネート約3g を服用し、 1~2 分

後意識消失、救急車にて17: 34来院。

現 症:来院時、意識障害Grade300(昏睡状態)、脈拍90(整)、血圧 130/82mm Hg、

対光反射(-)、瞳孔は縮瞳(ピンホール)、四肢麻ひは不明、顔面紅潮し、発汗著

明、多量の流j延あり 。

入院後経過:まず脳幹部出血を考え 20%TZ40 1ll~+ ハイドロコートン1，000mg静注。

次に発汗著明、流i延多量にて農薬中毒を考え硫酸アトロピン 5筒静注。

気道分泌物を吸収除去しながら問診の結果、ランネート(約 3g)を酒と一緒に

服用し自殺をはかったことがわかり、硫酸アトロピン治療を行った。総量23筒を

使用し、その後の経過良好にて急性期を脱出。

コメン卜:①縮瞳著明な発汗、流j延をみたら ChEを阻害する農薬中毒の可能性を疑い硫酸

アトロピンの使用を考えること。

②ランネート腕下では、ごく少量でも中毒症状の出現が早い。

く処置例4> 

患 者:男性、 56才

既往歴:アルコール性肝炎

現病 歴:昭和57年O月O日10: 00頃、自宅の草木にランネートを散布しようとしていた

ところ、誤飲。その後、 15分程で意識消失、尿失禁。12: 30救急外来受診。

現 症:意識もうろう状態、血圧126/80mm Hg、脈拍160/分、呼吸数48/分、発汗著明、

縮瞳(+、ピンホール)、全身チアノーゼ(+ )、尿便失禁、気管内に多量の分泌

物(+)、胆吐(+)、両肺野湿性ラ音(+) 
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入院後経過:入院後直ちに胃洗j争を実施すると同時に血管確保、硫酸ア トロピン 5筒の静注

(20 ~ 30分毎)、気管内挿管及び吸引、 02投与、輸液、強制利尿等を開始。

〈処置例 5> 

14: 10よりカラム (DHP-1)の2個直列連結にてDHPを開始。肺水腫によると

思われる急性呼吸不全が悪化した為、 14: 30より SERV0 Respria tor装着、

筋弛緩剤を使用にて人工呼吸とした。 硫酸アトロピンを入院時より 20~30分毎

に瞳孔の状態を観察しつつ、 5筒ずつの静注、及び 1~ 2筒の筋注を繰り返し

総量で95筒を使用した。その後意識レベルも徐々に改善、 3病日目には意識清

明となり、血液ガスも改善され、同日抜管するに至った。入院21日後 ChE値

も上昇、軽快退院。

患 者:男性、 50才

既往歴:高血圧

現病 歴:昭和 58年O月O日16: 30頃、意識消失し口から泡をふいているところを家人が

発見、近くにランネートが多量に付着したコップあり。救急車にて 17: 50入院。

現 症:昏睡、頻脈、 頻呼吸、血圧212/120mm Hg、縮瞳 (ピンホール)、口腔より多量

の泡状の分泌物、発汗著明、顔面及び四肢末端のチアノーゼ、両肺野より湿性

ラ音聴取。

入院後経過:直ちに胃洗浄、同時に血管確保、硫酸アトロピン 3筒静注、 気管内挿管、吸引、

02投与、輸液開始、強制利尿を施行。翌日、 14: 25より DHPを開始(3時間

施行)、その後徐々に意識レベルが改善し呼吸状態も安定してきた為、 6 : 00 

抜管。 硫酸アトロピンは瞳孔の状態を観察 しつつ 3~5 筒の静注及び 2 筒の筋

注を繰り返し、総量で68筒使用した。

〈処置例6> 

入院後の血液検査で高脂血症、肝機能障害(脂肪肝疑)及び高血圧症が認めら

れた為治療し、 40日後退院。

患 者:男性、 62才

現病歴:平成 2年ランネートを1.000~ 2.000倍希釈のところ 500倍に希釈し、マスクをし

ないで 2時間散布した。

現 症:作業終了30分後より視力障害、その後、 n匝気、恒吐、冷汗が出現し、 4時間後近

医にて硫酸アトロビンの投与後、 受診した。

入院後経過:来院時、H匝気、白血球の軽度上昇の他に異常所見は認められなかった。水洗、胃

洗浄、吸着剤。下剤の投与を行い、第 3病日に完治退院。
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ランネー卜安全使用対策委員会
クミアイ化学工業株)企画普及部
〒110-0008東京都台東区池の端1丁目 4番26号

TEL (03) 3822-5130 

三共アグロ倣)営業推進部
干113-0033東京都文京区本郷4丁目23番14号

TEL (03) 3814-7206 

住化武田農薬倣)情報安全グループ
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TEL (03) 3278-2837 

日本農薬倣)環境安全部
〒103-0027東京都中央区日本橋1丁目 2番5号栄太楼ピル

TEL (03)3274-1887 

北興化学工業倣)営業企画部
〒103-0021東京都中央区日本橋本石町4丁目 4番20号 三井第2別館

TEL (03) 3279-5161 
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農業製品事業部安全対策・販売促進部
〒153-0064東京都目黒区下目黒1丁目 8番1号アルコタワー

TEL (03)5434-6117 




